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序

この度、財団法人愛知県埋蔵文化財センターは、名古屋環状2号線建設

工事に伴う事前調査として、海部郡甚目寺町大渕遺跡の発掘調査を愛知県

の委託事業として実施しました。この結果大測遺跡においては、弥生時代

中期の52軒の竪穴住居や、まだ県内でも調査例の少ない古墳時代から室町

時代にかけての据立柱建物群が検出され、町名の由来となっている白鳳期

創建の甚目寺との関連や当時の低地部における集落の姿が注目されまし

た。また弥生時代の円窓付土器や魚網に使用されたと思われる古代の土錘

などをはじめ多数の遺物が出土しております。

調査にあたり、愛知県教育委員会のご指導、並びに地元住民の方々及び

関係諸機関・関係者の皆様に格別のご協力をいただきましたことに深く感

謝申し上げる次第であります。

また、本報告書が地域史研究や埋蔵文化財に対するご理解の一助となれ

ば幸いと存じます。

平成3年3月

財団法人　愛知県埋蔵文化財センター

理事長　松川誠次



例言

1．本書は愛知県海部郡甚目寺大字甚目寺字大渕に所在する大渕遺跡の調査報告書である。

2．調査は名古屋環状2号線（一般国道302号）建設に伴う事前調査として、建設省・日本道路公団

から愛知県教育委員会を通じて委託をうけ、財団法人愛知県教育サービスセンター・財団法人愛

知県埋蔵文化財センターが昭和58年度から昭和60年度にかけて行った。

3．調査担当者は下記のとおりである。

58年度　田中信夫（現　豊田市立梅坪小学校）、福岡晃彦、宮腰健司

59年度　清水雷太郎（現　尾西市立尾西第三中学校）、梅村清春（現　小原村立本城小学校）

梅本博志（現　愛知県教育委員会文化財課）、福岡晃彦、長島広（現　春日井南高

校）、宮腰健司

60年度　竹内尚武（現　国府高校）、山田耕治（現　蒲郡市立塩津小学校）

平野清（現　津島高校）、梅村清春、宮腰健司

北村（浅井）和宏、池本正明、酒井俊彦、竹内宇哲（現　名古屋市見晴台考古資料

館）、中野良法（現　春日井南高校）

なお、担当調査区については表1に示した。

4．調査にあたっては、次の各関係機関のご協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課、建設省愛知国道工事事務所、日本道路公団名古屋建設局、甚目寺町

教育委員会

5．本書の執筆分担は下記のとおりである。なお、編集は宮腰健司が行った。

Ⅰ・Ⅱ・Ⅱ　宮腰健司

Ⅳ―1　石黒立人、宮腰健司

Ⅳ―2　宮腰健司

Ⅳ―3　池本正明、宮腰健司

Ⅴ―1　石黒立人

Ⅴ―2　宮腰健司、古橋佳子（調査研究補助員）

Ⅵ―1　三辻利一（奈良教育大学教授）

Ⅵ―2　森勇一、前田弘子（調査研究補助員）

Ⅶ　　　宮腰健司

6．調査区の座標は、国土座標Ⅶ座標系に準拠する。

7．遺構の旧番号と新番号の対照、遺物の登録番号は表として本文中に示した。

8．本書の執筆にあたり下記の諸機関・諸氏にご指導・ご助言をいただいた。

記して感謝申し上げたい。（敬称略）

上村安生、内田智久、加藤優、斎宮歴史博物館、西宮秀紀、林部均、藤澤良祐

三重県埋蔵文化財センター、三辻利一、吉水康夫
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Ⅰ．調査の概要

大渕遺跡は、昭和56年のガス管埋設の立会い調査による須恵器片等の出土によって初めて確認され

た。当初は北側にある阿弥陀寺遺跡との関連で阿弥陀寺南遺跡と仮称していたが、名古屋環状2号線

に伴う昭和58年度の愛知県埋蔵文化財センターの試掘調査によって、阿弥陀寺遺跡とは旧福田川を挟

んだ異なる微高地上に立地する古代を中心とする集落であることが判明したため、改めて「大渕遺

跡」と命名した。

調査は、昭和58年度の16ヶ所400ⅵの試掘調査、昭和59年度の東側側道部分1620ⅵ、昭和60年度の

本道・西側側道部分8427誠と三ヶ年にわたって実施された。また、昭和61年度には遺跡西部において

福田川整備事業に伴う調査もおこなわれている。なお、以上の調査は全て愛知県教育サービスセン

ター及び愛知県埋蔵文化財センターによって行われた。

財愛知県教育サービスセンター　『埋蔵文化財発掘調査年報Ⅱ』1984

財愛知県教育サービスセンター　『埋蔵文化財発掘調査年報Ⅲ』1985

財愛知県埋蔵文化財センター　　『年報　昭和60年度』1986

財愛知県埋蔵文化財センター　　『年報　昭和61年度』1987

財愛知県埋蔵文化財センター　　『大渕遺跡・阿弥陀寺遺跡』1988

第1表　発掘調査工程表
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Ⅱ．位置と環境

位置

立地

歴史

大渕遺跡は、愛知県海部郡甚目寺町に位置する。甚目寺町は濃尾平野中央部のやや南よ

りにあり、現況は標高2～4mのほとんど比高差の無い平坦な低地状の地形を呈してい

る。

遺跡の立地は、北側に展開する朝日遺跡・廻間遺跡・森南遺跡・阿弥陀寺遺跡同様、東

西及び北東から南西に延びる微高地上であり、地山は沖積上部砂層の上部に堆積するシル

ト層からなっている。この微高地の形成については、五条川の自然堤防と海岸線に沿って

できる浜堤列という二つの見解があり、最北に位置する朝日遺跡が縄文時代後期、他の遺

跡も弥生時代中期までには陸地化している。

旧石器・縄文時代の遺跡は濃尾平野南部においてはほとんど確認されておらず、朝日遺

跡において縄文時代後期前葉のドングリピットが検出されているのみである。

弥生時代においては、前期より始まる東海地方最大級の環濠集落の朝日遺跡をはじめ、

旧河道を挟み北接する中～後期の環濠集落である阿弥陀寺遺跡、北西1．7kmにある中～後

期の森南遺跡がある。

古墳時代では、集落としては弥生時代末～古墳時代前期にかけての廻間遺跡があり、北

西1．2kmに二ツ寺神明社古墳、西方2．8kmに奥津社古墳、廻間遺跡前方後方型低墳丘墓、朝

日遺跡・土田遺跡に後期の円墳がみられる。

古墳時代未～平安時代にかけては、稲沢市内に尾張国衙・国分寺・国分尼寺が造営さ

れ、甚目寺町内においても白鳳期に法性寺・清林寺等が建立されている。また、清林寺遺

跡では礎石建物跡・瓦塔が検出されている。

鎌倉時代～室町時代には尾張低地部全域で大がかりな土地改変が行われているようであ

り、各遺跡で区画溝が多数確認されており、居住地がみつかっている阿弥陀寺遺跡・森南

遺跡、方形土坑で構成される墓域を検出している土田遺跡・朝日遺跡などがある。

第2回　遺跡位置図
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Ⅱ．遺構



1．遺構・層序の概要

大渕遺跡は基本的に黄灰色シルトが基盤となっており、この基盤が北から南へ1m程度の比高差を

もって低くなっている。また、東西方向については、西側にむかってなだらかに基盤が低くなってい

くことが、調査区内においても、遺跡中央北より走る道路部分の立会い調査においても確認されてお

り、遺構も希薄となっている。東側についても若干低くなる傾向がみえるが、地形的な面は不明であ

る。北側については、昭和56年～59年にかけての阿弥陀寺遺跡の調査，61年の福田川整備事業関係の

大渕遺跡の調査において、旧福田川と思われる谷状の地形があることが認められており、遺跡内最高

地である調査区北端のすぐ北側で急激に基盤が落ち込むものと思われる。この谷状の地形について

は、下限が護岸施設が作られた17世紀前後と想定されるのみで、上限についてははっきりしないが、

遺構の分布からみて弥生時代中期においてすでに大渕遺跡と阿弥陀寺遺跡を隔てる地形があったもの

と考えられる。南側は、調査区南端で基盤が最も低くなっており、名鉄津島線をすぎて再び高くなっ

ている。つまり大きく大渕遺跡の地形をみると、弥生時代～室町時代を通じて北側に谷状の地形をも

ち、西・南になだらかに落ち込んでいく微高地に遺構が作られているといえよう。

層序は下層より、基盤一黄灰色シルト（8層）、暗茶褐色シルト（7層）、暗灰褐色シルト（5層）、

淡灰褐色シルト（3層）、灰色粘質土（1層）の順となっており、暗茶褐色シルトと暗灰褐色シルト

の上層、淡灰褐色シルト（各々、6層、4層、2層）の上層に部分的に黄褐色シルトが乗っている。

この黄褐色シルトには遺物はほとんど含まれず、下層との攪乱状態を示しており、整地に伴うものか

と考えられた。基盤は60A2区の北側で急な落込みをみせるが、この地形は後世にまで影響を与え

ているようである。さらに、弥生時代の包含層である暗茶褐色シルトは59G区の南側で終わるが、こ

れは同期の遺構の分布とも合致する。古墳時代～11世紀にかけての遺物を包含する暗灰褐色シルトと

淡灰褐色シルトは非常に似かよっており、場所によっては不可分な場合もあったが、60F区などで

黄褐色シルトで区分され、上下の層であることが確認された。淡灰褐色シルト上層の黄褐色シルト

は、調査区南側でのみ検出されている。灰色粘質土はほぼ全面にみられ、12世紀以降の遺物を包含す

る。特に、調査区北側では淡灰褐色シルトを削平して凹凸のある地形を作り出しており、現代にまで

影響を与えるような改変となっている。

以上のように層序が確認されたため、発掘調査では基盤と暗茶褐色＋黄灰色シルト上面、淡灰褐色

シルト＋黄灰色シルト上面でそれぞれ弥生時代、古代、中世の遺構検出を試みたが、古代面と中世面

は分かちがたく、結局、下面―弥生時代、上面―古代・中世という2面の検出に終わった。それにあ

わせて遺構番号も下面、上面別につけることとした。また、挿図の層序の基本的な分類は下記のとう

りである。

灰色粘質土・黒褐色粘質土

淡灰褐色シルト

噛灰褐色シルト

暗茶褐色シルト

青白色砂・灰色砂

基盤―黄灰色シルト

遺物出土層・炭化物層

第4図　層名基本図
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弥生時代遺構

一一一一一一一一一一一第23図

第6図　弥生時代挿図一覧

－　8　－



2．弥生時代 下面

SB（住居）

弥生時代の住居は52軒検出されているが、全て竪穴住居である。住居は、60A1と区南と60A2

北、60B．区北、60A2区と60B2と59A区の南部分において広場のような住居のない空間が

あり、その周辺に2～3回の切り合いをもって作られている。60D区以南においては、住居の痕跡

はまったくみられない。また、中央から北西にかけての住居群には周溝も柱穴もみられないものが多

く、住居の掘込みレベルの差が影響しているためかと思われた。

SB01― 長径5m・短径3．9mを測り、幅30～40cm・床面より深さ5－10cmの周溝が住居内を全

周する。柱穴は少なくとも4基認められ、南側の中央部のものも候補にあげられる。ま

第7図　S BO4・05（1：40）
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第8図　SB14（1：40）

－10－

上：第9図　SB21′－23（南東よの

土器出土状態

左：第10図　SB16

炭化材出土状態



第11図　SB17（1：40）

SB02―

SB03―

SB04－

SB05

SB06

た、掘形の端部には3個の小ピットがみられ、垂木及び支柱痕の可能性がある。SB01

→SK03の順となる。

長径5．5m・短径4．3mを測り、周溝はみられない。柱穴は4基あるが、北西のもののみ

やや大きくなっている。SB03→SB02→SK03の順となる。

当初その規模の大ささから不明落込みとして扱っていたが、その形態より大型竪穴住居

として認定した。規模は短径6．2m・長径10m以上を測る。

SB04→SB05→SB06の順に作られてゆくが、04と05については、ほぼ同

規模で同位置・同方位で建てられており、近接した時期の建て替えである可能性がある。

SB06は、やや不定形な形状をなし3基の柱穴をもつ。床面上において多量の土器廃棄

がみられたが、細片が多い。SB O5（第7図）は、掘形より床面まで約30皿を測り、竪

穴住居中最も壁面のしっかり残っているものである。周溝はほぼ全周するが、北西部で一

部途切れる場所がある。柱穴は6基あり、掘形が他の住居のものに比してやや大型であ

－11－



り、まん中の2基が僅かに西方にずれている。土器廃棄も床面上で若干みられ、SB06と違って大

きめの破片が目立った。

S B11―

SB14－

SB16―

SB17―

SB21―

SB22

SB23

長径6．4m・短径4．3m～5．3mを測る。形態は不定形な台形状を示しており、4基の柱

穴も方形をなす位置ではなく、壁に沿うように不安定に作られている。

床面上においてまとまった炭化材と部分的に焼土が出土した（第8図）。北東から南西

方向にある太めの部材は、サブトレンチの掘削によりほとんど失われたが、その位置から

みて棟木と思われる。さらに、それに直行するように出土した太めの部材については、梁

の可能性が考えられ、中央に向かって放射状に出土した部材は垂木及び支柱になるもので

あろう。また、住居掘形にそって検出された小ピットについても垂木・支柱の痕跡と思わ

れる。柱穴は3個検出されたが、それに伴う部材については不明である。数個体の土器が

南西部において出土したが、全て炭化材の上部からあり、床面で出土したものは数少ない。

北西側に拡張が認められる。まとまった炭化材の出土があり、棟木・垂木の可能性のあ

るものも若干みられたが、SB14ほどはっきりとはしていない。土層の観察と炭化材の

分布により、拡張時点での焼失であると考えられた。

短径4．8mを測り、SB16に切られている（第11図）。北西にも住居状の落込みがあ

るが、住居であるかどうか、確定できなかった。掘形である壁面上端から斜辺に、垂木及

び支柱になるものと思われる小ピットが13基検出された。中央の大型土坑（SK25）に

ついては、土層断面の観察により住居に伴う可能性が高く、埋土より多量の炭化物を出土

している。柱穴はやや北東によった位置で4基確認されている。

SB21・22・23（第9・10図）とも長径約4－5m、短径約3－4mの中程度規

模の住居であり、22と23には各々建て替えの痕跡がみられ、SB22－22建て替え

→SB23と、SB22建て替え→SB21の順となる。3軒ともにほとんど破片の状態

であったが、床面上で多量の土器廃棄がみられた。それぞれ、柱穴・周溝とも検出されな

かった。

第12図　SB26（西よの

－12－

第13図　SB27（西よの



第14図　SB35（1：40）

写真は上層土器出土状態（南から）

SB25－

SB26－

SB27

SB29

SB33－

SB35－

SB36－

長径3．4m～短径2．8mを測る小型の住居である。遺物の出土はほとんどみられず、柱穴

が3基確認されている。

SB21～SB23と同規模・形態の住居であり、同じく床面上より破片状態の土器群

が出土している。特に、SB27では土器片間に若干の炭化物が見られた。

短径3．3m・長径5．4m以上を測る長方形の住居で、SB03やSB39と同形態をして

いるが、規模はそれらに比して小さい。柱穴等は確認できなかった。

周辺の住居群の中で唯一明瞭に周溝が確認されたものであり、東側の南よりで1ヶ所途

切れる部分がある。長径は約5．3mで、やや隅丸方形を呈する。

長径3．5m、短径3．2mを測る隅丸か円形に近い住居であり（第12図）、埋土上層より多

量のまとまった土器群が出土している。これらは、当初上位面で土器廃棄SX01として

扱っており、土層断面でもはっきりしたことは分からなかったが、廃棄の範囲がSB35

と一致するため、住居廃絶後の投棄と考えた。構築されている所は、他の住居と切り合い

ながら重層的につくられていく場所ではなく、離れた地点に位置している。柱穴はやや不

定形に4基検出され、中央よりにも同規模のものが1基みられた。

長径4．2m、短径3．Om～3．7mのやや台形状をなす住居である。周溝は全周確認された

－13－
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第16図　SB52（1：40）

SB39―

SB44－

SB47

SB52－

が、柱穴については不明であった。

長径7．7m、短径4．8mを測る、長径が短径に比して非常に長い長方形の大型住居である

（第13図）。形態はSB03と類似する。周溝は全周し、柱穴は東側のみに3基検出され

た。SB38→SB39、SB41→SB39、SB39→SB40の順になる。

SB44は検出された住居中最小のものであり、長径・短径とも3．3mを測る。周溝は

全周するものと思われ、SB43→SB44→SB42→SB41の順となる。SB47

もSB44と同規模・形態のものである。

住居群の南端に位置するもので、6基の柱穴を持つ（第14図）。柱穴の内中央の2基、

特に南側のものは外方向に張り出している。周溝は全周する。

－15－



SE（井戸）

総数3基確認された。井戸枠等の施設の出土がみられなかったが、大型の土坑で、下端が砂層に達

しており、上端が開くロート状の落込みを示すもののうち、二要素をもつものを井戸と認定した。掘

削された場所は、弥生時代の遺構がみられる地域でもやや低い地点にあたる南部に集中している。

SE01－

SE02－

60C3区の北隅で検出されたため、1／2程度しか調査できなかった（第17図）。その

ため、水道管のため未調査であった部分を挟んだC2区に広がる深さ3～5cmの浅い不定

形な落込みが、上層でつながるかどうかは不明であった。壁は幾段かになる階段状に掘削

されており、南側の上部ではやや大きめの平坦面が作られている。埋土は、下層に水平堆

積する灰黒色及び灰色粘土があり、その上の窪み状の部分に炭化物と自然木が堆積し、さ

らにその上に暗灰褐色シルト・淡灰褐色シルトが水平堆積している。遺物は暗灰褐色シル

ト上部より若干量出土しているのみである。

60C2区の南西壁沿いで検出したため、SE01と同様1／2程度しか調査できなかっ

た（第18図）。断面形は、上部でやや開く台形を呈している。埋土は、下層が黒褐色粘

土、斜めにはいる炭化物層を間に挟んで青灰色粘土、暗茶褐色シルトが堆積する。ただ、

この埋土中の粘土は粘度が低く、褐色シルト及び暗茶褐色シルトをブロック状に多く

第17図　SE01（1：40）

－16－



第18図　SEO2（1：50）

第19図　SEO3（1：50）

含んでいた。堆積状況は、下層下部は水平で

あるが、それより上の層はSE01と違っ

て上部より土が順次流れ込んだような状態

をみせている。遺物のほとんどは下層の上

部、炭化物層のすぐ下の地点で自然木の木

片と共に出土している。

SE03

59A区の中央部東端で検出されたため

（第19図）、全体の1／5程度は隣接する民

家の土台の下になり、未調査のまま終わっ

てしまった。また、下層については、湧水の

ために調査が困難をきわめた。埋土は、下層

の両側に淡灰褐色シルトが二段からなる階

段状に堆積しており、その中に灰色粘土（暗

灰褐色シルトブロックが多く混入する）が

ロート状に堆積する。この灰色粘土は、下部

の垂直に落ちるあたりで上下二層に分かれ

る可能性があったが、上述の理由で確認し

得なかった。また、その上層には淡灰褐色シ

ルト、暗灰褐色シルト（第19図の層名中

「無遺物層」としているもの、炭化物を多

量に混入する）、暗茶褐色シルト、暗灰褐

色シルトの順にほぼ水平堆積している。

遺物は、上下層に分かれて出土してお

り、暗茶褐色シルト層より出土したものを

上層遺物、灰色粘土層より出土したものを

下層遺物として取り扱った。この両層の間

に炭化物を含む暗灰褐色シルト層がはいっ

ており、この層の下端で灰色粘土層の上端

に半分埋まった状態で円窓付土器が横倒し

になって出土した。同レベル付近での出土

はこれ1点のみであり、埋没しつつある井

戸に対する最終的な祭祀に関係するものか

と思われ、炭化物を含む層が堆積した後

に、新たな土器廃棄が行われている。

－17－



SK（土坑）

SK03－

SK10－

SK13－

SK47－

長径3．2m・短径2．5m・深さ30

cmの不定形な卵型を呈するもの

で、暗茶褐色シルトが埋土となっ

ている。遺物群は当初包含層（暗茶

褐色シルト）中で検出され、伴う遺

構が不明であったが、土層観察の

結果SK03の最上層に廃棄され

たものであることが確認された。

現長11．6m・深さ7cmの下端に

向かってゆるやかに傾斜する大型

の土坑である。竪穴住居である可

能性も考えられる。埋土は暗茶褐

色シルトで、穿孔された円形土製

品（甕体部）が出土している。

長径5．0m・短径2．8m・深さ40

cmを測る。下端は凹凸のある不安定

な形状をなし、上端も全体に不定形

な方形である。SK03と同様に埋

土の暗茶褐色シルト（第20図）の上

部で土器群が出土している。

弥生時代の土坑中最も炭化物の

層が明瞭にみられたもので（第21

第20図　SK13　土器出土状態（南から）

第21図　SK47（1：40）

図）、底面直上に炭化物層には焼土ブロックが多く含まれていた。埋土は両側からシルト

が流れ込んだ状態となっており、壁際より甕1個体が出土している。

SD（溝）

SD01－　調査区を北西から南東にかけて横断するように走る、幅2－3m・深さ50～80cmの溝で

ある（第22図）、断面は、北西側でⅤ及び台形、南西側で台形及びU字形を示す。埋土

は、部分的に最下層や間層にシルト層がみられたが、ほとんどが砂（中～細砂）であり、

水流があったことを示している。SD01は、弥生時代中期未としたその他の全て遺構を

切って掘削されており、遺物の大多数が中期のものであったが、中・上層の砂層より破片

ではあるが弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が僅かに出土しており、少なくともその時

期まで水流があり溝としての機能をもっていたものと考えたい。

－18－
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第22国　SDOl（1：40）

※　写真は60A2区北壁



SX（不明遺構）

SX01一　弥生時代の居住地域から若干下がった低い場所にあたる60F区・59B区より検出さ

れた、溝で区画された方形の部分を全てSX01（第23図）と呼ぶこととする。

数片の土師質土器が溝内から出土したのみで、遺物はほとんどみられなかった。そのた

め、当初これらの調査区では弥生時代に属する遺構が無いことから、古墳時代後期遺構の

ものであろうと考えたが、当該区にある全ての遺構に切られることや、古墳時代以降の地

割とすれば掘立柱建物と重複し、地割として問題を残すこととなり、それ以前に掘削され

たものと考えたほうがよいという結論に達した。そのため、この遺構の時期としては弥生

時代中期～古墳時代中期までの長い時間が充てられる。

溝は、幅30～70cm・深さ30～50cmを測り、断面はU字形をなす。全体に基盤とよく似た

暗黄褐色シルトの均一な埋土で、水流の痕跡はみられなかった。また、溝と溝の交差部分

についても精査したが、明瞭な切り合い関係は認められず、同時に掘削されたものと考え

られた。基盤と類似した埋土であったため、厳密なものとは言い難いが、各々の溝底レベ

ルを第2表に示した。これによれば、全体に北側が高くなることと、溝交差部よりその間

の中央付近が深くなる傾向がみられることが窺える。A～Kとした方形区画は、約7～9

mの方形及び長方形をなし、北側にはさらに大きな区画が存在する。また、Ⅰの南にもも

う一区画が想定できる。

番 号 レベ ル 番号 レベ ル 番 号 レベ ル 地 区 東　 西 南　 北 レ　 ベ　 ル

1 －2 1 2 1 ， －25 4 1 － 18 A － － ―　 8　 －　 － 11

2 －20 2 2 －30 4 2 ―30 B 7 6 0 － ―　 8　 ～　 －12

3 ―23 2 3 －28 4 3 －29 C 8 1 0 9 1 0 －　 6　 ～　 ―16

4 ―2 1 2 4 ―35 4 4 －16 D 9 3 0 5 80 ―　 8　 －　 ―13

5 －28 2 5 ―34 4 5 ―24 E 1，3 20 － ―　 8　 ～　 －14

6 －28 2 6 ―30 4 6 －28 F 7 0 0 8 6 0 －　 5　 －　 ―11

7 ―30 2 7 ―32 4 7 －31 G 6 4 0 9 2 0 ―　 5　 ～　 －　 9

8 ―26 2 8 ―35 4 8 － 37 H 7 10 7 6 0 －　 9　 一一　 ― 12

9 －28 2 9 －30 4 9 － 30 I － 780 －　 7　 ～　 ― 14

10 －27 3 0 ― 23 50 ―27 J － 910 －　 7　 －　 － 16

11 －21 3 1 ⊥25 5 1 ―25 K － 685 ― 1　 ～　 ―　 8

12 －30 3 2 二23 5 2 ―28

1 3 ―26 3 3 －2 1 5 3 ―20

1 4 ―22 3 4 －26 5 4 －17

1 5 ―38 3 5 ―35 5 5 －22

1 6 －34 3 6 ―24

1 7 －35 3 7 ―20

1 8 ―30 3 8 －34

19 ―28 3 9 －28

2 0 ―26 4 0 ―16

※　数値はcmである。

※　各地区の東西は北西―南東、南北が北東一南西

をさす。

※　溝で囲まれた方形の区画を11に分け、各々の規

模を計測した。計測値は方形区画側の下端間で求め

た。

第2表　SX01　計　測　表
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古墳時代後期～平安時代中期遺構

澤：「
第24図　古墳時代後期～平安時代中期挿図一覧

－22－



3．古墳時代後期～平安時代中期 上面

SB（住居），

SA（柵列）として番号をふったものの中

で、掘立柱建物に関連すると思われるピット

列については、ここで扱う。

SB01―　桁行4間または5間×梁間2間

以上となる。桁行が法形の掘形を

もつSE01と同方向をむき、同

遺構との関連が考えられた。

SB02―　他の遺構と切り合うことなしに

検出された2間×2間の総柱建物

であるが、全ての柱穴が20～30cm

と他の総柱建物のそれと比べて、

ずいぶん規模の小さなものになっ

ている。

第25図　SB24（1：40）

第26図　SB17・SB18（1：40）
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第27図　SB20・SB21・SB22・SB23（1：40）
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第28図　SB33・SA17（1：40）

SB17－

SB18

SB20－

SB21

SB22

SB23

SB24－

SB27－

SB17は桁行4間×梁間1間で、これとはぼ重なるようにあるSB18も桁行3間×

梁間1間で梁間側が狭くなっている（第26図）。SB18の中央において斜方向に4基

（？）並ぶ長楕円形の土坑SK52・SK56～58は、SB17の南側桁行にあたる柱

穴に切られている。SB18との関係は不明である。また、SB18の北側桁行の内側に

は、若干ずれながらも並行して走るピット列があり、建て替えの可能性が考えられた。

SB20は東西方向2間の総柱建物で、西側の柱穴列において南→北の順に掘形が掘られ

ていったことが観察された。SB21は桁行4間×梁間2間の桁行方向に長い掘立柱建物

で、SB20に切られている。断片ながら柱部材は6基の柱穴に残っており、その他の全てに土

層観察で柱痕が確認できた。SB22は桁行3間×梁間1間を測り、北側梁間の柱間をつ

なぐように幅6cm・深さ6cmの溝が走っている。SB23は、南側が後世の掘削で削られ

ているが、3間×3間の今回の調査の中では最も大きい総柱建物となる。（第27図）

桁行3間×梁間1間（？）の掘立柱建物で、桁行の北側の2基、南側の1基において断

片的に柱部材が残存する。梁問は西側のピットを使えば3間となるが、他は検出されてい

ない。（第25図）

桁行2間×梁間2間と小規模なものであるが、SB18でみられたような長楕円・長方

形の土坑SK78が中央にあり、南東側中央の柱穴の長さも他に比して長くなっており、

総柱建物の可能性も考えられた。
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第29図　SB37・SB38・SA18（1：40）
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第30図　SB41・SB42・SB43・SA41（1：40）

SB33－

SB17

SB35―

SB36－

SB37－

桁行5間×梁間2間と桁行側に長い掘立柱建物で、ほぼ全てのピットに柱痕が確認され

た。また南側桁行に沿って、柱間の距離がやや不揃いでるあが、ピット列が検出され、S

B33と関連が考えられる。（第28図）

桁行4間×梁間2間の掘立柱建物で、建物中央部に桁行方向に2基の小ピットが並

ぶ。棟木を支える支柱であろうか。

桁行3問×梁間2間の掘立柱建物で、北西側に梁間と並行して走る小ピット列SA1

3と楕円形に巡る小ピット列SX03がある。

SB37は桁行4間×梁間4間で、桁行側に長い。南側梁間を延長するようにSK87

があり、それを南側梁間の掘形としたと思われる2間×1間の掘立柱建物がSB37と並

行してみられた。また、北東側の桁行方向に、不揃いであるが、ピット列SA18があ

る。さらに、同じくSB37と軸線を合わせるように南東側にSB38が存在している。
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第32図　SB43（1：40）

第31図　SB47（1：40）

SB41－

SB42

SB43

SA43

SB47－

SB48－

この建物は桁行3間×梁間3間で、梁間の長さはSB37とSB38の距離は、約70cmと

近接している。（第29図）

SB41は総柱建物で北東・南西方向は3間で、北西・南東方向は2間であるが、調査

区外の北西側にまだ延びる可能性がある。SB42の桁行は3間であるが、梁間について

は後世の掘削もあり、3聞及び1間のどちらかであろう。このSB42を一回り大きくし

て、北西側をコ字状に囲むように検出されたSA43は、当所SB42に伴う柵列と考え

たが、北西側のピット列の規模がSB42のそれより大きいことから、建て替えがSB4

2の掘立柱建物に伴う施設である可能性も考えられた。SB43は桁行3間×梁間2間

で、南側梁間の柱穴間に小ピットが2基存在する。この建物には、今回の調査で検出され

た中では最大規模の長さ180cm・幅90cm・深さ50cmを測る柱穴を有し、その他のものも掘

形が1mを超える大ささで、掘立柱建物としても最大となる。（第30図）

桁行3間×梁間2間の掘立柱建物である。桁行方向の柱穴は、ほぼ長さ100cm・長さ70m・

深さ30－40cmで方形の掘形をもつ一様なものであったが、梁間方向の中央柱穴のほうは桁行

側に比べて大変小さくなっている。（第31図）

桁行3間×梁間1間で、北側の4基の柱穴全てに柱部材が残存していた。柱部材は、幅

15－20cmのもので、底部部分のみが出土している。（第32図）
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SE（井戸）
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井戸枠組模式図

ニ1ニ‘ニ°▼‘＿77

第33図　SE Ol（1：40）
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第34図　S E O8（1：50）

第35図　S E O9（1：50）

SE01

今回の調査で最大規模の井戸であり、長

径4．6m・短径4．3m・深さ2．2mでほぼ正

方形の掘形を呈し、断面は二段掘りとなっ

ている。構築順序は、まず地面を上下二段

に掘り、規模の小さい下段に木枠を組んで

裏込めを行い、またその上に上段の木枠を

組み、裏込めをしている。上段については

残存状態が悪く、土層観察では枠の痕跡が

窺えたが、下段の木枠の上に断片が散乱し

ていた。木枠の組み方であるが、まず細長

い長方形の角材の両端に近い部分を抉り、

その抉った部分を上下にして合わせて垂直

方向に穿孔し、下端を補足した多角径の隅

柱を挿入する。下位に突き出部分にも穿孔

を施して楔状の木片差し込み、動かないよ

うにしている。隅柱には垂直方向に溝が穿

たれ7～8枚の長方形の板が横方向に落し

こまれている。最下層より杯（609）が出

土している。（第33図）

SE07

長径1．3m・短径1．1m・深さ1．3m、掘

形は卵形を呈する小型の井戸である。断面

は、細長い逆台形をなす。（第44図）

SE08

長径2．4m・短径2．2m・深さ1．8mの大ささ

で、円形の掘形を呈する。断面はロート状

をなし、一～二段の段をもつ。下端は径40

皿程度の広さしかなく、若干開いてそのま

ま中層まで続いており、中層ではその側部

に基盤ブロックを多量に含む暗灰褐色シル

トが裏込めしたように存在し、当時は円筒

状の状況であったことが考えられる。曲物

等の井戸枠は確認されなかった。（第34図）

SE09

長径2．4m・短径2．3m・深さ2．1mを測
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第36回　S El O（1：50）

第37図　SE13（1：50）

井戸枠組模式図

り、円形の掘形を呈する。断面はロート状

で、シルトと粘土が交互に水平堆積してい

る。下層の粘土層の上部には炭水化物・焼土

がまとまってみられ、その下部より遺物・自

然木が散乱して出土している。（第35図）

SE10

長径3．3m・短径3．0m・深さ1．7mで、

方形の掘形をもつ。断面は逆台形を呈す

る。井戸枠は土層をみると二段あったよう

だが、上段のものは断片が散見できただけ

である。下段の木枠は隅柱をもたず、長方

形の板のみで組まれている。横木は、凸状

と凹状の端部合わせで方形に組まれたもの

が上下二段ある。側板はそれに添って、一

枚のものと横に二枚合わせたものが、対面

どうしに置かれており、四隅にあたる部分

には細長い板が45度程度斜め方向に立てら

れている。木枠外には、基盤ブロックを含

む灰色粘土が裏込めのように堆積する。遺

物は木枠内に堆積する暗灰褐色シルト層よ

り出土している。（第36図）

SE13

径2．0m・深さ1．6mの掘形が円形の井戸

である。断面は段をもった逆ハ字状にな

り、下位部分のみ垂直に落ちる。埋土は、

下層の垂直に落ちる部分は黒褐色粘土の水
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井戸枠組模式図

第38図　SE14（1：50）

＊基盤ブロックを含む
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井戸枠組模式図

第39回　SE22（1：40）
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ト底板と側板　　　レ側板　　◆曲物
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左中：第40図　SE21（1：50）

左下：第41図　SE28（1：50）
左上・右：第42図　SE24と出

土折敷・曲物



第44園　SE O7（1：50）

第45図　SE23（1：50）

第46図S E25（1：50）

平堆積であるが、中層は左右から黒褐色粘

土及び灰色粘土が交互に流れ込んだ状態と

なっており、上層は暗灰褐色シルトの水平

堆積に変わる。中層最上部で、小型甕が口

縁を逆向きに、横位の状態で出土してい

る。（第37図）

SE14

ほぼ径3．7mの掘形が円形の井戸で、深

さは1．0mを測る。断面は逆台形をなし、

木枠部分のみ若干深い。木枠は上下二段

あったようで、上段の下位部が僅かに残存

していた。下段の木枠は、やや角のとれた

方形の隅柱の上部に貫通しない穴を穿ち、

端部を細くした横木をはめこみ、1～2枚

の側板で周囲を囲っている。また、四隅に

は細長い板が立てられていた。最下層に

は、粗く両方向より穿孔された孔を5ヶ所

持っ長方形の板が、横位に敷かれた状態で

出土しており、砂押えのためのものかと考

えられる。埋土は、基盤ブロックを含む黒

褐色粘土が裏込めに使われており、上層に

暗灰褐色シルトが水平堆積する。

SE21

調査区壁際であったため半分しか検出さ

れなかったが、現状では径1．8m・深さ1．1

mを測る。掘形はおそらく円形となろう。

断面は、逆台形を呈する。最下層より、甕

の底部が直立した状態で2点（423・424）

出土している。（第40図）

SE22

長径2．5m・短径2．0m・深さ1．1mを測

る、掘形が卵形の井戸である。断面は、上部

に僅かに段をもつ逆台形をなし、木枠部分の

み若干深い。木枠は、一段のみ確認されてお

り、上部にもう一段あった痕跡はみられな

かった。組み方は、方形の隅柱に貫通する■
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穴を穿ち、■を付けた横木を差し込んで、それに添って厚く2枚の側板と薄くて1枚の側

板が対面の位置に立てられている。さらに、この木枠内の底面には、入れ子状になった大

きさの違う方形の曲物が、基盤の砂層に半分程度埋められた状態で出土している。

SE23―　長径1．8m・短径1．5m・深さ1．0mを測る小型の井戸で、掘形は卵形を呈する。中層の

掘り返し部分の上位より■・杯・蓋が出土している・（第45図）

SE24―　長径1．9m・短径1．6m・深さ1．0mで、掘形が楕円形を呈する。断面は、逆台形であ

る。調査を行った期間が丁度増水期にあたっていたため、井戸枠の曲物と土層を確認した

時点で崩落がおき、最下層の詳細については碓認できなかった。曲物は2段あり、土層観

察ではさらに上部に続くものとおもわれ、側部を基盤ブロックを含む黒褐色粘土が裏込め

されている。曲物内では底に近いレベルで椀（562）と皿に（563）が出土し、さらにその

下に板状のものが敷かれているのを認めるにとどまった。崩落後に遺物のみを取り上げた

時点で、第41図に図示した折敷と曲物最底部を碓認した。折敷に残された痕跡から推測す

ると、スクリーントーンで示したような位置関係であったろうと思われる。（第41図）

SE28―　58T．P6で検出され、淡灰褐色シルト層より土器・土鐘が出土する。（第41図）

SE31―　長径2．6m・短径2．2m・深い0．9mを測る。掘形が楕円形の井戸で、断面逆ハ字状をな

す。下層の中位より下駄・箸・鎌柄が出土し、中層の掘り返しを受けたと思われる層の上

部で杯や■・自然木・自然石が出土している。（第31図）

SD（溝）

SD10―　60A1区と60B1区にかけて走る、幅約60～120cm・深さ約10cmの鈎の手状に屈曲す

SD13　る溝で、SD13を加えて60B区で方形の部分を作り出している。また、SE01とつな

SD18　がるようSD08・SD09が走っており、SD10・SD13とも井戸と関わりのある

SD09　施設の一部かと考えられる。

SD26―　北西から南東にかけて走る幅約50cm・深さ約10cmの溝で、SD10と同様に、直交する

SD24　SD24でSE09とつながる。

SD32―　東西方向に走る、幅70cm・深さ10cmの溝で、東側でやや弧を描くように北に曲がりSE

14の中央部を走る。切り合い関係は碓認できないが、井戸の付属施設であろう。

SD41―　SD41は、60D区を北東から南西に走る幅約2m・深さ約30cmの断面逆台形をな

SD47　す。60E・G区のSD47・49も同様な規模で、おそらく何等かのつながりがあるも

SD49　のと思われるが、60E区の北側で東に屈曲し、碓実なことは不明である。

SD42―　SD42は上記の溝に並行して走る、幅約40m・深さ約20cmの小藩で、南側のSD53

SD53　とつながるものと思われる。北側は58T．P1までは続いている。

SD116―　60I・L区・59E区を北東―南西にかけて走る、幅約8m・深さ5～10cm程度の

浅い溝である。溝が埋没する過程で掘り直しが幾度が行われたようであり、何条かの溝が

中でみられるが、埋土が浅く、切り合い関係や埋没過程については明らかにならなかった。
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第47図　SXOl（1：200）

第48図　SXO4　（1：200）

第49図　SXO6　（1：200）

第50図　SX41（1：40）

SK（土坑）

SK43

長径2．1m・短径1．6m・深さ10～

15cmを測り、底面に段がみられ

る。下段の底面に近いところで、

弧状に並んだ9個の土錘が出土し

ている。土錘は孔部どうしが向き

合うようになっている部分もみら

れたが、明確な規則は窺えなかっ

た。その他、埋土中より8個出土

した。（第50図）

SX（不明遺構）

SX01・04・06

円形に巡る深さ約5～10cmの浅

い溝と、円形に並ぶ小ピット群で

構成される遺構である。溝は全周

せず、ピット列も完全な円ではな

いが、径を計測するとSX01は

溝―7．2m・ピット―4―6m、SX

04は溝一4．6m・ピットー4．0

m、SX06は溝―4．6m・ピッ

ト―3．4mを測る。（第47・48・49

図）

SX02

60E区の暗灰褐色シルト層中

で出土した土器群であるが、伴う

遺構は確認できなかった。

SX03

60F区でSA13と重なるよ

うに検出されたSX01等と同様

の円形及び楕円形の小ピット列

で、SA13の部分で途切れ、半

円形になる可能性がある。
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4．平安時代後期～室町時代
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第52園　SB O6・SB O8・SB O9・SBll（1：40）
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SB（住居）

SB06・SB08・SB09・SB11

60A2　区で検出された4棟の掘立柱建物で、SB06とSB11が桁行2間×梁間1

間、SB08とSB09が桁行3間×梁間2間である。柱穴は各々掘形30～50cm・深さ10

～30cmの小規模ものである。SK26は、その位置・方向からみてSB08に伴うものと

考えられた。また、SB09については柱間の距離が一定でなく、不明なピットもあるた

め、間数については問題がある。各住居の切り合いについては不明であるが、SB09は

SD18を切って作られている。（第52図）

SB30・SB31・SB32・SA12・SA42

60F区で検出された3棟の掘立柱建物で、SB30が桁行3間×梁間1間、SB31が

第53図　SB30・SB31・SB32・SA12・SA42（1：100）
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1間×1間、SB32が桁行3間（？）×梁間2間となる。柱穴は各々掘形10～30cm・深

さ5～10cmを測る小規模なものである。SB30の北側で桁行方向に続く4間のSA42

と5間のSA12が検出された。また、SB32の南約8mの地点で、同方向のピット列

SA14・SA15・SA16がみつかっている。（第53図）

SE（井戸）

SE04－

SE11―

SE16－

SE18－

B1区南東隅の調査区壁際で検出されたため、1／2程度しか確認されていない。掘形は

円形で、深さ1．5mを測る。断面は上方がやや開く逆台形をなし、北西側に一段の段をも

つ。井戸枠として、曲物が下層の砂層に埋め込まれる状態で出土している。曲物は、径

45cmの二段組で、一段の高さが約40cm、上下に重ねられている。（第54図）

径約2．9mの円形の掘形をなす井戸で、深さは、1．7mを測る。断面は途中に一段をもつ

逆ハ字状を呈する。中層の暗灰褐色シルト層の下部より、径25cmの自然木を長さ50cmに

切って、さらに縦1／2にしたものが出土している。上層の暗茶褐色シルトより2点の椀

（1631・632）が、口縁を合わせて縦位の状態で出土している。（第55図）

長径2．4m・短径2．2m・深さ1．1mを測る、掘形が円形の井戸である。断面は、逆台形

を呈する。埋土は、下位2／3程度か灰色粘土で、北側より流れ込んだ状態で堆積してい

る。遺物は、主に上層の淡灰褐色シルト層より出土している。（第56図）

長径1．8m・短径1．5m・深さ1．3mを測る、掘形が円形の井戸である。断面は、北側の

第54図　SE04（1：40）
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第55図　SEll（1：40）

第57図　S E18（1：40）

第56図　SE16（1：40）

第58図　SE27（1：40）



SE19―

SK（土坑）

SK74―

方形土坑―

SD（溝）

上部に一段の平坦面をもつ逆台形を呈する。中層の淡灰褐色シルトがU字状に窪んで堆積

する層から遺物・自然木が出土している。（第57図）

SE19は長径2．6m・短径2．4m・深さ0．9mを、SE20は長径3．3m・短径3．0m・

深さ1．1mを測る大型のもので、掘形・断面は双方とも円形・逆台形をなす。SE20下

層より、曲物片が出土している。

SD49を拡張するように作られた大型の土坑で、長径10．0m・短径2．4m・深さ60cm

を測る。断面は逆台形をなし、上部より灰釉系陶器が出土している。

SD55より東、SD68・71・72の溝群より南で検出された掘形が方形を呈する土坑

で、39基碓認されている。埋土は灰色粘土・灰褐色シルト・黄褐色シトル（基盤）の斑土

となっているものが多いが、小型のものには灰褐色シルトに黄褐色シルト（基盤）ブロッ

クが混入するものもみられる。掘形は上記したように隅の丸い方形を呈し、垂直に近い状

態で掘り込まれ、底面はわずかに舟底状になる。規模は、長径4mを超える大型のもの、

2～3．5mの中型、1～2mの小型のものに分かれる。掘形の形態も、正方形のもの、長

方形のもの、細長い長方形と3形態みられる。また、主軸の方向も、南北方向をむくグ

ループ、北より0～20°傾くグループ、北より40～60°傾くグループがある。その中で、

SK94は二重の掘形や平坦面をもつ特異な形態をしている。また、SK11・114・S

K13・139のように連接して作られているものもみられる。

溝は南北方向と東西方向の2方向があり、規則的に配置されている。南北方向の溝はほ

ぼ真北方向に走り、東西方向のものはわずかに北西―南東方向をむき、最南の一群のみ東

西方向を向く。南北方向の溝SD50は幅約2．5m・深さ約60cmをはかる大きなもので、

60H区と60J区の間で途切れる。そこから東へ約360mのところには並行して走るSD

55とその南北方向の延長線上にあるSD15、またさらにそれと並行して走るSD

18・19がある。ただSD15とSD55は規模に差があり、同一溝である確証は得られ

なかった。SD55は南側でSD50の途切れ部方向に孤状に曲がり、この孤状になるあ

たりでは溝が何条も並行して走る。また、同じく途切れ部付近で直角に折れ、SD50と

の間に通路状の部分を作り出すSD63がある。さらに、東西方向に走るSD59もSD

50と約1mの間をあけ途切れてる。東西方向の溝は約62～68mの間隔で走っていおり、

最北のSD11は60A，区で途切れ、その延長線上の西側は3条の溝となる。また、最

南では幾条かの溝・柵が並行して走っている。
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Ⅳ．遺物



1．弥生時代

土器

資料の性格

出土状況 大渕遺跡出土土器は、基本的には遺構出土に限られる。それ以外に廃棄空間が存在した

かどうかは、現状における遺跡の削平状況では言及不可能であるが、すくなくとも居住域

内廃棄が行われていたことはまちがいない。

出土状況が、その資料の性格を決定することに異論はない。しかし、それが全てではな

い。出土状況とそれを構成する遺物・土層・遺構そして空間的位置の全体が性格を決定す

る。その意味で、廃棄と埋没は区別しなければならない。廃棄とは遺物となる「物」をめ

ぐっての碓定された〈場〉ので人為的作用であり、因果系列の比較的明確な一次的作用で

ある（広辞苑「不要として捨てさること」）。それに対し、埋没は物だけでなく構造物を

も含む広い概念で、自然と人為の両作用があるだけでなく、一次的・二次的作用もあり因

果関係は不明確である（広辞苑「うもれかくれること。埋もれて見えなくなること」）。

廃棄は、それが一回きりのもので直後に整地でもされているのであれば、その単位には

まさに廃棄の同時性は保証されようが、その場合でも遺構形成が最初期でなければ整地土

に混入して当該遺構以前の時期の土器片が遺構内埋土に含まれることはあり得る。通常大

破片まではそれを混入として認めても、完全に近いようなものが複数あったときはそれら

を単純に混入とすることは難しい。このような場合に、廃棄の単位がまさに使用されたそ

のまま（廃棄の必然性が高い資料）であれば〈群〉としての固有性はあるわけだから、生

活実態に近いものとしての資料的有効性は高いものとなるけれども、廃棄への経路が開か

れ多方向となればそれだけ偶然性も増し不安定（廃棄の偶然性の高い資料）となる。こう

したことは、出土状況をつぶさに観察しても果して認識できるかどうかは疑問なところで

ある。

これに関連して、埋土が分層できたからといって廃棄をも部分に区分することができる

かどうかという問題がある。過剰な分層が行われれば土器群を分けるような層区分線が引

かれるかもしれないが、すでにあった土器群（大破片や完全に近い形のものが多ければそ

れだけ隙間も多い）に土が流入したのであれば両者は成因が異なる以上区別されねばなら

ないことは当然であり、そこにおいて層区分線は土器群（廃棄単位）の区分線とはならな

い。

層区分線が遺物群を拘束するのは特定の層位と遺物が明確な正および負の内的な関係性

を有しているときだけである。正関係は、貝層形成のように土と共に遺物が廃棄された場

合。もちろんそこでは偶然的な混入の頻度が高くなる。他は自然埋没過程での人為的な遺
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物の混入である。自然埋没という時間経過の中に含まれてくる遺物には時間的な拘束が伴

いそれが層位の違いに対応した遺物自体の変化としても現れることになる。負関係は、自

然的・人為的な層位形成の間に廃棄による遺物群形成が行われる場合である。巨視的には

廃棄そのものが層位と同じ性格を有することになる。

住居では居住時期の決め手となるような「床面直上」と言われる資料や柱穴内出土土器

はほとんどなく、大多数は住居廃絶後の窪地状部分に「廃棄された物」のようだ。火災に

あっているSB14ですら出土した多量の土器は床面から浮いており、「廃棄の場」とし

ての性格が強いことが窺える。だから「住居に伴う」ということは難しい。

ところで、住居跡出土土器には後述するように時期幅を有する例が比較的認められる。

この時期幅という問題は一応の編年の碓定を前提にしてのことであるけれども、「一括出

土」として取り上げられたSB35の場合でもどうも2時期に細分できそうなのである。

こうしたことは、「一括出土」であるか否かの判断は出土状況によって決定されるとして

も、そのことがその一群についての廃棄の同時性を保証するものではないことを示してい

る。

土坑は多くが廃棄土坑のようであり、土器はそこに「廃棄された物」である。

井戸は他の遺構に比べて完全な形になるものが多く、それらが「廃棄された物」であっ

ても、他とは性格が異なるのかもしれない。

接合関係 大渕遺跡での廃棄単位間の接合は現状で次の2例が碓認されている。②はまとまりのあ

る群間での関係で時期的にも併行するが、①はSB02に一部小破片を含み不安定さがあ

る。

①　SK03……………SB02　　②　SE03上層………SB35上層

土器の分類と時期的区分

個別分類 大渕遺跡では住居跡・土坑・井戸などから土器組成サンプルが得られている。このうち

完全に近い形の土器を多く含みかつ層位区分に連動して時期差に関わる群単位に区分でき

るものとしては、SE03が最もすぐれた内容を有している。本遺構からは図示しただけ

でも38固体が出土しており、しかも出土土器は井戸の堆積及び土器廃棄の状況から上下2

層に区分できることが碓定している。だが、それはあくまで大渕遺跡資料中での優秀さで

あって、地域的・時期的総体では偏っていることは否めない。

本来「分類」は雑多な要素を秩序あるものにし、認識の階段を上方に登るために一定の

段階でまとめることであることを考えるなら、特異な一個体にまで分類項目を与えること

は無意味であるだけでなく、混乱を呼ぶ恐れさえある。単なる言葉の置き換えであるなら

それは作業的（認識的）にも非経済的である。
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系統分類

時期区分

大渕遺跡にとどまらず尾張地方南西部における土器相は単純ではない。近畿地方に於て

「様式」概念は旧国単位でさえ「小様式」にすぎないというような広域性が強調されてい

るのであるけれども、当地方では旧国内でさえ「大様式」に対応する存在が複数並存する

のである。現状ではそれらの範囲はなお確定できていないので、範囲を前提とする「様

式」ではなく、ひとまず空間的問題を置いて時間的連続性を有する固有の運動体の存続を

重視して、それを〈系〉としてくくることにする。これら〈系〉区分に関してはすでに提

示している（石黒　1990b）が、それは次のようになる。

Ⅰ系……………いわゆる「朝日式」・「貝田町式」の連続にほぼ一致するが、伊勢湾西岸

部と東岸部では細部に相違がある。前者をIW系、後者をI E系とする。

Ⅱ系……………いわゆる〈条痕紋系土器〉の連続である。おもにⅡ系分布圏南部を占め

て当初二枚貝条痕を特徴としたものをⅡS系、北部地域に分布し櫛条痕を特徴とするもの

をⅡN系とする。

Ⅱ系……………いわゆる「瓜郷式」の連続である。

Ⅳ系……………いわゆる「凹線紋系土器」である。

Ⅴ系……………いわゆる「近江系土器」の連続である。おそらく地理的細分を必要とする。

これらの遺構から出土した土器ははぼ〈凹線紋系土器〉展開期に限定される。上述のS

E03出土土器の上下2層を、それぞれ時期区分の標識として、下層を1期、上層を2期

とする。しかし、後述するように2期の資料には新古の2相が観察できるので、これを2

期a、2期bとして区分する。2期bは独立させることができる可能性の高いものである

が、大渕遺跡では不十分であった。

資料解説

1期

SE03

下層

（図版32・33）

Ⅰ系　太頸壷・細頸壷・円窓付壷・台付甕がある。

太頸壷はいずれも櫛描直線紋で磨消紋を有する例は確認していない。196は口縁部のヨコ

ナデが顕著で、口唇部は凹面をなしている。頸部以下には波状紋→直線紋→斜格子紋→コ

ンパス山形紋が施される。体部表面には籠目痕が観察できる。199は体部紋様は6・6の櫛

三種で縦位直線のあと横に直線紋が施されている。櫛描紋帯間には研磨は施されない。

細頸壷は198がコンパス山形紋が施されている。直線紋下の波状紋はコンパス波状紋で

ある。原体との接触点を交互に変えながらのコンパス動作が施紋の基本となっているよう

だ。197・201は口縁部だけでは時期の決定にとまどう資料である。200は体部上位の櫛描

紋帯間に縦位波線を施すもので、紋様構成上珍しい。

円窓付壷の口縁部が直立気味に立ち上がり、口唇部には凹面をなすような強いヨコナデ
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SB27

（図版27）

SK13

（図版30）

が施されている。円窓部左側には下書き線が消されないでそのまま残っている。底部外面

には木の葉痕が認められる。

甕はおそらく総て台付甕であろう。203・204は口唇部にハケメ刻みが施されている。指頭

圧痕紋を有する例はここでは出土していない。209は口唇部に二枚貝刺実が施されている。

210は体部外面がナデ仕上げである。211は口唇部の上下端にハケメ刻みが施されている。

Ⅱ系　太頸壷口縁部が1点出土している。211は口唇部円周4分割の位置にヘラ状工具

による部分圧痕が施されている。頸部には不揃いだが条溝の深い櫛によるあまり整わない

波状紋が施されている。

Ⅳ系　細頸壷・短頸壷・甕・片口鉢が出土している。

細頸壷には無紋と有紋がある。212は口縁部が強くヨコナデされ、休部上半はタタキ調

整の後ハケメ調整され、下半は縦方向のケズリの後ハケメ調整されている。213は口縁部

は欠損しているが体部は同様の調整がされている。215は口縁部に2条の凹線がある。216

は口縁部が欠損している。休部には2×3の櫛Ⅱ種で直線紋と波状紋が施されている。色

調は淡橙色で、他と異なる。短頸壷214は口縁部に2条の凹線、体部には2の倍数の櫛Ⅱ

種による櫛描紋が施されている。

甕はいずれも休部外面にタタキ調整、内面にはケズリ調整が施されている。

Ⅰ系　細頸壷・小形太頸壷・甕・鉢がある。細頸壷125は体部上半を櫛描直線紋で区画

した後下段に沈線で斜格子紋を施している。下半はミガキが施されてる。小型太頸壷127

は体部紋様は上から、円形刺突→半円刺突→櫛描直線紋3条で間には指頭ナデが施されて

いる。体部下半はミガキ調整が施されている。

甕は127がやや大型の甕で、体部外面の調整は縦ハケメの後斜めハケメが施されてい

る。130は口唇部上端に刻みが施されている。131は休部外面調整こそⅠ系の特徴である斜

めハケメが施されているものの、口縁部は強いヨコナデで内面が凹面を形成し、しかも体

部内面には縦ケズリが施されている。一見するといわゆる「見晴台式」の甕に類似するも

のである。混入であるかもしれない。

鉢は、129は口縁部のヨコナデが顕著で、口唇部と口縁部内面が凹面をなすほどである。

Ⅳ系　甕のみ出土している。体部外面の調整によって3種に区分できる。132・133はタ

タキ調整の後ハケメ調整、135・136は縦ハケメの後横ハケメ（直線紋）、134は両者の中

間でタタキ→縦ハケメ→横ハケメが施されている。

Ⅰ系　太頸壷・細頸壷・甕・大形鉢がある。太頸壷169は口唇部にハケメ工具刻み、口

縁部内面に瘤状突起が4個一単位で施されている。元々はIE系固有の要素である。細頸

壷170は頸部に沈線が施されておりこの時期の特徴を示している。大形鉢172・173は両者

とも壷成形第2段階で成形を停止したもので口唇部の指頭圧痕紋が特徴的である。173は

体部に斜格子紋が磨消線で施されて暗紋となっている。174は類例の余り無い大形鉢で、
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2期a

SE03

上層

（図版30

SB06

（図版22・23）

（図版34・35）

口唇部には部分圧痕が施されている。

以上はIE系であるが、1点IW系が出土している。175は体部上半の横ハケメ（直線

紋）と内面の縦方向のエビナデが特徴的である。口唇部は、下端は連続した刻みであるが上

端は円周4分割の位置に施され部分圧痕となっている。太頸壷167は口唇部下端の指圧痕が

特徴的である。具体的な系譜関係は不明。IW系のⅣ系に変換したものかもしれない。

Ⅳ系　細頸壷・太頸壷・甕がある。細頸壷166は口縁部に凹線3条、斜位櫛刺突紋3段

を方向を変えて羽条にし、以下2×4の櫛Ⅲ種によって直線紋と波状紋を交互に施し、最

後に縦位直線を加えている。なお口縁部は右図のように一部欠損している。168は台付甕

の脚台である。この時期にあるとは思えない。混入であろう。

Ⅰ系　大形鉢がある。195は、体部成形が壷成形第2段階で停止し甕と同じ口縁部を付

加したものである。

Ⅳ系　細頸壷・円窓付壷・甕・高杯・取っ手付鉢がある。

細頸壷184は口縁部に2条凹線、頚部には櫛描直線紋が施されている。口縁部下部には

タタキが観察できる。185は直線的に開く口縁部に2条の凹線をめぐらし、体部は無紋で

ある。残念ながら円窓部分は欠損しているが、口縁部にくり込み部分は無いので水差し形

土器ではないであろう。

甕は台付甕であるかどうかの断定はできない。体部外面の調整・施紋から、3種に区

分できる。縦ハケメの後横ハケメ（直線紋）を施す187、タタキ調整の後縦ハケメを施す

187・189、縦ハケメのあとタタキ調整を施す188である。

高杯は皿状杯部を有するものが碓認できたのみで、鍔状口縁部を有する例は出土してい

ない。190は口縁部に2条の凹線をめぐらし、後にミガキ調整が施されている。杯部下部

はケズリが施されているようである。脚部は、191・193の端部はそれほど肥厚しないまま

終わっているのに対し、192は強いヨコナデが加えられやや拡張気味に終わっている。193

は上部に沈線が施されている。取っ手付鉢195は取っ手接合部の上部に、櫛による斜格子

紋と円形浮紋が施されている。

周溝および柱穴出土以外を取り上げる。若干の個体を除きほとんどⅣ系で占められる。

Ⅳ系　太頸壷・組頭壷・甕・高杯などがある。

太頸壷には単純口縁と受口状口縁がある。単純口縁のうち口唇部紋様が波状紋を基本と

するものでは口縁部内面はハケメ工具による刺突紋が多用される傾向にある。凹線紋を基

本とするものは258のみであるが口縁部内面には波状紋が施されている。なお253・257の

口縁部内面には扇形紋が観察できる。受口状口縁では凹線紋のみの例が多いが、263は波

状紋、264では円形刺突紋が施されている。頸部はハケメ工具連続圧痕、断面三角形突
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SB35

（図版28・29）

2期b

SB03

（図版21）

帯、ハケメ工具連続圧痕突帯の3種が出土しているが、267は混入かもしれない。

細頸壷は袋状口縁6例のうちハケメ工具連続圧痕を2段施すのが5点で、1段は1点、

18のような3段は含まれていない。261・262は受口状口縁を呈するものである。

甕41は口唇部がヨコナデで仕上げられており、やや凹面をなしている。46は横ハケメ

（直線紋）と波状紋、47は受口状を成す口縁部の外面に波状紋、体部には横ハケメ（直線

紋）が施されている。

高杯は鍔状口縁の48と皿状杯部の275がある。275は凹線4条の下に波状紋が施されてい

る。277は脚部上半に斜格子紋が施されている。

そのはか、276は台付鉢で羽状のハケメ工具連続圧痕と凹線を1条もつ。おそらく上部

は34のようになるのであろう。274は鉢である。

Ⅲ系　281～285である。

Ⅰ系　短頸壷・甕がある。151は紐孔があり無頸壷と共通する。口縁部は強くヨコナデ

され口唇部は凹面をなす。152は通有の甕である。IW系の甕154がある。

Ⅲ系　台付甕153がある。

Ⅳ系　細頸壷・台付甕がある。

細頸壷138は袋状口縁を呈し166と同型であるが頸部に簾状紋の施されている点が構成上

異なり、櫛描紋も3・2・3の櫛Ⅲ種によって施されている。しかし、口縁部の櫛連続刺

突紋は1段目と2段目が押し引き状で古い特徴を有する。139は口縁部に凹線が2条施さ

れ、140は無紋の体部にタタキ目が観察できる。これも古い特徴である。Ⅰ系の存在を考

えると混在かも知れない。

台付甕は低脚が主である。脚端部は141・146は面をなしており、単なる上げ底とは異な

る。143は口縁部・休部上半の特徴がIW系甕に共通する。内面のケズリも不十分であ

る。IW系の変換したものであろう。

148・149はこれまで類例の無い甕である。148は体部内面にケズリが観察でき口縁部の

刻みもいくらか他と共通すると言えるが、149は口縁部は肥厚気味で強くヨコナデされ、

体部ミガキの有無は不明である。外面にはハケメ工具による羽条の圧痕が施されている。

体部下半にはタタキ目が観察できる。まるで149・148は原型と模型との関係のようでもあ

る。

Ⅴ系155は受口状の口縁部をもち、全体に粗いハケメ調整が施され、刻みや紋様も同

一工具で行われている。

資料的には極めて不十分である。

13は焼成前穿孔で、Ⅰ系有孔鉢の変換したものと考えられる。17は台部に大形円孔をも

つ台付鉢で、杯部は大きく開く。凹線は杯部が10条、台部も5条と多条である。外面に
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はタタキ調整痕が観察できる。杯部内面にはミガキが施されている。

SB11

（図版24・36）

65は系譜が不明である他はすべてⅣ系である。太頸壷は単純口縁が出土している。2期a

と差はない。63はおそらく細頸壷である。64はミガキの範囲が広い。299は細頸壷で、上

から櫛措直線紋とハケメ工具連続圧痕の反復、波状紋、斜格子紋となり、紋様構成が複雑

化している。

大渕遺跡出土土器の変遷について

Ⅰ系

Ⅱ系

Ⅲ系

Ⅳ系

Ⅰ系は1期には壷・甕・鉢など器種も多様で一応すべての器種がそろっている。しか

し、紋様的には壷に磨消線紋の使用頻度が低く、阿弥陀寺遺跡とは様相が異なる。このこ

とは大渕遺跡が〈凹線紋系土器〉出現期に成立するという点に関わるのであろう。つま

り、阿弥陀寺遺跡では「Ⅱ―2期」に盛行する磨消線紋系列が固有の伝統として継承され

ているのに対して、大渕遺跡ではそうした余地が無かったのである。同様のことは甕につ

いて言えそうで、これまでのところ指頭圧痕紋を有する例がほとんど認められていない。

ただこうした点が同時期の系譜的な相違であるのか、あるいは多少の時期差を含むもので

あるかは実際明確ではない。2期には一部器種の残存があるようだが、基本的には頻度的

に急激な低下を示す。

1期ではⅡN系が若干出土している。器種は深鉢と無頸壷である。SB05の246～248

は口縁部内面の櫛刺突紋が点列状で典型的である。249は口縁部内面に櫛条痕（一部列点

状をなす）が施され、犬山市上野遺跡など知られている類例の少ない資料である。同じ所

から出土している251はⅡ系深鉢がⅣ系に変換したものである。この系は2期以降も存在

するが、大渕遺跡では碓定したものとなっていない。

ところで、ⅡS系はすでに独自の存在ではなくなっており、ここで触れるものではない

けれども、Ⅰ系に現れた斜格子紋や頸部の隆起などのように本来Ⅰ系固有ではない要素の

取り扱いで問題となる。これらについては、阿弥陀寺遺跡報告で「B系統」（ここではⅢ

系に相当する）としたが、どうもそうした理解では問題があると考えるようになった。た

とえば90・125・286では櫛描直線紋は区画帯的な用法であり、本来Ⅰ系での用法とは異な

るからである。共通した用法はⅡS系の多重沈線帯による区画と斜格子紋の組合せしかな

い。そうなると、Ⅰ系分布圏内において従属的に存続していたか、あるいはⅣ系の波及に

よって当地方の土器製作の場が不安定になったのを契機に表面化したかである。

1期は壷は碓認したが甕は不明権である。2期は壷・甕とも出土頻度が著しく高くな

る。ほとんど搬入品と考えられるから、人的な交流を含む現象である可能性が高い。

太頸壷。受口状口縁例に大きな変化はない。単純口縁例は1期には口縁部内面紋は櫛に

よる連続刺突紋がほとんどで、2期にはほとんどがハケメ工具連続圧痕に変わる。扇形紋

は2期以降に盛行するのであろう。頸部紋様は、1期は断面三角形突帯は存続するのに対
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Ⅴ系

し、ハケメ工具連続圧痕帯は2期以降器面に直接施される連続圧痕紋となる。

細頸壷。袋状口縁例は、1期には口縁部の凹線は2条程度で以下の羽状紋は櫛で施され

ていたのが、2期には凹線は3条以上となり羽状紋もハケメ工具連続圧痕となる。この羽

状紋は以降段数を減少し、また圧痕の方向もそろえて羽状でなくなる例も現れる。最後に

は1段となる。こうした羽状紋の変化に連動して口縁部の形態も口径比を増す方向に変わ

る。体部紋様は複雑な構成が2期以降に出現するのは阿弥陀寺遺跡でも同様である。

甕。1期には台付甕は成立していない。平底か若干の上げ底が存在する。体部上半は横

ハケメを特徴とするの、縦ハケメ→タタキを施すもの、タタキ→縦ハケメを施すものがあ

る。2期は低脚と高脚の2者の台付甕が出現する。前者は上げ底の類型化？したもの、後

者はⅠ系台付甕からの変換であろう。そのはか、体部外面に波状紋を施すものや受口状口

縁を有するものが現れる。2期b以降は台付甕が主流となる。

2期に出現するが、ⅠW系分布圏を経由したものかも知れない。出土頻度は高くない。

（石黒立人）

参考文献

石黒立人1990a「弥生時代の遺構と遺物」『阿弥陀寺遺跡』財愛知県埋蔵文化財センタ―

1990b「濃尾の弥生土器」『伊勢湾岸の弥生時代中期をめぐる諸問題』東海埋蔵文化財研究会

石器

石鏃

磨製石鏃

叩き石

台　　石

全体で16点出土している。内訳は有茎三角形6点・有茎五角形8点・柳葉形1点・不明

1点となる。有茎三角形鏃は長さの長短により、大型のものと小型のものに分かれる。有

茎五角形鏃の中には、818のように長さ5．48cmを測る長大なものがあり、側部が内弯し刃

部の基部でやや突起状を呈する。また、819も基部付近が突出する。831は、先端に近いと

ころが最大幅になるもので、基部が欠損している。

磨製石鏃は4点出土しているが、834と835は同一固体である可能性が高い。そうすると、

有茎三角形2点・柳葉形1点となる。

太型蛤刃石斧は8点出土しており、840以外は全て欠損の部位がある。840についても、

刃部は非常に磨滅しており、やや平坦にさえなっている。また、841は欠損側がよく磨か

れており、砥石として転用されていたと思われる。

偏平片刃石斧は5点出土しており、843以外は部位のどこかに欠損部分がある。

確実に叩き石と認定でき図示したものは8点であるが、その他叩打部を持つものは20点

近くあり、さらに詳細に検討すれば増加する可能性がある。柱状5点・小型柱状1点・円

球状1点・不定形1点がある。不定形なもの854は、側面は磨面がみられる。

長さ18cm・幅12―4cm・最大幅5．5cmを測るもので、SB12より出土している。上・下

面が凹状になり磨痕がみられ、石皿・砥石としての機能が考えられる。（写真図版171）
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ガラス玉

0．21cmを測る。暗緑色をした凝灰岩である。836は一方が欠損しており、現長2．03cm・径

0．24cm・孔径0．10cmを測る。褐色をした凝灰岩である。

中世の溝SD18より出土しており、当該期に下る可能性もあるが、その形態からみる

と弥生時代のものと思われる。淡青色を呈し、径0．43cm・厚さ0．27cm・孔径0．14cmを測

る。（838）

弥生時代後期以降

SD01

その他

第59図1の高杯は山中期通有の外反する杯部をもつもので、外反した杯部の下端に不揃

いの原体で横線を巡らし、その上部に波状紋を施している。外・内面とも丹彩されてい

る。2はS字状口縁甕Bにあたり、3はヒサゴ壷の口縁部となる。

第59図の4・5は欠山式通有の土器であり、4は内弯する深い杯部をもつ高杯、5はパ

レススタイル壷の体部中位で、丹彩が施される。6・7はともに古墳時代中期の土器で、

7はS字状口縁甕D類の松河戸式にあたるものである。

（宮腰健司）

第59図　弥生時代後期以降出土土器（1／4）
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2．古墳時代後期～平安時代中期

土器

分類

土師器

須恵器

大きく分類すれば土師器・須恵器・灰釉陶器の3つに分かれる。各々の分類はさらに器

種に分割され、器種の中でいくつかの型式に分かれるものについてはアルファベット順に

名称をつけ、一般的名称として定着しているものはそのままもちいた。（第60図）

煮炊具である甕・把手付甕・甑、食器である杯がある。

・甕

A　口頸部から口縁にかけて強いナデが施されるもので、特に口縁端部は上方につまみ

あげられるようになるもの。口縁端部の形状によりさらにA1～A3類に分けられ

る。

B　口縁部がく字状に外反するもので、端部は丸い。単純口縁。

C　頸部から口縁にかけて強いナデが施されるもので、口縁端部は横位から下位の方向

につまみだされる。口縁端部の形状によりさらにC1～C3類に分けられる。

D　頸部から口縁にかけて強いナデが施されるもので、口縁端部は外上方に延びるも

の。

E　頸部から口縁にかけて強いナデが施されるもので、口縁部が大きく外反するもの。

口縁端部は丸い。

F　頚部から口縁にかけて強いナデが施されるもので、口縁部が逆ハ字状に外に開くも

の。小型品。

G　口縁部が強く外反し、荒いハケが外面及び口縁内面に施される。口縁部の違いによ

りG1～G3類に分けられる。

H　口縁部が水平になるぐらい外反するもので、外・内面ともナデ・イタナデが施され

る。

・把手付甕

上記の土師器甕に把手が付いたもの。分類は甕と同様とする。

・甑

逆ハ字状の円筒形の体部に把手が付き、底部に孔が開けられているもの。

・杯

器高の低い皿状の形態をなすもので、ヘラミガキ・暗紋が施される。

煮炊具である甑、食器である杯・甕・盤・鉢・高杯・甑・平瓶・貯蔵具である甕・広口

壷・長頸壷・短頸壷・広口壷・提瓶がある。

・甑

A　逆ハ字状の円筒形の体部に牛角把手が付くもの。
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B　鉢の体部に半円状の把手が付くもの。

・杯

A　体部にかえり部と受部をもつ、古墳時代からの伝統的な杯。

B　やや丸い体部をもつもので、底部は静止ナデか粗面のままになってい。

C　杯Bの底部外面にヘラケズリか施されたもの。

D　逆ハ字状にたちあがるやや深い体部をもつもので、底部がはっきりとしている。

E　箱型の体部をもつので、高台が付く。

F　杯Eの高台がないもので、底部は回転ヘラケズリが施される。

G　杯Dに高台が付くもの。

H　体部の器高が高く、深い箱型になるもの。

・蓋

A　天井部が丸い古墳時代からの伝統的な蓋。

B　端部が折り返されるもので、宝珠つまみが付く。

C　内面に受け部が付くもの。

D　器高が高く丸みをおび、やや外反して口縁部にいたるもの。宝珠つまみが付く。

E　蓋B・Dと同形態なすが、天井部か平たく、宝珠つまみが付かない。

F　端部が垂直に下がり、壷蓋になるもの。

・盤

A　浅い体部で、端部が折り返されたようになるもの。通常の高台が付く。

B　盤Aに高めの高台が付くもの。

C　盤Aに高杯の脚が付くもの。

・鉢

A　頸部が体部とあまり差がなく、偏平な体部に内弯する口縁部をもつもの。小型品。

B　頸部が体部とあまり差がなく、短い口縁部をもつもの。肩部が最大径になる。

・高杯

A　杯Aに脚が付くもの。

B　杯Bに脚が付くもの。

C　杯Bの杯部に沈線が巡るもの。

・甕

体部最大径が口縁部より大きく、タタキ成形されるもの。

・長頸壷

頚部が長く、口縁部にいくに従いゆるやかに外反するもの。頚部と体部の接合部は

細い。

・短頸壷

A　体部に比べて、頚部が太く短いもの。

B　短頸壷Aに比べて頸部は締まり、肩部が張るもの。
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灰釉陶器

SE09

SE28

・広口壷

体部に比べて、頸部が太く口縁部が大きく開くもの。

・提瓶

偏平な球形の体部側辺に口縁部が付くもの。

食器である杯・皿がある。

・杯

A　内弯してたちあがる体部に丸く外反する口縁をもつもの。高台が付く。

・皿

A　やや内弯する杯部をもつもの。高台が付く。

B　直線的な浅い杯部をもつもの。高台が付く。

須恵器

壷A・杯A・高杯A・C・平瓶・甕・甑A・短頸壷A・提瓶がある。蓋Aに分類した35

1は口縁の端部が外反するというやや特異な形態をもち、焼成も軟質で砂粒の多い白っぽ

い胎土をしている。口縁内面には使用時に生じたものかと思われる多くの剥離が認められ

る。これと同じ焼成・胎土をもつものが352で、杯Aに類似する。受け部は上方にまっす

ぐに延び、底部外面にはわずかな静止ヘラケズリがなされるのみで成形時のままになって

いる。杯Aである345～350は、受け部の立ち上がりに差があるものの、口径や調整方法な

どほぼ同じものである。345と346の受け部端には使用痕と思われる欠損・磨滅が多くみら

れる。また、345には外・内面ともススが多量に付着していた。347の底部外面には並行し

て走る4本（うち最外のものが長い）の直線のヘラ記号がつけられている。高杯Aの353

は上述した杯Aに脚がついたもので、355は高杯Bもしくは杯Bのどちらかであろう。高

杯Cの359は2条の沈線が巡らされ、焼成が軟質で杯底部内面に木葉痕を残しており、同

じく軟質の高杯脚357と同一個体である可能性がある。354は平瓶の口縁である。361は甕

で体部外面に斜方向の平行タタキと3条の沈線が施され、内面はユビ及びイタによるナデ

調整がなされている。362は甑Aの体部上半。363・364は短頸壷Aにあたる。369は提瓶に

なる。

土師器

甕Aにあたるものばかりで、小型の369以外は大型のものになる。口縁端部の形態によ

り、ヨコナデで内側につまみ上げるA1類（366～369）と上方につまみ上げるA2類（370

～371）に分かれる。

杯A・杯B・杯E・高杯脚・甕・広口壷・鉢Bがある。372の杯Aは口径も狭く、立ち

上がりも短い。373は杯Bで底部外面に静止ヘラケズリがなされ、T字状のヘラ記号があ

る。374は杯Bにあたり、底部外面に静止糸切りの痕跡がみられる。375は高杯Bの脚で、

やや軟質である。377は短頸壷Aで、口縁部がやや内弯して立ち上がり、肩部付近まで回

転ヘラケズリが施される。378は広口壷で、3条の横位の沈線で区切られた部分にそれぞ

れ縦位の沈線が施される。
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SE31

SE32

SK12

SE21

SE13

土師器

甕A1類（379～381）と甕A2類（382）があり、全体に口縁部端面が狭くなってい

る。また、甕C1類になるものとして383があり、口縁部がやや内弯気味になり、わずか

に横方向にナデ上げられている。388の口縁はあまり外方に延びないが、甕Cになるか。

385は甕Bになる。386・387は口縁部が大きく外方に広がる甕Eで、384も同類かと思われ

る。389は甑の口縁部である。

須恵器

蓋A・杯A・■がある。蓋Aの390～392は口径も大きく、天井部も丸い。杯Aの393・

394は同形体をなし、口径も大きく器高い。395もよく似ているが、立ち上がり部が短い。

396は■で、注口が外に突出していない。肩部まで回転ヘラケズリがなされる。397の三方

向に透穴をもつ脚を有するものは、脚付短頸壷であろうか。

土師器

甕A1類（398・399）とA2類（400）がほとんどを占めている。

須恵器

蓋A・杯Aがある。蓋Aの401・402の天井部は丸く、403は平たくなっている。3点と

も口径は大きく、自然釉の付着が多い。杯Aの404・405はほぼ同形で、体部1／2以上に

回転ヘラケズリがなされている。口径は大きい。

土師器

甕A1類（406・408）と甕A2類（407・409）がほとんどを占める。甕A1類の408は

上方に強くナデ上げられるものであるが、408はそれが弱くなっている。410は長胴の甕の

体部であり、外面のハケの中に、体部下方から上に向かって施され中位で折り返されるも

のがみられる。内面は横位のハケの後、下方から上方へのヘラケズリがなされている。

須恵器

蓋A・杯Aがある。蓋Aは天井部がやや平たくなるものである。杯Aの中には、412の

ような口径の狭い小型のものもあり、大小の差がみられる。415は壷類の底部であろう。

土師器

甕A1類（418・419・421）と甕A2類（417）かほとんどを占める。全体に口縁端部の

面は狭い。420は甑で、底部に半円形の大きな孔を二ヶ所もつ。また、体部下位には対面

の位置に二ヶ所、焼成前穿孔の小孔がみられる。口縁部には強いヨコナデがなされ、体部

外面には縦位のハケ、内面には横位のハケ後ユビナデが施される。把手は、ユビによる押

圧のみで成形される。

遺物は小片がわずかに出土しただけで、実測できたものは土師器甕A2類（422）と甕

底部（423・424）のみである。423・424は井戸最下層より立位の状態で出土している。

須恵器

蓋B・杯A・高杯Bがある。蓋天井部外面2／3に回転ヘラケズリがなされる。杯Aは

偏平な体部をもつもので、底部外面付近にわずかに回転ヘラケズリがなされるもの（427・
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428）や成形時のままのもの（426）がある。

土師器

甕A1類（432・434）とA2類（430・431・433）がある。

把手付甕AのA1類が出土している。口縁端部は内上方にナデ上げられ、偏平な体部を呈

する。ユビ押圧のみで成形された2個の把手が対面に付く。

須恵器のみが出土する。436は杯Aで、偏平な体部をもち、体部外面2／3ら回転ヘラケ

ズリを施している。437は杯C、438は杯E、440は平瓶の口縁部か。439は壷（短頸壷B

か）の高台と思われ、体部との接合面には、接合時につけたヘラによる条線が多数みられ

る。

須恵器

高杯Bの脚（441）、■（442）が出土している。■は注口が突出しているもので、体部

上半にクシによる斜位の刺実がなされている。また、体部下半には静止ヘラケズリがなさ

れる。

土師器

甕A2類（443）がある。

器蓋（444）、杯A（445・446）がある。445の底部は丸みをおび、静止のナデ（ヘラ）が

施される。446は偏平な杯部をもち、1／2程度回転ヘラケズリがなされる。

須恵器

蓋A・B、杯A・B・C、鉢a、高杯B、■、広口壷がある。蓋A（448・449）は全体

に丸みをおびて、小型のものとなっている。杯A（450）も小型化し、立ち上がり部も短

い。452は偏平な体部に内湾する口縁部をもつもので、体部外面下半1／3に回転ヘラケ

ズリが施される。456の広口壷は3条の沈線かせ横位に巡り、その上からヘラ及びイタに

よる斜位の刺実がなされる。458の　は小型で、沈線で区切られた体部上半に斜位のクシ

による刺実がなされているる体部下半には静止ヘラケズリが施される。

土師器

甕A1類（463）と甕A2類（464）、甕C2類（461）、甕D（465・466）、把手付甕

C3類（462）がある。459と460については横方向のナデが口縁端部になされ、わずかに

外方に引き延ばされており、甕Dの範躊に入るかもしれない。462は把手部が欠損してい

るおり、長胴の体部と横位に引き延ばされた口縁端部をもつ。全体に体部に丸みがなくな

り、円筒状になる。

須恵器

蓋B、杯B・D・E、広口壷、甕がある。469・470の両杯とも底部外面には静止のナデ

（ヘラによるものか）が施される。473は口径約59．4を測る大型の甕の口縁部である。

土師器

甕A1類（474）と甕A2類（475・476）がある。口縁端部が狭く、はっきりしなく

なってきている。
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内面にかえりの付く須恵器蓋C（477）と、土師器甕A3類（478・479）がある。土師

器甕の口縁部はく字状に折れ、それに伴いヨコナデが施される範囲狭くなっている。口縁

端部はナデにより内向する面が作られる。

須恵器杯C（480）、平瓶（481）と土師器甕A3類（481）、把手付甕A3類（483）があ

る。

須恵器

蓋F、杯A、高杯Cがある。蓋F（484）は壷蓋になるもので、釣鐘状のつまみが付

く。杯Aの485・486は小型で、かえり部も短い。高杯C（487・488）は、杯部が直線的に

なり、沈線が1条しか巡らない。

土師器

489～491はともに甕A3類となる。491は頸部のあまり締まらないものであり、体部内

面にユビ及びイタによるナデがなされている。

須恵器

蓋B、杯B、鉢B・Cがある。492・493は直線的な体部をもつ杯Bで、底部外面が成形

時のままになっている。492の底部外面には並行する直線のヘラ記号がある。495は壷底部

かと思われ、底外面に放射状のヘラ記号がみられる。499は鉢Cで、口縁部に2条の沈線

があり、体部外面に斜位の並行タタキが施される。内面は磨滅が激しい。

土師器

500と502は甕Bで、器壁が薄く、砂粒の多い胎土をもつ。501も同様な傾向をみせる

が、口縁部が板状に外上方にのび広いという特徴をもち、甕E及び甕Hとの関連が考えら

れる。503は平底になる甕底部である。

須恵器

蓋B、杯B・E、短頸壷Aがある。505は器高が非常に高くなり、器種は不明である。

杯Eの506の底部外面には静止ヘラケズリが施される。507の底部外面には、ヘ字状のヘラ

記号と有機物（墨痕か）がみられる。短頸壷A（509）は、口縁端部が丸く肥厚し、底部

外面に回転糸切り痕が残る。口縁部は、焼成時に変形し歪んでいる。

土師器

甕A3類（511）と甕B（510）がある。

513は須恵器壷底部で、下半に回転ヘラケズリが施される。514・515は土師器甕A2類

になるもので、両者とも頸部が太く、514は体部が深鉢状を呈する。512は土師器甕底部

で、外面はナデ（ユビか）が施され、底部外面に木葉痕がみられる。

須恵器

蓋B、杯A・B・E・F・H、短頸壷B、■、甕、鉢Cがある。杯Aである521は小型

のもので、器高も低く、底外面にわずかに回転ヘラケズリが施される。杯Fの525は器壁

が厚く、口縁端部もやや丸い。底外面には回転ヘラケズリが施される。526～530は杯B

で、底外面には静止のナデ及びヘラケズリがなされる。527は底部の粘土が横に肥厚し、
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高台状になる。533は杯部が深くなる杯Hで、高台の有無は不明である。532は■で、注口

部がわずかに突出し、体部上半の沈線で区画された部分に、クシによる斜位の刺実がなさ

れている。535の甕は、口縁端部が肥厚して丸く、斜位の並行タタキがなされている。537

は鉢Cで、口縁端部を内方にナデ、一方向の片口を作っている。体部は並行タタキ後回転

ナデがなされている。531は器種不明である。

土師器

538は杯でやや丸みを帯びた箱型の杯部をもち、口縁端部がヨコナデにより丸く肥厚す

る。外内面ともヘラミガキが施されるが、剥離が激しく詳細は不明である。また、杯部内

面には下半に縦位の、上半には格子状の暗紋がなされる。539は甕A2類、540は甕A3類

になる。器壁が薄く、砂粒の多い541は甕Bになる。甕Dである542・543は、口縁部が直

線的になり端面がわずかみられる程度になる。

須恵器蓋B（544）とやや杯部が丸みを帯びる杯E（545）、口縁端部上面がわずかに凹

状になる土師器甑（551）がある。

546・547は須恵器の杯で、杯部が浅く口縁端部が鋭く、杯Dもしくは杯Gにあたるかと

思われる。548は蓋B、549は杯E、550は器種不明である。

552・553は、須恵器蓋Bになる。554は土師器甕で、口縁端部がナデにより外下方に延

びる、甕C3類にあたるものである。

555～563は須恵器である。555・556は、須恵器蓋Dになる。557は長頸壷の口頚部で根口縁

端部が上下に延びる。558は、高い脚をもつ盤Cになるもので、杯部と脚部の接合による突

帯状がみられる。559・560は甕口頸部、562・563は壷底部・高台部にあたる。561は平瓦の

端部で、淡橙色を呈する。内面には布目・縄痕がある。その他瓦片は5点出土する。

須恵器

杯B・C・D・E・F・G、長頸壷、甑B、短頸壷Aがある。杯Fの564の底部外面に

は回転糸切りが施される。同じ器形の565には回転ヘラケズリがなされ、並行する2条の

ヘラ記号をもつ。566は杯BもしくはDで、567は底部外面に回転糸切り痕をもつ杯Dであ

る。杯Gである569も底部外面に回転糸切り痕をもち、並行する2条のヘラ記号をみられ

る。572はユビ押圧のみで成形された半円環状の把手をもつ、甑Bである。575は短頸壷A

で、口縁端部が回転ナデにより外方に肥厚する。573は長頸壷の体部下半・高台部、574は

短頸壷Bの体部下半か。

土師器

576は甕Fで、逆台形状を呈する体部と、強いヨコナデにとり外方に延びる単純口縁を

もっている。外面は縦位・斜位のハケ、内面はヘラケズリが施される。

全て須恵器である。577は器高が高く、内弯する蓋Dである。578～581・583は底部外面

に回転ヘラケズリを施す杯Fになる。582・584は杯Dで、底部外面に回転糸切り痕がみら

れる。585は長頸壷の頸部、586は底部の広い杯G、587は盤Aになる。

全て須恵器である。588・589は蓋D、590は杯F、591・592は杯E、593・594は盤A、
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595は高台の高い盤Bになる。

須恵器

596は底部外面に回転糸切り痕のある杯D、597・598は杯Eになる。

土師器

602は、口縁部がく字状にゆるやかに外反し、外面に左上から右下にかけて、口縁内面に

は横位に条痕状の荒いハケが施される甕G1類になる。599～601甕Hで、口縁部が水平に

直角に折れ、外・内面ともユビ及びイタによる丁寧なナデで仕上げられている。603は土錘

に似た円筒状の土製品で、被熱しており、自然釉が付着する。フイゴの口部になるか。

須恵器

604・605は杯部の浅い盤Aで、606は灰Eになる。607～609は底部外面に回転糸切り痕

のある杯Dで、608は口縁に二ヶ所の欠損部があり、そこからススが垂れたような状態で

杯部に付着しており、燈明具として用いられたと思われる。610は長頸壷の口頸部、611は

水注の注口である。

土師器

612～614は甕G2類で、口縁部が段をもって屈曲する。器壁は厚く、外・内面とも荒い

ハケが施される。平底の615は、荒いハケをもち、甕Gの底部になるであろう。616は603

と同様のものである。

617は灰釉陶器皿Aで、つけがけ釉が杯部になされる。618は須恵器長頚壷の体部下半・

高台部となる。

619は灰釉陶器皿Bで、内面全体に釉がかかる。底部外面には回転ヘラケズリが施され

ており、「乃」が墨書される。620は内湾する杯部とわずかに外反する口縁部をもつ椀A

で、全体に釉がかかる。621・622は須恵器蓋D、623・624は長頸壷の口縁部にあたる。

625・626はそれぞれ小型・大型の杯釉陶器椀Aで、高台部が高くなっている。両者とも内

面に釉がかかる。626はやや杯部の浅い灰釉陶器皿Aで、内面全体に釉がかかる。627は皿

Bで、杯部1／2程度につけがけ釉がかかる。629・630は土師器甕G3類になる。

その他の土器

緑釉陶器

製塩土器

土錘

その他

3点出土しており、全て杯である。862が一番残りがよく、杯釉陶器杯Aになる。写真

図版7も同じ器種になると思われ、両者とも淡緑色の薄い釉がかけられている。写真図版

6は中世の方形土坑SK94から出土したもので、口縁部にあたる。釉調は暗緑色を呈す

る。

知多式製塩土器の脚ばかり43点出土している。ユビ押圧で成形される大型のものと、ナ

デられる小型のものがあり、知多3・4類にあたる。（866～888）

「Ⅶ―2、大渕遺跡出土の土錘」についてを、参照されたい。

864は小片であるが円面硯の杯部、863は1／3片残存する盤Bの大型品で、包含層より

の出土である。865はSK37より横位の状態で出土している。ほぼ完形。
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文字資料

木簡

土器

SD89の上層より出土。木簡は下端にわずかに先に尖らせた痕跡がみられるが、その

他は上端が折れ、左右も荒く割ったままで、裏面も剥離したままになっている。全体に墨

痕は薄く、時間の経過とともに出土時よりも文字の判読がしにくくなっている。現況の長

さは（225）×幅（18）×厚さ（6）mmで、木簡学会の型式番号の051型式「長方形の材の一端

を尖らせたもの」か081型式「折損、腐蝕その他にによって原形の判明しないもの」のど

ちらかであろう。釈文としては、「□物□（部ヵ）□□」があてられる。（867）

856は60D区の包含層より出土したもので、須恵器系杯C及び杯Hの底部にヘラ状工具

で「□■」と書かれている。855は中世のSD100より出土したもので、甕及び壷の体

部にヘラ状工具で「奈口□□」と書かれる。

石器

勾玉

紡錘車

SB42の南東隅柱穴の中位の壁際より出土したもので、暗茶褐色と白色の縞模様を呈

する蛋白石である。（861）

包含層より2点、SK10より1点出土している。そのうち859と860は無紋であるが、

858は、下面と側面に中を斜格子紋で充填した鋸歯紋が沈線で施されている。また、孔内

部には鉄芯が残存していた。石材は、全て滑石である。

木製品

下駄

鎌柄

箸

折敷

Ⅰ期にあたるSE09・31・32より連歯の下駄が出土している。SE09出土の891は

右足用で、右部と後部が欠損しているが、方形を呈するものと思われる。前部の紐孔と後

部の紐孔1のみが残存しているが、その間隔はやや長い。892は完形のもので、足（指）

痕がみられる。左足用。SE31出土の889は右足用で、後部が欠けているものの2つの

歯部と3つの紐孔は碓認できる。また、表前部には足（指）痕がみられた。SE32出土

の890は縦2／3と前部が欠損しており、裏面の前部に前歯の痕跡が窺える。895はⅢ期に

あたるSE07にり出土している、小型の左足用のもので、出土時より歪みが激しく、前

部の紐孔が2つみられる。

Ⅰ期のSE32より出土したもので、やや「く」字状に折れる偏平な長方形の棒の先端

に縦位に焼く2．5cmの切込みをいれ、刃が差し込めるようになっている。また、それとは

反対側の先端は突起状に削り出されている。（893）

Ⅰ期のSE32より出土したもので、長さ22㎝・厚さ0．65×0．5㎝のやや偏平に面取り

され、両端にいくほど細くなっている。（894）

Ⅲ期の井戸SE24の底部に敷かれた状態で出土したもので、上に二段の曲物が乗る。

隅丸長方形の短都側が突出した形態をしており、1枚の板より削り出している。それに側

板が乗るのであるが、長方形の形状にあわせて外側から若干削り込まれ、側板が動かない

ように、8ヶ所樹皮で綴じてある。また、曲物の痕跡が明瞭に残存している。（第42図）
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3．平安時代後期～室町時代

土器

種類

器種

平安時代後期～室町時代に属する土器・陶器は、量的にはあまり多数とはいえず、その

大半が溝からの出土で占められている。ここでは、これらについて、遺構埋土中より出土

したものを中心に説明を加えるわけであるが、周知のように今日これらの分類については

様々な意見がみられるため、事前に混乱を避けるため、土器・陶器類について、若干の分

類と用語の整理をおこなう。

土器・陶器の種類には、前者については土師器、後者については灰釉系陶器・施釉陶器

がある。

土器の器種としては、杯・皿・甕・鍋・釜がある。これらについては、一般的な呼称に

従うこととする。次に陶器についてであるが、施釉陶器については、やはり一般的に用い

られるものに従う。最後に灰釉系陶器についてであるが、器種としては、椀・小皿・蓋・

壷・甕・鉢・陶錘があるが、特に大渕遺跡におけるこの時代の土器・陶器のなかで量的に

最も多い椀・皿類については、以下に示す分類をさらに加えることとする。この区分は具

体的には、椀についてはまず、大・小にわけ、さらに大型の椀を9つに（A～I）、小型

の椀を3つに（A～C）区分した。また、小皿については、3つの（A～C）区分した。

第61園　灰釉系陶器　椀・皿の分類

－64－



椀A

椀B

椀C

椀D

椀E

椀F

器高が高く、器壁は薄い。仕上げが他に比べ、ていねいであることが特色。多くは灰釉

を薄く口縁部～体部上方にツケガケすることを原則とする。形状は、体部が下方に丸みを

持ち、全体に内湾ぎみで、口縁部は体部から外反し、丸く納められている。内面は、体部

とみこみとの境が不明瞭で、みこみは平坦である。高台は高く、内外面丁寧にナデ付けら

れる。端部はやや尖り、平面形は整円であるものが通例である。

椀Aの形状をややにぶくした形態。仕上げはていねいである。形状は。体部が下方で丸

味を持ち、内湾して口縁部に至る。口縁部は外反し、丸くおさめられている。内面は、体

部とみこみとの境が不明瞭で、みこみはほぼ平坦である。高台はやや高く。内外面ていね

いにナデ付けられる。端部はやや丸く、平面形は整円である。

口径・底径の割に器高がやや低く、全体に偏平で器壁はやや厚い。形状は、体部が下方

で丸みを持ち、わずかに内湾して口縁部に至る。口縁部はやや外反し、丸くおさめられて

いる。内面は、体部とみこみとの境が不明瞭で、みこみはほぼ平坦である。高台は低く、

内外面ナデ付けられる。平面形はややゆがむ整円で、端部には砂粒もしくはモミガラの圧

痕を留めるのが通例である。

砂粒を胎土の混和材として若干用いた、やや粗雑な胎土を用いることが特色。口径・底

径の割に器高が低く、全体に偏平な形状である。器壁はやや厚い。口縁部の形状は基本的

には丸くおさめられているが、外面にわずかに帯状の面を持つ傾向がある。仕上げはやや

ラフで、このため外面の中央が浅くくぼむものもみられる。内面の形状は、体部とみこみ

の境が不明瞭で、みこみはややくぼむ。仕上げはややラフである。高台は低く、内外面ナ

デ付けられるが、低くつぶれている。平面形は楕円。端部にはモミガラの圧痕を留めるの

が通例である。

なお、椀Dは、体部の形状からさらに二分できる。具体的には、体部が丸味を持ち、口

縁部で外反するもの（D1）と、ほぼ直線的なもの（D2）である。

砂粒を胎土の混和材として用いた粗雑な胎土を用いることが特色。ぬた痕が多く観察で

き、器壁はやや厚い。口縁部の形状は、外面に帯状の面を持つ。端部はやや丸い。仕上げ

はややラフで、外面の中央が浅くくぼむものもみられる。内面の形状は。体部とみこみの

境が比較的明瞭で、この部分がややくぼむものもみられる。仕上げはややラフである。高

台は低く、内外面ナデ付けられる。平面形は整円。端部にはモミガラの圧痕を留めるのが

通例である。

なお、椀Eは、形状からさらに二分できる。具体的には、体部下方にわずかに丸みを持

ち、やや小振りなもの（E1）と、体部が直線的に延び、口径・底径の割に器高が低く、

偏平な形状をとるもの（E2）である。

砂粒を胎土の混和材として用いた、粗雑な胎土を用いることが特色。ぬた痕が多く観察

でき、器壁は厚い。体部の形状は直線的である。口縁部の形状は、端部が尖り、外面に帯

状の面を持つ。仕上げはラフで、外面の中央が浅くくぼむものもみられる。内面の形状

は、体部とみこみの境が明瞭で、この部分が浅くくぼむものもみられる。仕上げはラフで
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椀G

椀H

小椀

小皿A

小皿B

小皿C

ある。高台は低く、内外面ナデ付けられる。平面形はややゆがむ整円。端部にはモミガラ

の圧痕を留めるのが通例である。

なお、椀Fは、体部の立ち上がりの形状からさらに二分できる。具体的には、やや開く

もの（F1）と、大きく開き、口径・底径の割に器高が低く、偏平な形状をとるもの（F

2）である。

砂粒がほとんどめだたない緻密で均質な胎土を用いることが特色。体部は下方にわずか

に丸みを持ち、口縁部に至る。内面の形状は、体部とみこみの境が比較的明瞭で、みこみ

は平坦である。仕上げはていねい。高台は低く、内外面ナデ付けられる。平面形は整円。

端部にはモミガラの圧痕を留めるのが通例である。

砂粒がほとんどめだたない緻密で均質な胎土を用いることが特色。器壁は薄い。体部は

ほぼ直線的で、口縁部でわずかに外反する。口縁部は仕上げがややラフなため、端部の中

央が浅くくぼむものもみられる。口縁部は端部が尖り、外面が帯状に面を持つ。内面の形

状は体部とみこみとの境で2～3mmの段を持つものが一般的。仕上げはラフである。高台

は低く、内外面ナデ付けられる。平面形は整円だが、径が小さい。端部にはモミガラの圧

痕を留めるのが通例である。

椀A～Cをそのまま小型化したもので、詳細は小椀Aが椀Aに、小椀Bが椀Bに、小椀

Cが椀Cにそれぞれ一致する。

砂粒を胎土の混和材として若干用いたやや粗雑な胎土を用いることが特色。器壁はやや

厚く、器高はやや高い。形状は体部がわずかに内湾し、口縁部は若干外反し丸くおさめ

る。平底で底部はやや突出する。

砂粒を胎土の混和材として用いた粗雑な胎土を用いることが特色。器壁は厚い。平底。

仕上げはややラフで、ぬた痕が多く観察できる。口縁部は偏平で、外面に帯状の面を持

つ。端部はやや丸い。内面の形状は体部とみこみの境が明瞭で、この部分は浅くくぼむ。

砂粒を胎土の混和材として若干用いた粗雑な胎土を用いることが特色。平底。仕上げは

ややラフで、ぬた痕が多く観察できる。口縁部は偏平で、外面に帯状の面を持つ。端部は

尖る。内面の形状は体部とみこみの境が明瞭で、この部分は浅くくぼむ。

以上、灰釉系陶器の椀・皿類について、本項で用いる分類について説明を加えたわけで

ある。この中て、椀G～Iについては他のものと使用胎土に大きな差異がみられ、生産地

において、いわゆる「北部系」もしくは「均質手」と呼称される一群に属する。また、生

産地では、これらとセットをなす小皿もみられるが、大渕遺跡においては確認されていな

い。なお、ここで用いる椀A～F、小碗A～C、小皿A～Cは、藤澤良祐氏の編年（藤澤

1982）に対応させれば、椀A・小椀Aが2型式、椀B・小椀Bが3型式椀C・小椀Cが4

型時、椀D・小皿Aが5型式、椀E・小皿Bが6型式、椀F・小皿Cが7型式にそれぞれあて

はまり、椀G～I類については、田口昭二氏の編年（田口1973）に対応させれば、椀H

が、ほぼ白土原1号窯式～明和1号窯式、椀Ⅰが、ほぼ大畑大洞4号窯式に該当している。
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平安時代

SE11

SE16

SE17

1～3は灰釉系陶器。1は小椀B。完形。高台はややゆがむが、仕上げはていねいで、

みこみには使用痕が明瞭である。2も小椀B。1と合わせ口状になって出土している。完

形。3か所にやや長い輪花がある。3は小椀B。底部1／2程度の破片で腰部より上方を

欠く。高台はややゆがむ。みこみには使用痕が明瞭で、灰緑色の自然釉がかかる。

4～10まで灰釉系陶器、11～17まで土師器である。4は碗B。完形。高台はややゆが

む。みこみに黒色ないし青紫色の付着物が認められる。5は椀B。口縁部を1／2程欠

く。口縁部の仕上げはややラフでゆがむ。4か所にやや長い輪花がある。高台はややゆが

み、体部と接合がやや雑。みこみは使用痕が明瞭である。6は椀B。体部以下を欠く口縁

部1／2程度の破片。仕上げはていねいである。口縁部にはやや長い輪花がある。4か所

として図化した。体部外面に煤状のものが付着するが、二次的に比熱は受けてはいない。

みこみには使用痕が明瞭である。7は椀BないしC。体部を欠く口縁部1／3程度の破

片。口縁部にはやや長い輪花がある。4か所として図化した。みこみには使用痕が明瞭で

ある。8は椀A。底部1／3程度の破片。みこみには使用痕が明瞭である。9は椀B。底

部1／4程度の破片。みこみには使用痕が明瞭である。10は小椀B。ほぼ完形。仕上げは

ていねいである。みこみには黒色の光沢を持つ付着物が認められるはか、使用痕が明瞭で

ある。11は皿。大振りで、体部はやや内湾ぎみで口縁部にいたる。口縁部は丸みを帯び

る。底部は平底となる。残存状況は口縁部2／3程欠く。0．3～0．5mm大の砂粒を含む胎土

を使用している。ロクロまたは回転台使用で、外底部に回転糸切り痕を留める。口縁部内

外面に煤状のものが付着するが、二次的に比熱は受けてはいない。みこみは使用痕により

摩滅するが、いわゆる「コロシ」と呼ばれる指なで痕が観察できる。12ははいわゆる「足

高高台」を持つ杯で、完形。胎土は緻密で、仕上げはていねいである。ロクロまたは回転

台を使用するが、みこみと外底部、特に後者に多くぬた痕が観察でき。表面には焼成時に

黒色した部分が若干認められる。13は「足高高台」片。杯部を欠く。白色の非常に緻密な

胎土を使用する。仕上げはていねいである。ロクロまたは回転台を使用し、外底部には回

転糸切り痕を留める。みこみにはぬた痕が観察できるほか、煤状のものが付着する。14も

「足高高台」片。やはり杯部を欠く。13に比較して器壁が薄く、やや小振りだが、胎土は

緻密で、仕上げはていねいである。ロクロまたは回転台使用。15は甕。口縁部の小片で、

いわゆる「清郷型甕」。0．3～1．5mm大の砂粒を含むやや粗雑な胎土を使用している。二次

的な比熱を受ける。

16～22は灰釉系陶器、23・24は土師器である。16は椀B。口縁部を1／3程度欠く。み

こみには使用痕が明瞭で、仕上げはていねいである。17は椀B。体部を欠く口縁部1／4

程度の破片。口縁部はややゆがむ。みこみには使用痕が明瞭である。18は椀A。底部片で

体部より上方を欠く。高台はややゆがむ。みこみは青紫色の付着物が確認できるはか、使

用痕が明瞭である。また、他の製品の高台端部が釉着するが、ここから外側に淡緑色の自
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SK05

SK74

鎌倉時代

SE04

然釉が厚くかかる。釉著した高台端部は折り取ったままの粗面となっている。なお、他の

製品の釉着は、高台端部にもみられるがこの部分については研磨により平滑化されてい

る。また、外面には灰釉を施した痕跡も観察できるが、十分な発色はせず、白変してい

る。19は小椀C。底部片で腰部より上方を欠く。高台はややゆがむ。外底部の回転糸切り

痕は、なで消されている。みこみには使用痕が明瞭である。また、この部分にはに他の製

品の高台端部が釉著し、ここから外側に淡緑色の自然釉が厚くかかる。みこみは使用痕が

明瞭であるが、釉着した高台端部は折り取ったままの粗面となっている。20は耳皿で、耳

部を欠く。高台はやや高い。外底部の回転糸切り痕は、なで消されている。みこみ及び体

部には淡緑色の灰釉を施す。21・22は広口壷。胎土・焼成などの状況がよく一致し、同一

個体と考えられる。21は、口縁部1／4程度の破片。頸部はやや太く、ラッパ状に開き、

口縁部で縁帯を形成する。外面及び口縁部上方には淡緑色の灰釉を施す。内面にはやや粗

い布の圧痕を部分的に残す。22は、底部1／4程度の破片。底くがっしりとした高台と直

線的な体部を有する。外面には淡緑色の灰釉をハケヌリするが、一部に発色不良が認めら

れる。23は椀か。底部片で高台を有し、白色の非常に緻密な胎土を使用する。表面の摩滅

が著しいが、ロクロまたは回転台を使用しているか。24は甕。口縁部の小片で、0．3～1．5

mm大の砂粒を含むやや粗雑な胎土を使用している。二次的な比熱を受ける。

25～27は灰釉系陶器。25は椀D2。ほほ完形。みこみには使用痕が明瞭である。また、

ここには他の製品の高台端部が部分的に釉着し、この部分より外側に緑白色の自然釉が部

分的にみられる。みこみには使用痕が明瞭で、釉著した高台端部は研磨により平滑化され

ている。26は椀D1。1／3程度の破片で、ひどくゆがむ。また、みこみには他の製品の

高台端部が部分的に釉著し、この部分より外側に淡緑色の自然釉が部分的にみられるほ

か、使用痕が明瞭である。なお、釉著した高台端部は研磨により平滑化されている。ま

た、煤状のものが付着するが、これは破面にまでおよぶ。なお、二次的な比熱は受けては

いない。27は小椀C、口縁部を3／4程度欠き、全体にややゆがむ。高台が部分的に欠落

する。みこみには使用痕が明瞭である。

28～33は灰釉系陶器。28は椀D1。完形。仕上げはていねいである。使用痕があまり認

められない。29は椀C。ほぼ完形。内面には淡緑色の自然釉が厚くかかる。みこみには使

用痕が明瞭である。30は椀Dか。体部以下を欠く口縁部1／4程度の破片。仕上げはてい

ねいで、使用痕があまり認められない。31は椀D2。底部片で体部により上方を欠く。み

こみには使用痕が明瞭である。32は椀C。底部片で体部より上方を欠く。みこみには使用

痕が明瞭である。33は椀C。底部1／2程度の破片。体部より上方を欠く。みこみには使

用痕、ぬた痕が明瞭である。

34～39まで灰釉系陶器。34は椀E。みこみには使用痕が明瞭である。35は、1／5程度

の破片。みこみには使用痕が明瞭である。36は椀H。底部片で腰部より上方を欠く。みこ
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SE20

みには使用痕が明瞭である。外底部には墨書『清？』がみられる。37は小皿Cほぼ完形。

口縁部付近に濃緑色の自然釉がかかる。全体に使用痕があまり認められない。38は小皿

B。ほぼ完形。やや大振りで、口縁部付近に部分的に濃緑色の自然釉がかかる。みこみに

は使用痕が明瞭である。39は小皿C。口縁部を1／4程度欠く。口縁部及びみこみに濃緑

色の自然釉が厚くかかる。使用痕が認められず、焼成時に釉遺した窯壁片すら研磨を加え

てはいない。

40は土師器皿。完形。胎土は緻密で、口縁部下方で屈曲し、口縁部は丸く納める。底部

は平底となる。仕上げはていねいで、ロクロまたは回転台使用。外底部には回転糸切り痕

を留める。口縁部内外面に煤状のものが付着するが、二次的は比熱は受けてはいない。み

こみは使用痕により磨滅する。

41は椀F2。口縁部を2／3程度欠く。高台は部分的に欠落する。体部内面及び口縁部

には淡緑色の自然釉が厚くかかる。みこみには使用痕が明瞭である。口縁部の一部には、

煤状のものが付着するが、これは破面にまで及ぶ。なお、二次的な比熱はうけてはいな

い。42は椀E1。1／5程度の破片。体部内面及び口縁部には淡緑色の自然釉が厚くかか

る。全体に使用痕があまり認められない。43は椀F1。1／3程度の破片。口縁部はやや

ゆがみ、高台は部分的に欠落する。体部内面には淡緑色の自然釉がまばらにかかる。みこ

みには使用痕が明瞭である。外底部には墨書がみられるが、文字は判読できない。44は椀

E。底部片で体部より上方を欠く。高台は部分的に欠落する。みこみには煤状のものが付

着するほか、使用痕が明瞭である。外底部には墨書『上』がみられる。45は椀E。底部片

で体部より上方を欠く。みこみは淡緑色の自然釉がかかるが、使用痕が明瞭である。46は

小皿A。完形。体部内面には淡緑色の自然釉がまばらにかかる。みこみは黒色の光沢を持

つ付着物が認められるほか、使用痕が明瞭である。47は小皿C。口縁部を1／5程度欠

く。口縁部及びみこみの一部に濃緑色の自然釉が厚くかかる。みこみには使用痕が明瞭で

ある。

48～50まで灰釉系陶器、51・52は土師器である。48は椀F2。1／5程度の破片。全体に

ややゆがむ。内面に煤状のものが付着するはか、使用痕が明瞭である。49は椀E。底部1／2

程度の破片で体部より上方を欠く。内面に煤状のものが付着するほか、みこみには使用痕

が明瞭である。50は小皿C。1／2程度の破片。ややゆがみ、みこみには使用痕が明瞭で

ある。51は皿。器壁は薄く、体部はやや内湾ぎみに口縁部にいたる。口縁部は丸く納め

る。底部は平底となる。残存状況は、口縁部を2／3程度欠く。0．3～0．5mm大の砂粒を含

む胎土を使用している。ロクロまたは回転台使用で、外底部には回転糸切り痕を留める。

みこみには使用痕により摩滅するが、いわゆる「コロシ」と呼ばれる指なで痕が確認でき

る。52は土師器皿。器壁はやや厚く、体部はやや内湾ぎみに口縁部にいたる。口縁部は丸

く納める。底部は平底となる。残存状況は、2／3程度。胎土は緻密であるが、ややゆがむ。

53～55まで灰釉系陶器、56・57は土師器である。53は椀D。底部片で体部より上方を欠

く。高台は部分的に欠落する。みこみは煤状のものが付着するほか、使用痕が明瞭であ
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る。54は椀H。底部1／3程度の破片で体部より上方を欠く。みこみには使用痕が明瞭で

ある。55は小皿A。1／5程度の破片で、みこみには使用痕が明瞭である。。56は鍋で、

いわゆる「伊勢型鍋」。口縁部の小片である。形態は頸部が短く外反する口縁部で、折り

曲げにより、受け口状を呈する。外面には煤が付着する。57は甕。口縁部の小片で、太く

短い口縁部を有する。口縁部は直角に屈曲する。胎土は0．3～1．5mmの砂粒を含み、やや粗

い。外面には煤が付着し、二次的な比熱も若干受る。

58は陶鐘。上方に鈕を有する分銅形を呈する。紐部上面、肩部、底部を除き縦方向のケ

ズリ調整による。側面には淡緑色の自然釉がかかる。体部は部分的に欠けるが、これは使

用痕と考えられる。重量は、現状で88．2gだが、これを比重により完形品の重量を計算す

ると108．0gとなる。

59～61は灰釉系陶器。59は小皿C。やや大振りで、完形。体部内面には淡緑色の自然釉

がまばらにかかる。みこみには使用痕が明瞭である。60は小皿C。完形。やや大振りで、

口縁部付近に部分的に淡緑色の自然釉がかかる。使用痕が認められず、焼成時に釉着した

窯壁片や、長石の噴き出しすら研磨を加えてはいない。61は壷。肩部より上方を欠く。形

態は、丸みを帯びた体部を有し、底部は平底。体部には部分的に淡緑色の自然有がかか

る。また、体部下方には他の製品の一部が有着しているが、研磨を加えている。なお、底

部には使用痕が明瞭である。

62・63は灰釉系陶器。62は椀F1。底部片で腰部より上方を欠く。高台は部分的に欠落

する。全体に使用痕があまり認められない。63は椀D。底部片で腰部より上方を欠く。全

体に使用痕があまり認められない。

64～66は灰釉系陶器。64は椀D。底部1／3程度の破片で、腰部より上方を欠く。体部

内面には部分的に淡緑色の自然釉がかかる。みこみには煤状のものが付着するはか、使用

痕が明瞭である。65は椀E1。底部1／2程度の破片。みこみには使用痕が明瞭である。

66は小皿B。1／2程度の破片で、みこみには使用痕が明瞭である。

67～69は灰釉系陶器。67は椀G。底部片で体部より上方を欠く。みこみには使用痕が明

瞭である。68は椀E。底部片で体部より上方を欠く。体部内面には部分的に濃緑色の自然

釉がかかる。高台は部分的に欠落する。みこみには煤状のものが付着するはか、使用痕が

みられる。69は椀D。底部片で体部より上方を欠く。体部内面には部分的に淡緑色の自然

釉がかかる。高台は部分的に欠落する。みこみには使用痕が明瞭である。

70～81は灰釉系陶器、82～85は土師器である。70は椀D2。1／3程度の破片。口縁部

はややゆがむ。高台は部分的に欠落する。みこみには使用痕が明瞭である。71は椀E1。

1／5程度の破片。高台は部分的に欠落する。みこみには使用痕が明瞭である。72は椀

C。底部片で口縁部を欠く。体部はゆがむ。内面には部分的に淡緑色の自然釉がかかる。

高台は部分的に欠落する。みこみには煤状のものが付着するはか、使用痕がみられる。73

は椀C。底部片で体部を欠く。みこみには使用痕が明瞭である。74は椀C。底部2／3程

度の破片。みこみには使用痕が明瞭であるはか、部分的に淡緑色の自然釉がかかる。75は
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椀D1。やはり底部2／3程度の破片。みこみには使用痕が明瞭である。76は椀C。底部

片で口縁部を欠く。みこみには煤状のものが付着するが、これは破面にまで及ぶ。なお、

使用痕が明瞭である。79は椀E2。底部1／2程度の破片。体部内面には部分的に淡緑色

の自然釉がかかる。高台は部分的に欠落する。みこみには使用痕が明瞭である。80は鉢。

底部1／4程度の破片。腰部がやや張る体部に高い高台を持つ。底部は胎土の練のが甘

く、焼成時に気泡を生じる。体部内面には部分的に緑白色の自然釉がかかる。みこみには

使用痕が非常に明瞭である。81は小皿A。完形で、ややゆがむ。体部内面には部分的に濃

緑色の自然釉がかかる。みこみには使用痕が明瞭である。82は小皿。口縁部をわずかに残

存させる。胎土は0．3mm大の砂粒のはか、シャモットを若干を含む。体部は内湾し、口縁

部は丸く納める。底部は平底となる。仕上げはていねいで、ロクロまたは回転台使用。外

底部には回転糸切り痕を留める。83は小皿。1／3程度の破片。胎土は0．3mm大の砂粒をふ

くむが、緻密。体部はやや内湾ぎみに口縁部にいたる。口縁部は丸く納める。底部は平底

となるが、体部との境が不明瞭。84は小皿。1／5程度の破片。胎土は0．5mm大の砂粒をふ

くむ。器壁は薄く、体部はやや内湾ぎみに口縁部にいたる。口縁部は丸く納める。底部は

平底となるが、体部との境は不明瞭。85は小皿で、いわゆる「柱状高台」を持つ。底部片

で体部より上方を欠く。底部は平底で突出する。86は鍋。底部を欠く。ややつぶれる球形

の体部に、短く外反する知恵を有する。口縁部は折り曲げにより、玉線状を呈する。外面

には煤が付着し、二次的に比熱を受ける。

87～98は灰釉系陶器。87は椀E1。口縁部を1／3程度欠く。体部内面には部分的に淡

緑色の自然釉がまばらにかかる。高台は部分的に欠落する。みこみには使用痕が明瞭であ

る。88は椀E1。口縁部を3／4程度欠く。口縁部外面には部分的に灰緑色の自然釉がか

かる。みこみには使用痕が明瞭である。焼成時に釉著した窯壁片が研磨を加えず残存す

る。89は椀F1。口縁部を2／3程度欠く。体部はゆがむ。口縁部および体部内面には部

分的に淡緑色の自然釉がまばらにかかる。高台は部分的に欠落する。使用痕が認められ

ず、焼成時に生じた長石の噴き出しすら研磨を加えてはいない。90は椀H。1／3程度の

破片、口縁部はゆがむ。淡緑色の自然釉が、口縁部には部分的に、体部内面にはまばらに

かかる。みこみには使用痕が明瞭である。91は椀E1。底部欠く口縁部1／4程度の破

片。内面には部分的に白緑色の自然釉がにかかるはか、使用痕が明瞭である。92は椀Ⅰ。

体部以下を欠く口縁部1／4程度の破片。体部は胎土の練が甘く、焼成時に気泡を生じ

る。小振りで、内面には部分的に淡緑色の自然釉がまばらにかかる。使用痕があまり認め

られない。93は椀C。底部片で口縁部を欠く。体部はゆがみ、高台は部分的に欠落する。

焼成はやや甘く、使用痕があまり認められない。94は小皿C。1／5程度の破片。使用痕

があまり認められない。95は小皿B。口縁部を1／3程度欠く。内面には部分的に灰緑色

の自然釉がまばらにかかるほか、みこみには使用痕が明瞭である。96は鉢。底部欠く口縁

部1／5程度の破片。体部は直線的に口縁部いたる。口縁部は丸く納めるが、ゆがむ。内

面には淡緑色の自然釉がまばらにかかるはか、使用痕が明瞭である。97は壷。肩部位下を
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欠く1／5程度の破片。肩部からやや短く孤を描き口縁部にいたる。口縁部上方は幅2mm

程度沈線状にくぼむ。肩部内面を除き淡緑色の自然釉がかかるが、一部は剥落する。98は

壷。いわゆる三筋壷。体部の破片で、上部には2本一組の沈線が巡る。

99－122まで灰釉系陶器、123が施釉陶器、125～127まで土師器である。99は椀D2。口

縁部を1／3程度欠く。みこみには使用痕が明瞭である。口縁部の一部には、煤状のもの

が付着するが、これは破面にまで及ぶ。なお、二次的な比熱は受けてはいない。100は碗

E1。口縁部を1／3程度欠く。口縁部の一部はに淡緑色の自然釉が厚くかかる。みこみ

には使用痕が明瞭である。101は椀F1。口縁部を1／4程度欠く。口縁部はややゆがむ。

胎土の練りがやや甘く、焼成時に気泡を生じる。みこみには使用痕がみられる。102は椀

はF1。1／4程度の破片。高台は部分的に欠落する。内面には淡緑色の自然釉がまばら

にかかる使用痕があまり認められず、焼成時に生じた長石の噴き出しすら研磨を加えては

いない。103は椀F1。1／4程度の破片。高台は部分的に欠落する。内面には淡緑色の自

然釉がまばらにかかる。内面には使用痕が明瞭である。104は椀F2。1／4程度の破片。

使用痕があまり認められず、焼成時に生じた長石の噴き出しすら研磨を加えてはいない。

外底部に墨書をもつ可能性があるが、欠落部分が大きく判断できない。105は椀H。1／4

程度の破片。みこみには使用痕が明瞭である。106は椀H。口縁部を1／3程度欠く。全体

にぬた痕が多い。みこみには淡緑色の自然釉がまばらにかかる。使用痕があまり認められ

ず、ぬたの盛り上がりすら研磨を加えてはいない。107は椀Ⅰ。1／3程度の破片。口縁部

はややゆがむ。胎土の練がやや甘く、焼成時に気泡を生じる。みこみには使用痕があまり

認められず、ぬたの盛り上がりすら研磨を加えてはいない。108は椀E。口縁部1／4程度

の破片で底部を欠く。109は椀E。口縁部1／4程度の破片で底部を欠く。やや小振り。全

体に淡緑色の自然釉がまばらにかかる。使用痕があまり認められず、焼成時に生じた長石

の噴き出しすら研磨を加えてはいない。110は椀H。口縁部1／4程度の破片で底部を欠

く。内面には使用痕が明瞭である。11は小皿B。完形。口縁部はややゆがむ。胎土の練り

がやや甘く。焼成時に気泡を生じる。みこみには使用痕が明瞭である。112は小皿B。全

体にゆがむ。みこみには使用痕が明瞭である。113は小皿B。完形。みこみには使用痕が

明瞭である。114は小皿B。完形。焼成がやや甘い。みこみには使用痕が明瞭である。115

は小皿C。全体にひどくゆがむ。使用痕があり認められず、焼成時に生じた長石の噴き出

しすら研磨を加えてはいない。116・117は蓋。いずれも本来は生産地において窯道具とし

て用いられるもの。傘形を呈し、天井部は平坦で、上面に回転糸切り痕を留める。いずれ

も使用痕は認められず、116には、焼成時に付着した窯壁すら研磨を加えてはいない。118

は鉢。口縁部1／5程度の破片で底部を欠く。口縁部には淡緑色の自然釉がまばらにかか

る。内面には使用痕が明瞭である。119は鉢。底部1／3程度の破片で、口縁部を欠く。み

こみには使用痕が明瞭である。120は壷。いわゆる三筋壷。体部の破片で、上部には2本

一組の沈線が巡る。121は壷。底部1／5程度の破片で体部より上方を欠く。底部は平底と

なる。底部の内面および破面には黒色の光沢を持つ付着物が認められる。122は杯。口縁
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部を欠く1／4程度の破片。高く、緩やかに外反する高台と、丸みを帯びた杯部を持ち、

形状は12～14に類似するのか。みこみと高台端部には濃緑色の自然釉がかかる。使用痕は

あまり認められない。123は卸皿。1／5程度の破片。やや内椀する体部と玉縁部の口縁部

を持つ。底部は平底となる。みこみは卸目と、これを取り巻く沈線を施す。全体に淡緑色

の灰釉をハケヌリする。卸目には使用痕はあまり認められない。124は皿。いわゆる「柱

状高台」を持つ底部片で、体部より上方を欠く。底部は平底で突出する。胎土は03mm大の

砂粒や、シャモットなどを含む。表面の摩滅が著しく詳細は判断できない。125・126鍋

で、いわゆる「伊勢型」。いずれも口縁部の小片。形態は頸部が短く外反する口縁部で、

折り曲げにより受け口状を呈する。外面には一部媒が付着する。127は釜。口縁部の小

片。やや内湾する体部に口縁部直下に突帯を持つ。外面にはハケメ調整の痕跡を留めるは

か、煤が付着する。

なお、SD―50からは、図化しなかったがこのほか若干の貿易陶磁片が出土している。

128～131は灰釉系陶器、132は施釉陶器。128は椀E1。1／3程度の破片。みこみには

使用痕が明瞭である。129は椀G。1／3程度の破片。内面には淡緑色の自然釉が部分的に

認められるほか、みこみには使用痕が明瞭である。130は椀Ⅰ。1／5程度の破片。内面に

は淡緑色の自然釉が部分的に認められる。使用痕しが認められず、焼成時に釉著した窯壁

片すら研磨を加えてはいない。131は椀F。口縁部1／5程度の破片。底部を欠く。内面お

よび口縁部には、淡緑色の自然釉がかかる。使用痕が認められず、焼成時に生じた長石の

噴き出しすら研磨を加えてはいない。132は卸皿。1／5程度の破片で、やや内椀する体部

に平坦な口縁部を持つ。底部は平底となる。みこみには箆による卸皿を持つが、使用痕は

あまり認められない。全体に淡緑色の灰釉をハケヌリする。

133・134は灰釉系陶器。133は椀F2。底部片で口縁部を欠く。内面には部分的に濃緑

色の自然釉がまばらにかかる。みこみには使用痕はあまりみめられない。134は椀F。底

部1／3程度の破片。内面には一部白変する淡緑色の自然釉が厚くかかる。みこみには使

用痕はあまり認められない。高台には部分的に煤状のものが付着する。

135・136は施釉陶器。135は天目茶椀。口縁部1／4程度の破片で、底部を欠く。体部か

ら丸みを持ち、口縁部直下で立ち上がる形状。外面下方を除き、前面に飴色の鉄釉を施

す。136は緑釉皿。完形。体部はやや内湾ぎみに口縁部にいたる。口縁部は丸く納める。

底部は平底てなる。口縁部には淡緑色の灰釉をツケガケする。みこみには使用痕が明瞭で

ある。

（池本　正明）

注

1　灰釉系陶器の概念は、（池本正明「猿投窯の「山茶椀」一灰釉系陶器について－　rマージナ

ル』10　愛知考古学談話会1990・池本正明「奥三河の灰釉系陶器　灰釉系陶器について2」
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『考古学フォーラム』1　愛知考古学談話会1990）による。

2　藤澤良祐　「瀬戸古窯址群Ⅰ」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』Ⅰ　瀬戸市歴史民俗資料

館1982

3　田口昭二　『美濃古窯の灰釉陶器と山茶碗』　多治見市立精華小学校1973

その他の土器

ヘラ記号 SD15より出土した土器片で、常滑産の壷（下部の沈線からみると三筋壷か）の肩部

に先端部が割れている軟弱な原体で施紋される。施紋順序はまず対面するく字状を描いて

方形部わ作り、その間に縦位の沈線を引き、その後左上から右下に向かう二本の沈線、右

上から左下に向かう5本の沈線・下部の横位の沈線・右側の縦位の沈線の順になる。（第

62図）

土製品

加工円盤 土器の破片の側面を打ち欠くことにより円盤状の形態を作り出しているもので、総数73

点出土している。その内、灰釉系陶器の高台部を使ったものが37点あり、3～4cm程度の

小型のもの（767～784）と6～7cm程度の大型のもの（785～791）に分かれる。大型のも

のの中には、785のような小皿の底部を使用したものも2点みられる。体部を使ったもの

は17点あり、灰釉系陶器の椀・鉢・常滑産の壷（795）、鉄釉のかけられたもの（798～

801、799は擂鉢）、天目茶椀（807）等、多様なものが出土している。また、須恵器を

使ったものが15点みられた（810～817）。これらの遺物のうち遺構から検出されたものは

全て鎌倉時代以降の遺構からの出土であり、確実に古代に遡る資料は見いだせなかった。

ため、加工が施された時期は12世紀以降であると考えたい。また、土師器を加工したもの

も4点出土しているが（808・809）、これらはおそらく古代の甕の体部であり、加工時期

は須恵器と同じく鎌倉期以降と思われる。使用部位は、杯・椀の高台・底部が多いが、宝

珠つまみを打ち欠くもの（814～817）が特徴的である。

（宮腰健司）

第62図　ヘラ記号を有する壷（1／2）
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Ⅴ．考　察1

1．弥生中期土器にみる複数の〈系〉　その2

―　大渕遺跡並行期を中心として　―

2．大測遺跡出土の土錘について

石黒立人

宮腰健司・古橋佳子
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1．弥生中期土器にみる複数の〈系〉　その2

―　大渕遺跡並行期を中心として　―

はじめに

すでに我々は、伊勢湾地方の弥生中期土器について、それが複数の〈系〉によって構成

され、しかもそれぞれが独自の動きをしつつも相互作用しながら全体的な動きを形成して

推移するものであるという視点を提示した（石黒1990a．1990b．1990C）。その場合

の相互作用は、いちおうは同一水準で行われるものであると考えているが、しかしそれも

大渕遺跡成立以前であり、大渕遺跡成立以後の時期においてはそれぞれの〈系〉　も急激な

変化をきたし、その存在様態を大きく変えることになる。

こうした変化の要因には〈凹線紋系土器〉があるわけだが、〈凹線紋系土器〉に関して

はこれまで余り深く議論されることはなかった。私も「外来系」としてくくるのみで、そ

の内容にまであまり深く立ち入らなかった。阿弥陀寺遺跡報告（財愛知県埋蔵文化財セン

ター1990（石黒1990a））では、多少見通しめいたことをしるしはしたが、あくまで課題

の提示にとどまるものであった。従って、ここではすでに提示した見通しの検討をすると

ともに、この時期の集落および文化要素全般の動向をにらみながら〈凹線紋系土器〉を含

めた複数の〈系〉に関しての具体像を結んでみたいと考える。

なお、〈系〉区分については本文での規定に準じる。

1．大測遺跡と周辺の遺跡

大渕遺跡の北ほぼ0．5kmには甚目寺町阿弥陀寺遺跡、北西約1．5kmには甚目寺町森南遺跡

が存在する。そして北東約5kmには一市3町にまたがる朝日遺跡が存在する。朝日遺跡を

除いては一応比較に足る資料が提示されているので、それらとの比較を行いながら当該期

の様相について概観しておこう。

森南遺跡（甚目寺町教育委員会1990）ではSK59とされた貝殻廃棄を伴う大形の土

坑からまとまった一群が出土している。報告では、上層、中層、下層の3層に区分されて

いる。このうち中層土器群は上下層をつなぐ漸移的な様相を示し、資料的な混在が認めら

れる。従って、中層を除いて上層と下層を基準とするのが良さそうである。

下層はⅠ系の組成的な安定とⅣ系との共存状態を典型的に示し、上層はⅠ系の組成が崩

壊し存在しても断片的となってⅣ系とⅢ系の共存が特徴的になるという、それぞれ大渕遺

跡における1期、2期aの特徴を共有している。はかに参考となる遺構は若干存在する

が、概ね大渕遺跡の2期aまででおさまるようである。

阿弥陀寺遺跡では居住域を取り巻く環濠からそれぞれまとまった一群が出土している。

提示されている時期区分によれば、南部地区においては内側2条の環濠出土土器群がⅠ系

が組成的に安定したままⅣ系と共存する傾向を示す「Ⅲ―1期」、もっとも外側の一群は

「Ⅲ―2期」、北部地区においては外側2条が「Ⅲ―1期」、居住域に内接する環濠出土
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土器群がⅠ系の組成的安定からⅣ系に台付甕が成立し始める段階である「Ⅲ―1期」から

「Ⅲ―2期」の資料が出土している。

そのはか、方形周溝墓溝内や住居跡廃棄、土坑などからも比較的良好な資料が得られて

いる。ここでも、「Ⅲ―1期」ではⅠ系が組成的に安定して存在しⅣ系と共存、「Ⅲ―2

期」になるとⅠ系が断片的となってⅣ系とⅢ系の共存が特徴的になるという傾向が碓認で

きる。以上の年代を対比すると次のようになる。

中期分区（1）

4―1

4―2

4―3

森南遺跡

SK59下層

SK59上層

×

大渕遺跡

1期

2期a

2期b　△

阿弥陀寺遺跡

Ⅲ－1期

Ⅲ－2期

Ⅲ－3期　△

＊　×：認められない，△：少量で不安定．

ところで阿弥陀寺遺跡で設定した「Ⅲ―3期」は上述のように大渕遺跡の2期bに相当

した内容である。それは一応独立させてはあるものの決して安定したものでなく、遺構数

・土器の出土量とも極めて少ないのである。この時期（中期4―3）は、確認できない森

南遺跡は当然として大渕遺跡・阿弥陀寺遺跡を通してその不安定さは特徴的でさえある。

このことが、遺跡の存続期間に関わることなのか、あるいは遺跡の遺存状況に関わること

なのかは大きな問題であるけれども、私はそれを尾張地方南西部低湿地帯における集落の

衰微という共通した現象と考えたい。

このように考えるのは、名古屋台地以東において上記遺跡で衰微傾向を示す時期に対応

するかのように新たに遺跡の増加・定着が認められるからである。

2．大渕遺跡と東方の地域

名古屋台地では弥生時代中期を通じて遺跡分布が希薄である中で、遺跡の増加するのは

中期4―1以降である〈凹線紋系土器〉展開期であり、しかもその最初期はまとまった資

料が少ない。古沢町遺跡（名古屋市教育委員会1966）などで採集されているが断片的だ

し、「外土居式」の標準資料も詳細は不明である。報告された遺跡資料では、例えば瑞穂

遺跡（名古屋市教育委員会1984）の住居跡は中期4―2、方形周溝墓資料は中期4―3

である。

高蔵遺跡はその広い遺跡範囲の中で、環濠の一部と考えることのできそうな「E地点濠

状遺構」（瓜郷遺跡調査会1963）と呼ばれた部分の存在から比較的遡る（中期3には確

実遡り、中期2まで遡る可能性がある）安定した遺跡ではないかと考えられる（2）が、こ

うした痕跡は少ないのが現状である。

知多半島では位置的にその付け根部分に当たる知多市細身遺跡（知多市教育委員会1980

―84）で中期4―1相当のⅠ系土器群がまとまって出土している。それに対して本来この
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地域が主たる分布圏と考えられてきたⅢ系（「獅子懸式」と呼称されている）は中期4―

2相当が主であり、両者には時期差が認められる。しかも重要なのは、Ⅰ系土器群の組成

的安定とともに紋様には大渕遺跡や森南遺跡では出土頻度のきわめて低い磨消線紋が認め

られることで、阿弥陀寺遺跡の「Ⅱ―2b期」との近似性が注目されるのである。Ⅳ系の

主力がどちらに対応するのか確定できないが、このことは尾張地方でのⅠ系とⅣ系の関係

を考える上で示唆的であるだけなく、後述の岡島遺跡（（財）愛知県埋蔵文化財センター

1990）のあり方を考える上でも示唆的である。

矢作川下流域の西尾市岡島遺跡では弥生時代中期を通じて遺跡が形成されているが、中

期4－1のまとまった資料としてはSD25出土土器群がある。ここでは、Ⅲ系は当然と

して、Ⅰ系とⅣ系が出土している。Ⅰ系は細頸壷・台付甕があり、細頸壷には磨消線紋が

認められる。台付甕はⅠ系そのものであり、両者の存在は上述の細身遺跡を経由させると

理解し易いものとなる。岡島遺跡では中期4－2になるとⅢ系甕はほとんど台付甕となる

が、Ⅰ系台付甕との技術的な共通性は無い。これはⅠ系の台付甕が表現的側面にのみ影響

を与えたからであろう。Ⅳ系はこの時期はまだ断片的で尾張地方とは様相が異なる。Ⅲ系

は尾張地方でのⅠ系のような急激な衰退は遂げないで漸移的に変化していくようである。

しかし、結局は最後に比率が逆転してⅣ系が主体を占めるようになる。

知立市天神遺跡（知立市教育委員会1985．86）は岡島遺跡とは異なり中期4以後に形

成される遺跡で、ある意味で大渕遺跡と似通った形成を見せる遺跡であるが、ここでは、近

接する小針遺跡（知立市教育委員会1976）がほぼⅢ系で占められるのとは異なり、Ⅳ系の

頻度が極めて高い。Ⅳ系壷には体部が稜を持つほどに強く屈曲し外面にミガキを施すもの

があり、中期4－3に相当する。組成的には安定した様相を示している。台付甕の中にはⅢ

系からⅣ系への変換もあるようで相互作用は包括的変換の完了に向かっている感がある。

豊橋市橋良遺跡では住居跡と方形周溝墓が検出されている。第13号竪穴住居跡出土土器

にはⅠ系台付甕のかなり変形したもの（第8回東海埋蔵文化財研究会1990『伊勢湾地方の

弥生時代中期をめぐる諸問題』資料集：P105―43）があり、中期4―1のⅠ系波及から

時期的に下がる資料ではないかと考えられる。おそらく遡っても中期4－2ぐらいであろ

う。また在来系土器と考えられるものには第1号竪穴住居跡出土土器（前掲書：P104―

36・37）のようにかなり東方的な様相を見せるものがあり、炉縁石の存在とあわせて今後

検討の余地を残すものである。方形周溝墓資料では、当然住居跡よりは新しく中期4―3

に相当するけれども、一部には第2号方形周溝墓資料（前掲書：P103－31）のようにさ

らに下がるのではなとかと考えられるものもある。

中期区分

4―1

4―2

4－3

尾張南西部

Ⅳ系◎Ⅰ系◎

Ⅳ系◎Ⅲ系◎

Ⅳ系△

名古屋台地・知多半島

Ⅰ系◎Ⅳ系△

Ⅳ系◎Ⅲ系△

Ⅳ系◎

三河西部

Ⅰ系◎Ⅳ系△

Ⅳ系△Ⅲ系◎

Ⅳ系◎Ⅲ系△

三河東部

？

Ⅳ系◎Ⅲ系◎

Ⅳ系◎
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3．〈凹線紋系土器〉あるいはⅣ系土器の地域差

Ⅳ系土器は上述のように広範囲に展開する。それらがすべて同一の起源を有するもので

ないことは改めて述べるまでもないことであるが、一応ここで整理しておこう。

この諸特徴は伊勢湾地方西岸部と東岸部、あるいは北部と南部というように大きく区分

できる。

伊勢湾地方西岸部

いわゆる伊勢地方は、東岸部と極めて緊密な関係を示す四日市市周辺の北部地域平野

部、ほとんどⅤ系分布圏として見なすことのできる鈴鹿市から亀山市にかけての北部地域

内陸山麓部、Ⅴ系および大和地方との関係を示す津市周辺の中部地域、伊賀地方南部（名

張）を経由して大和地方との緊密な関係を示す松坂市・伊勢市周辺の南部地域というよう

に区分できる（鈴木克彦1990：前掲書所収）。

北部地域を代表する永井遺跡（四日市市教育委員会1972）は、SX74・75という

方形周溝墓出土土器で、低脚台付甕の存在からおおむね中期4－2以後に位置づけられ

る。包含層資料では中期4―1に相当する資料も出土している。ほとんど東岸部的特微の

延長である。

中部地域・南部地域では北部地域と異なり、甕に台付甕が分布しないだけでなく、技術

的にも体部内面のケズリ手法が認められない。壷の紋様構成は簾状紋など差異が目だっ。

さらに南部地域になると鳥居本遺跡（前掲書　所収）のように水差し形土器が存在し、畿

内地方への傾斜を強める。

このように相互に差を示す4地区に区分できるわけであるが、Ⅳ系の系譜は伊勢湾東岸

部に共通する一系統、大和地方経由の一系統で整理できる。伊賀地方北部を経由しての琵

琶湖地方（近江地方）南東部との関係は、Ⅴ系に関しては言えても、Ⅳ系の伝達ルートと

してそれほど太いパイプであったかどうかは今後の検討に委ねる必要がある。かつては鈴

鹿峠越えルートを考えていたが、この地域を占めるⅤ系の独自性の強さは分布上の連鎖を

遮断するかの感があり、中期3までは媒介的だが中期4では閉鎖的になると考えたほうが

よさそうである。

伊勢湾地方東岸部

Ⅳ系の特徴はなんと言っても出現期から認められる甕の内面ケズリ手法である。これは

西岸部のⅣ系と明確に区分する指標である。そして台付甕の存在。これもⅠ系台付甕から

の変換として尾張地方南西部で独自に発現した個性で、中期4―2以降の東岸部Ⅳ系甕を

規定する要件となる。

Ⅳ系成立期である中期4―1の形質的・表現的属性および組成の共通する地域を伊勢湾

地方の外部に求めると、最も近接するのは琵琶湖地方北東部（米原町・近江町・長浜市周

辺）である。〈凹線紋系土器〉が尾張地方で成立したものでは無い以上、琵琶湖地方北東

部からの波及を考えるのが妥当である。伊勢湾西岸部の永井遺跡の土器群も尾張地方南西
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部だけでなく琵琶湖地方北東部からの直接波及を考える必要もある。

このような伊勢湾東岸部との関連が考えられる琵琶湖地方東北部であるけれども、さら

にそこへの〈凹線紋系土器〉の波及はまた如何なる経路で行われたのかという点について

は、また新たな課題となる。現状では内面ケズリ甕の分布など検討の余地を残すようであ

るが、波及経路の微細な検討は湖上交通の独自性などもあり、陸上での細かな連鎖を追及

しても追いきれない可能性がある。

いずれにしても、Ⅳ系は形質的属性にしろ表現的属性にしろ属性段階での離散性はⅢ系

成立期のように顕著であるから、そうした属性の統合された枠組みが構築された地域の特

定を今後進めなければならない。

伊勢湾東岸部においてⅣ系は中期4－2になると、甕の体部外面に波状紋が加えられた

り、また口縁部が微妙に受口状口縁を呈するものが出現する。大測遺跡では体部外面にハ

ケメ工具による羽状連続圧痕が施されるものも出土している。壷では、中期4―1の細頸

壷口縁部外面や太頸壷口縁部内面の櫛刺突羽状紋がハケメ工具連続羽状圧痕紋となる。こ

うしたハケメ工具連続羽状圧痕紋は、壷に限らず高杯や台付鉢にも認められる紋様手法で

あり、それが単に櫛刺突羽状紋の変化したものと看ることはできない。もともと櫛描紋手

法に刺突紋は存在するが、それが主要な紋様手法となることは畿内地方中心にも認められ

ない現象である。

原体の差と時間的な隔絶さを無視するならば、刺突紋手法は前期には日本海側地方で特

徴的であり、中期になると近畿地方の日本海側地方だけでなく北陸地方にも散見されるよ

うになる。こうしてここで言うⅤ系でも刺突紋は顕著である。いま、琵琶湖地方のⅣ系を

眺めるとそこにおけるハケメ工具連続羽状圧痕紋の分布は北半部においてやや濃いのであ

り、それと甕の内面ケズリとあわせて考えるなら日本海側地方との関連が強まった結果と

して理解できる余地がある。

ところで、Ⅴ系でも受口状口縁壷の口縁部外面の紋様としてハケメ工具連続羽状圧痕紋

が認められることについては触れたけれども、これはⅣ系における様相はど普遍性はなく

受口状口縁壷に限っての部分使用であるので一応無視できると考えるが、甕体部外面の波

状紋は刺突紋が加わらないとはいえ直線紋を組み合わせる例もあるので、なお属性の起源

が収束するかどうか検討の余地がある。

尾張地方ではⅣ系は斉一性が高く、そこに地域差は認められない。知多半島以東への波

及期においてようやく時期的な差が顕在化する。

現状では三河地方の様相が完全には明らかとなっていないけれども、岡島遺跡の土器を

参考に考えてみよう。

岡島遺跡では甕はすでに台付甕となっており、時期的には中期4－3に相当すると考え

られる。体部外面にはタタキ調整、内面にはケズリ調整が施され一見尾張地方のⅣ系台付

甕と同じ様であるが、実際にはタタキ調整の傾きが尾張地方では左上がりであるのに対し

岡島遺跡資料中には右上がりという逆方向の例があるのである。　これは中期2のⅠ系を
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原型とするⅢ系の甕にも言えることであるが、なぜか鏡像のように反転するのである。技

術的には同一であるが、その具体的製作工程における所作に於て異なるのである。このこ

とはタタキ調整痕が表現的属性とはなっていなかったことを示しているのであろう。

4．Ⅱ系の消息

〈条痕紋系土器〉であるⅡ系は、中期2にⅡS系とⅡN系に分岐する。後者は以降も継

続して後期まで残存するようであるが、前者は中期3以降の消息が明確となっていない。

明確ではないという事実は、朝日遺跡・阿弥陀寺遺跡など尾張地方南西部の遺跡群にあっ

てのことであり、本来の分布圏での事実ではないので、なお確定的ではない。しかし、少

なくとも中期2まではその存在は明確であったから、それが不明確となることは、ⅡS系

固有の分布圏がⅠ系との相互作用によって不安定化したか、Ⅰ系分布圏の拡大によって統

合された可能性はある。特に、Ⅰ系において中期3に成立する磨消ハケメ手法が、本来Ⅰ

系櫛描紋の変化系列からは生じ得ない要素であることを考えると、それがⅡS系から参入

した要素である可能性も考慮しなければならない。つまり、研磨を加えた無紋帯がⅠ系、

ⅡS系両者には存在するが、Ⅰ系の変化は無紋帯と櫛描紋帯の幅狭化による多重化であ

り、そのなかで後者が欠落して磨消線紋となるのである。これに対し磨消ハケメ帯にはそ

うした傾向は希薄である。多重化はほとんど認められないのである。

磨消ハケメ帯は、櫛描紋に関わると言うよりは、非櫛描紋としての性格を強く示してい

るのであり、それは櫛描紋系土器への傾斜が著しいⅢ系ではありえないし、Ⅰ系と分布圏

の重複するⅡS系に起源があるとする方が納得しやすいと考える。

このようなⅡS系のⅠ系との融合的変化のなかで、中期4になって新たに表面化するの

が、第63図に提示した土器群である。これらについては、阿弥陀寺遺跡の報告で「B系

統」（ここで言うところのⅢ系）との「折衷型」としてくくった。Ⅲ系が固有の特徴をもっ

て体系的に存在し、しかも体制化し、尾張地方南西部へも搬入品として多数流入するとい

う状況において、上述の点とも関わってここであげた土器群にはⅢ系との共通性があると

は言えないのではないかと、思い直すに至ったからである。

686・1374・1365・1168・1のように頚部に認められる隆起とそこに施された斜格子紋

やヘラ描羽状紋は、Ⅲ系で主要な紋様として使用されるのは中期2か中期4―2以降であ

り中期3では衰退するから、中期3での存在が一部でも認められるⅡS系要素の存続した

ものと考える方が妥当なのではないかと患うのである。

このような微細な要素への注目は、体系とは無関係な個別の要素に対する過剰な反応で

あるという意見があるかも知れない。しかし、個別の要素が断片化するのは分布上のまと

まりがなくなって一定の組合せ（シンタクス）が崩壊したときであり、それに対しこれら

は分布上も限定されまた紋様的には頚部の隆起というⅠ系固有ではない特徴とそれに組み

合う紋様という一定の関係が保持されているのである。そして、特に重要視すべきはそう

した特徴に関わると考えられる資料が伊勢湾西岸部でも散見されることである。
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この点で第63図の1はおもしろい資料である。南部地域で出土したものであるが、①口

縁部から頸部にかけては北部地域的な特徴を有し、②体部は磨消線紋が施され尾張南西部

的な特徴が顕著である。そして③頸部には隆起と斜格子紋が施されている。

西岸部のⅠ系内においては③のような特徴が、決して頻度は高いわけではないがⅢ系や

Ⅴ系にはつながらない要素として広い範囲で認められるのである。これに関しては、西岸

部のそれを固有の情報保持の場があると言うことは困難であるけれども、逆に保持の場と

して尾張地方があると考えることはできるのであり、そこに強く表面化することはない連

続した場を想定したいのである。

こうした意味で、305・664・16・210のような連弧紋も同様に重視する必要があると考

えるものである。連弧紋は元々ⅡS系固有の紋様であり、それがⅢ系の主紋様として伝わ

るという経緯がある。しかし、Ⅲ系の変遷過程のなかで連弧紋は櫛描紋化していくのであ

り、ここで挙げたような磨消線紋風の連弧紋とはならない。磨消線紋風であることはⅠ系

の磨消線紋との関わりであろうが、勝川遺跡例16のように二枚貝刺突紋による連弧紋の

存在は、それも体部上半の紋様が磨消線紋の横帯構成であることを見るなら、中期2に存

在した二枚貝刺突連弧紋壷からの系譜を強く示唆しないではおかないのである。

これら紋様がただ断片として、単なる意匠の選択肢を構成するものに過ぎないのであれ

ばそれほど重要視する必要もないし、そうであれば重要視ではなく過大評価ともなる。そ

れについては、それら資料の分布状況の重視、その紋様構成（シンタクス）へ上のパター

ンや系譜上の近接さなどを判断材料とするという立場によって、固有性を認めることに問

題はないと考える。

今後こうした事例が着実に増加することを期待するしか現在の我々には許されていない

が、Ⅱ系の固有性はそれが分岐して伝統を明確に保持するにⅡN系だけでなく、Ⅰ系に引

き付けられていくⅡS系にも認めることができると考えておきたい。そして、それは中期

4という時期にあって、一旦はⅠ系の枠にはめ込まれたⅡS系にも、それが系譜的に存続

していたが故に、独自な動きを許すことになったのだと考えたい。もちろん、これらの事

例はあくまで土器に限定されていることであり、それが集団の行動そのものに対応するわ

けではない。が、土器の日常的な使用という生活資料としての実用的機能ではなく、儀礼

などのような非日常的な場における使用というような非実用的機能としての象微的役割

（伝統の持続）を認めることが可能ならばなら、という思いが強くするのである（3）。

5．中期4の社会

中期4は外来系としてのⅣ系と在来系としての諸系の相互関係の中で、最終的にはⅣ系

主導の体制が形成されていくという、土器においてはⅠ系からⅣ系への交代の時期であ

る。遺跡の展開に関しても、それ以前とは異なり形成・衰退が短期間で起こり極めて流動

性の高いものとなっている。この高い流動性がある意味で斉一性を形成する基盤になって

いるともいえる。
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中期4―1では大渕遺跡・阿弥陀寺遺跡・森南遺跡で見られるようにⅠ系とⅣ系との一

遺跡内での共存という現象が生じる。この背景は、生産体制の共存であるのか、消費類型

における共存であるのか、なお確定していないけれども、こうした共存現象はⅣ系の波及

する地域では共通して観察できるのであり、ある意味で弥生時代前期の〈遠賀川系土器〉

波及期とも共通するものである。

両者とも、伊勢湾地方にとって外部要素であり、異質な体系であることによって、すぐさ

ま在地化することなく独自な系として表層的に分布圏を拡大するという現象を経過する。

このことは琵琶湖地方でも同様である。いわゆる「近江系土器」（ここで言うⅤ系に相

当する）が独自性を強めるのもⅣ系の波及期で、北部と南部の地域差は別にしてこの時期

には低地平野部と高地内陸部の相違も解消されるようである。

まさに、基層としての〈在来系〉と表層としての〈外来系〉であり、両者が一遺跡、一

地域において二層構造を形成するのである。そして、この二層構造は相互作用における強

林遺跡

阿弥陀寺遺跡

森南遺跡

朝日遺跡

勝川遺跡

1

686．1374．1365．1168．1164

305

210．664

16

第63図　Ⅱ系土器の消息
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弱の発現からみて、Ⅳ系が上位にそれ以外が下位に位置することによって、結果的にはⅣ

系が全体化して以後の時代の方向を決定することになる。

ところで、このような土器に現れた変化は、社会としてはどのようであろうか。社会は

基本的には不可視的な関係体であり、考古学的に把握することはきわめて難しい。遺跡配

置論が社会論と同一レベルで考えられてはいるけれども、遺跡の配置が社会的に規定され

たものであることを言うためには、①その配置が相互規定されたものであることを示さな

ければならない、②それぞれの遺跡の継続性が内的連続性を有したものであることを示さ

なければならない。③一定の範囲（境界）の存在が問題にされ示されなければならない。

つまり、対象とする遺跡は定住集団が形成したものでなくてはならないし、そうした遺跡

のネットワークが関係体の現象面の一端としての遺跡の空間的配置であることを証明しな

ければならない。従って、それによって描かれる得るのは定住農耕民社会であり、おそら

く伊勢湾地方の一部を占めるであろう定住性の乏しい集団の社会は把握できないことにな

る。ということは、それによって描かれた社会は一面的であることになる。もちろん時代

の主要な部分は定住農耕民社会によって形成されるであろうし、弥生時代以降の社会的趨

勢が定住農耕民社会によって規定されていくことからもそれは間違った方法ではない。し

かし、間違ってはいないが十分ではないのではなかろうか。列島の弥生時代以降の文化が

すべてそれによって一色になるとは考えられないのである。これでは地域の個性を等閑視

することになると考える。

社会を考えるについては処理すべき問題が多い中で、まず中期4の考古学的事実を整理

するなら、①短期的な遺跡形成が顕著となる。②伝統的集落はその姿を変える。③Ⅳ系土

器の分布圏について言えば、山間部も含めて地形環境における農耕不適地を阻害要因とし

ないであらゆる地域に浸透する。④墓制、住居構造、石器などに大きな変化が生じる。な

ど、画期としての様相が際だっている。①と③は構成する集団の移動性が非常に高いこと

を示している。あるいはⅣ系を中心としての周辺部の情報伝達が活発化すると見なすこと

もできる。④は伝統性の喪失、すなわち外部からの文化的圧力が強くそれによって変質さ

せられたことを示す。この外部からの圧力とは、端的な表現が環濠の廃絶・埋没であろ

う。それはおそらく武力を伴うものであったろう。

このような画期的な様相の卓越する時期の社会は、まさに不安定なものであり、全体と

してくくることができるようなものではないだろう。○○社会というような固有の枠を有

しない、実態は個々の集落単位でまとまってしまっているようなものであると考える。そ

の端的な表現は関東のモザイク的な囲郭集落の分布状況であろう。一旦まとまったかに見

えたものではあるが、実際は外的な圧力に対して十分に求心力の働く場がなく、離散して

しまったことを示すと考える。

社会とは、一定の空間的範囲において存在する集団の相互依存関係を表現する用語であ

るなら、中期4は以前の社会が崩壊して新しく構築されつつある時期として、新たな社会

の築かれる時期、つまり変成期として把握する必要があると考える。
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この変成期に、尾張地方を含めた伊勢湾地方は大きな社会的・文化的圧力をこうむり、

一部は東方へと逃れ、他は新しい枠にからめとられている。新しい枠は、なお未完成であ

り、再度の構築を必要とするけれども、そのために固有の伝統は崩壊し、新たな容貌をみ

せることになるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石黒　立人）

註

（1）私はこれまでいくつかの時期区分表記を使用してきた。ここでの区分「中期4」は次の文献による。1986「伊勢

湾周辺の弥生中期土器に関する覚書　86」『第7回　三県シンポジウム　東日本における中期後半の弥生土器』群

馬県考古学談話会他。

しかし、そこでは中期4を「1段階」、「2段階」というように段階区分した。それに対してここでは、「段階」

そのものの規定も問題と考え、単に序列としての1－3に改めるている。

弥生時代の時期区分ついては特に「こうあるべきだ」、「こうすべきだ」というような考えは持っていない。その

時点での説明の簡便さ、対象との関係において最も適合的と思えるものであればよいと考えている。いずれにし

ても区分は便宜的なものである。

（2）高蔵遺跡を含めて名古屋台地の諸遺跡は平野部の遺跡にも増して問題を内包している。それは、これまで調査例

が少ないということではなく、地形的に余り水田可耕地が望めないと想定されるのに弥生時代前期から遺跡が形

成されるという、単純な水田農耕社会一元論では理解できない側面を有するからである。その意味で、弥生時代

前期ではなく、以後にも環濠集落が形成されていることが明らかとなれば、弥生社会の理解に対し寄与するとこ

ろは大きいのではないかという思いがある。同様のことは知多半島に展開する諸遺跡についても言える。

（3）Ⅱ系（特にⅡN系）については、それがマイナーだから注視するではなく、「弥生時代とは何であるのか」という

問いにおいてはメジャーな存在だからである。現状ではそれほど開発の及ばない地域、というよりそれゆえに埋

蔵文化財に対する対応が遅れている地域が主要分布圏であるという現状にあって、現在把握できる資料から語り

得る部分は少ない。ほとんど想像である。
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2．大渕遺跡出土の土錘について

はじめに

大渕遺跡で出土した土錘は総数318点を数える。その全てを占める管状土錘は従来より

漁網用とされており、河口地帯の低地部に立地する同遺跡の生業及び生活の一端を考える

上で重要な位置にあると思われる。また、県内の古代遺跡でこのようにまとまった童が出

土することは希少な例であるため、若干の統計的な処理をもとに、土錘の分類・製作・使用

状況について考え、今後同様の環境を有する遺跡から出土する土錘の基礎データとしたい。

時期 出土土錘のうち121点については、時期が明らかとなっている。109の1

点のみが竪穴住居SB51より出土しており、弥生時代中期にあたる。ま

た、31点が鎌倉～室町時代の溝・井戸・柵列ピット埋土内より出土してお

り、形態Cの須恵質のもの3点については、中世に下る可能性が考えられ

る。他の形態A及び形態Bについては、中世遺構の土器の出土状態が、90

％以上古代の遺物で占められるという状況があり、中世の土錘についてど

のようなものがあるかははっきりしていないが、形態・胎土からみて混入 郭咽弥生時代の土錘

と考えたほうがよいと思われる。さらに、大渕Ⅲ期に属するものがまったくみられなかっ

たが、これは遺跡の性格の推移を考える上で重要なことと思われ、後述したい。

大渕Ⅰ－1期では17点、Ⅰ－2期48点、Ⅰ―3期8点出土しているが、この中で一括性

が高いものをあげるとすれば、SK41の17点（うち埋土中6点）と若干問題は残るものの

SE28があるのみで、その他は確実性に乏しく、前述したように後掘された遺構に混入し

ている可能性も考えられる。ただし、その形態からみて弥生期のものが多量に入ってきて

いる確率は少ないものと思われる。そのため、数量的な問題もありⅠ期を細かくみること

は意味があまり無く、時間的に幅はあるがⅠ期をまとめて扱い、Ⅱ期と比較してみたい。

まず形態をみると、Ⅰ期の73点のうち形態Aが66点を占め、形態Cが6点、形態Bは1点

のみとなっている。Ⅱ期のもの16点のうち形態Aが10点、形態Bが4点、形態Cが2点あ

り、Ⅰ期に比べてひとつの形態に集中しない傾向があり、特に形態Bがその割合を増して

いるのが目につく。次に重量の問題であるが、Ⅰ期の形態Aの完形品で50．5g～109．0g

の間に33点分布し（1点201．9gのものがある）、うち20点が65g～85gに集中する。一

方、Ⅱ期の形態Aは46．4g～86．6gとⅠ期に比べてやや軽めの分布を示し、ばらつき気味

である。また、形態Bは23．2g～62．4gと軽い領域に落ち着く。形態Cについては、両時

期ともにあまり差はない。
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分類

形態

大渕遺跡の土錘318点は、すべて中心に貫通孔をもつ管状土錘であり、その他の形状の

ものはみられない。しかしその形態にはいくつかの特徴がみられ、その共通性によって3

形態（形態A・B・Cとした）に分類することが可能と思われる。また同形態中において

もさらに細かく形態や端部の状態によって分類することができるようである。

以下に分類の結果を示す。

形態A（第71～74図）

229点。まっすぐな円筒形を特徴とする。大部分が比較的大型のもの（A1）で、ごく少

数きわめて小型のもの（A2）がみられる。すべて土師質で、細かい砂粒を少し含む、淡

褐色～淡橙色の胎土をもつ。

A1：221点。長さ50．2～93．5mm、径27．7～46．6mm、孔径8．4～21．5mm、重量42．5～201．9g

であり、3形態のうちで最も大きい。ほぼ定型的な形をしているが、両端の面（土錘の厚

み）の状態からさらに細分することができると思われる。すなわち、

・端部をヘラ状のもので切ってそのままの面をもつもの41点（「切り」第71図1－32）、

・切った面の角をなでてなめらかにしているもの136点（「ナデ」第72図47～第74図144）、

・端面をもたないもの28点（「無」第74図145～160）の3種類で（不明17点）、ナデの

状態のものが最も多いが、これは他の形態にはみられないもので、形態Aの特徴といえ

るであろう。

A2：7点。長さ27．2～46．4mm、径14．8～22．0mm、孔径4．0～8．1mm、重量5．7～27．8gと小

型でサイズ的には後述のC形態の方に近いが、円簡形のためA形態に組み入れた。大型の

ものとの中間的な大きさのものも1点みられる（第72図46）。端面にはやはり切り（1

点）。ナデ（2点）、無（3点）の3種類ともがみられる（不明1点）。

A1A2とも製作時の指圧痕を顕著に残し、特に調整はなされていないものが大部分を占めて

いるが、A1には、タタキの痕が残っているもの（第71図35～38）、ハケ目の入っているもの（第

71図33、34）、丁寧なナデが行われているもの（第71図39）が、ごく少数例外的にみられる。

第3表　端面処理状況表
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形態B（第75図161－178）

20点。中央部に最大径をもつそろばん珠状の紡錘形を特徴とする。すべて土師質。やや

粗い砂粒を含み、茶褐色～黒褐色の胎土をもつ。焼成は、やや軟～良好。長さ41．3～68．5mm、

径22．3～34．7mm、孔径4．4～12．9mm、重量23．2～67．0g。端面の状態は、「切り」4点（第75図

161～164）「無」15点（第75図167～178）の2種類（不明1点）。Bの「無」の大きめのもの

にはA1の「無」との区別が難しいものもある。指圧痕を残し、特に調整はなされていない。

形態C（第75図179～229）

67点。細長い紡錘形を特徴とする。この形態はバリエーションに富み、丸みの強いもの

（C1）と長細いもの（C2）とに大きく二分されるが、それぞれの中でも細かく分かれている。

C．：58点。細長い紡錘形で、土師質と須恵質（21点）とがある。丸みの強い比較的太め

のもの（須恵質が多い、第75図179～184、189～201）と、それよりもやや細めで小型のも

の（第75図185～188、202～221）とにも分かれるようである。土師質のものは、黄褐色～

茶褐色で、細かい砂粒を含んだり、指圧痕を顕著に残しがちであるが、須恵質のものは、

灰白色で胎土は精良で、概してなめらかにナデてある。長さ41．4～72．0mm、径10．2～24．5

mm、孔径3．3～7．0mm、重量4．9～35．5g。端面は、「切り」20点（第75図179～188）と

「無」29点（第75図189～221）。

C2：9点。やや長めで非常に細いもの。すべて土師質。細かい砂粒を含み、白色、黄褐色、

淡橙色など様々な色をもつ。長さ9．3～63．3mm、径5．9～15．4mm、孔径1．4～5．4mm、重量0．8～

9．8g。端面は「無」がほとんど（8点、第75図223～229）で、「切り」が1点（第75図222）。

みな指圧痕が顕著。

形態による分類は以上の通りで、この形態の差異は、製作法の違いから、あるいは使用

法の違いから生じるものと思われる。

1 Al切リ

2　Alナデ

3　Al無

4　A2切リ

5　A2無

6　B切リ

7　B無
8　Cl切リ

9　Cl無

10Cl切リ

11Cl無
12C2切リ
13C2無

第69国　土鐘分類模式図
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第4表　形態別重量分布表

重量 次に、網を沈めるものとしての土錘にとって最も重要な属性である重量に注目してみ

る。ほぼ完形で重量を考慮できると思われるもの167点で、4．1～201．9gという広がりを

みせるが、120gを超えるようなものはごく少数で、50～80gのものが最も多くみられ

る。第4、5表は、重量分布を形態でも分けて表したもので、これらから形態と特定重量

との結びつきをみることができると思われる。すなわち、形態Aは40～210gの重い部分

を占め、形態Cが30g以下の軽い部分、そして形態Bが20～50gと二者の中間の部分を占

めている。また形態Aは、さらに細かく、A2にあたる5～15g、Aで最も多くみられる

50～80g、その次に多い80～100g、それ以上という分布をみることができるようである。

長さ、孔径と重量の関係は必ずしもはっきりしたものではなく、長いものが重い傾向にあ

るのは確かであるが、短くても厚みがあって重いというものもみられるのである。また端

面の状態と重量の相関関係もはっきりしない。

第70回　製作法のわかる土錘
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製　作　法 土錘の製作法は、土錘自身に残されている製作時の痕跡と思われるものから、おおよ

その方法を推測することができる。

・粘土を棒状のものに巻きつける。この巻いた状態のわかる土錘はしばしばみられ、その

つなぎめにおいて欠損がおきたりひびがはいったりしている（第70図1、2）。

・巻いた粘土を指や手の平で成形する。この時の指圧痕はほとんどの土鐘に残っており、

普通はそれだけしか行わないが、一部のものは、タタキを行っている。

・端面の処理は、面つまり厚みを中心の棒まで握りつぶしてしまえば、分類での「無」の

状態になり、ヘラ状の道具で切ってしまえば「切り」となり、さらに丁寧に切ったもの

の角をナデて面取りすれば「ナデ」になる。この作り方から考えると、おそらく「無」

は短い棒に粘土をつけ1つ1つ作ったと思われる。「切り」と「ナデ」は、長い棒に長

く粘土を巻きつけ作ったとも考えられるが、やはり1つ1つ作って切ったものではない

だろうか。切り口からみて、まだ少し柔らかさの残っている時に切断したと思われる。

・芯の棒を抜く。孔内面にしばしばこの時の痕跡の線が残っており、少し回しながら抜い

たことがわかるものもある（第70図5）。砂粒の動きから、やはりまだ柔らかさの残る

時に行われているようである。抜いたときのはみ出した粘土が、そのまま残っているも

のもあり、中へ戻すように孔内へナデているものもある（第70図3）。また棒を技いた

後、さらに握り直すように形を整えることも行われたようで、孔内に絞ったような線が

残っているものや形のゆがんでしまったものもある（第70図4）。

・しばらく乾燥させた後、焼きあげられた。この時の火の当たり具合で、一部に黒斑の

入ったものがある。

ま　と　め

このように、大渕遺跡出土の土錘の傾向をみてきたが、そこから窺える問題点について

以下に述べてみたい。

弥生時代から古墳時代後期にかけての基本的な変遷と分類については、和田晴吾氏の論

考（1）で明かであるが、その中で量的に発展することで画期となると述べられている古墳

時代後期後葉以降については、各地で不明な点が多い。また、管状土鐘の基本的な分類に

ついては和田氏のa～eという五つの分類に示されているかと思われるが、そこからさら

に細分を行う場合に、主な属性である重量・長さ・幅（周囲径）・孔径・形態・胎土の中

で、どこに重きをおくかによって分類の基準が違ってきており、様々な“タイプ”を生む

原因になっている。その中で特に着眼されるのが、重量・形態・長さの三属性である。こ

れらはおそらく不可分な関係で相互に関連しあっているのであろうが、土錘を製作するう

えで長さが最も比重を占めるとは考えにくく、重量の同じものでも長さにはかなり大きな

ばらつきがみられる。大渕遺跡の資料で例をあげると、256（長さ75．5mm・径33．3mm・孔

径14．1mm・重量76．1g）、283（長さ54．4mm・径35．7mm・孔径14．1mm・重量75．9g）、105
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（長さ76．9mm・径33．5mm・孔径11．7mm・重量78．6g）を比較すると、同孔径で重量が同じ

場合には、長さと径は反比例の関係にあり、孔径が違うが、長さ・径・重量が同じなの

は、器厚を厚くするからである。また別の視点がみると、62（長さ57．1mm・径33．2mm・孔

径15．5mm・重量56．6g）と52（長さ80．0mm・径33．4mm・孔径15．4mm・重量71．1g）では、

同径の原体に同じ厚さで粘土を巻くが、長さが違うために重量に差がでてきている。さら

に、5（長さ80．0mm・径33．4mm・孔径15．4mm・重量71．1g）と215（長さ82．1mm・径41．8

mm・孔径15．4mm・重量140．0g）を比べた場合、同径の原体に同じ長さで粘土を巻くが、

粘土の厚さを変えることにより重量を違えている。つまり、製作のところで述べたが、型

押し成形ではなく粘土を何らかの原体に巻き付けるかもしくは貼り付け、主に指ナデ・押

圧で調整する当時の成形方法では、網の目の大きさを決定する“型”のようなものを使っ

て常に厳密な計測値をもって多量に製作することは難しく、製作者が経験的に認識してい

る“土錘”に似ていればよしとするか、同じ重さで同形態ならば長さ・粘土の厚さ・原体

の太さはそんなには問題ではないというような常識が製作時にあったものと思われる。ま

た、第3表でみるように形態A1の中でも孔径にはバライティがあり、粘土を巻き付ける

原体に統一があったとは考えにくく、漁労網への装着方法からみても縄の太さによって幾

種類も用意されていたとも思えない。このようにみてくると土錘の分類を行う場合、「網

錘たる土錘の役割とは、漁網を水中に沈めたり、あるいは浮子と併用されて、沈降力と浮

力によって漁網を水中に直立させたりする点にある。したがって、重量という要素は、土

錘のもつ属性のなかで、最も重要の要素にはかならない。」という和田氏の指摘（1）が示す

とおり、重量が大きな要素となり、次に伝統的に継承され受け継がれている形態が大きな

比重を占めるであろう。別の見方をすれば、ある魚種の捕獲を目的とした網とそれに装着

する錘を製作しようとする場合、形・重さが製作者の意図とするところになり、粘土を巻

き付ける原体の太細や長さの長短・粘土の量は上記の二つの目的に沿って随時調節されて

いたものと思われる。

今回の分類では、まず第4表のように形態で分け、重量の分布と重ね合わした。この結

果、形態のところで前述したが両要素には関連性があることが窺えた。形態Aの中のA1

では、重量は漸移的に推移し明確な変換点は見いだせず細分はしなかったが、50～80g、

80～100g、100～120g、120g以上と4領域に分けられる可能性がある。また、重量以外

第5表　土鐘計測グラフ
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の属性については、あまり規則性がみられなかったが、端部調整について、ナデを施すも

のが70～90gの範囲にはなく、重いものと軽いものの2つのグループになる傾向がある。

A2については、数が少なく形態Aの中にいれたが、今後別形態になる可能性が高い。形

態Bについては、まとまった形態・重量分布を示し、砂粒を多く含む胎土で暗褐色を呈す

るものがほとんどである。形態Cについては、細長い紡錘形を示すC1とさらに長さが長

くなったC2に分かれる。形態C1はやや重く須恵質のものを含み、形態C2は軽く砂質の

強い胎土を示すという特徴があり、将来的に2つのグループに分かれる可能性がある。以

上のように分類については、さらに細分が可能であるが、そのことにより混乱をひきおこ

すというおそれもあったため、今回は大枠のものだけにとどめ、今後のまとまった資料の

増加を待ちたいと思う。

形態と重量分布が密接な関係にあり、同時に記述したため、やや混乱してしまったきら

いがあるが、両者の関連からグループ分けを行うと下記のようになる。

Aグループ

Bグル―プ

形態A1

形態B

Cグループ－　　　形態C1・形態C2・形態A2

次に、これらの土錘がどのような漁労に使われ、どの種類の魚を捕獲していたかという

問題であるが、これには、一つの網で数十から数百の単位で用いられる錘が遺跡では多く

ても数百の数しか出土しないこと、当時の遺跡環境（特に海や河川がどこにあり、どのよ

うな状況にあったのか）が正確に把握できていないということが大きな障害になってお

り、復元は困難なことである。そのため、現在行われている網漁労の資料を参考に推測し

てみたい。網の種類については、第6表に示したもの（2）が一般的に認められているもの

と思われ、これを基にしたい。農商務省水産局編纂『日本水産捕採誌』（3）と金田禎之『日

本漁具・漁法図説』（4）より錘の重さのわかるものから平均的な値をだし、この重量値を先

はどの土錘の形態分類にあてはめると下記のようになる。

掩網類―11～15g（特に投網）

刺網類―3．8～225g

（20～100gのものが多い）

曵網類―75～1200g

Cグループ

Bグループ
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（地曵網―75．0～112．5g）

（船曵網―1000g前後～数kg） Aグループ

旋網類―75～150g

建網類―75～500g

漁労条件の違いがあるため、一概にこの値を使うことは問題があり、偏差は極めて大き

いと思われるが、およその傾向は示していると考えると、Cグループ（5）については、海

岸部の遺跡・内陸部の遺跡とも出土するが、その占める比率は圧倒的に後者に多い。内陸

部にある古墳時代～平安時代にかけての豊田市梅坪遺跡（6）では、計測された741点のほと

んどがCグループにあたり、河川で使用されていたことがわかる。遺跡付近の河口で行わ

れた掩網（投網か（7））か小型船による簡単な曵網・旋網・刺網が考えられる。Bグルー

プについては類例は少なく、大阪湾周辺・遠江で僅かにみられるのみで、本県では一宮市

清郷遺跡（8）で出土している。河口及び沿岸部で使用された刺網類に用いられたのであろ

うか（9）。次に、最も一般的であるAグループであるが、このグループに属するものは山

間部では出土せず、内陸部でも志貴野遺跡（10）のような大河川の近くの遺跡で使用されて

いるようである。つまり流量の多い河川か海を対象に作られたものと思われ、沿岸部や内

湾で行われる刺網類・曵網類・旋網類（11）・建網類が測定される。

以上、大渕遺跡出土の土錘の分析と推定の域をでない用途について述べてきた。この結

果を遺跡に即して考えると、大渕Ⅰ期にあたる6世紀後半から7世紀にかけては、一定の形

態・重量をもつ土錘をある程度の量必要とするような「計画的な漁労」が行われており、

大渕Ⅱ期にあたる7世紀後半から8世紀前半には、形態Bの本格的な出現にみられる形態

の分化や重量の分化がみられ、漁労の様相が若干変わってきているようである。その後、大

渕Ⅲ期にあたる9世紀前半以降には規模の大きな漁労がおこなわれた様子はみられない。

（宮腰健司・古橋佳子）

考察表－1
建
網
類

旋
網
類

曵
網
類

敷
網
類

掩
網
頬

抄
網
類

刺
綱
類

台
網
類

落
網
類

桝
網
類

出
網
類

張
網
類

綱
臥
類

無
嚢
旋
網
類

有
妻
旋
網
類

地
曵
網
類

船
曵
網
類

底
敷
網
類

寛
網
類

浮
敷
網
類

底
刺
網
類

浮
刺
網
類

流
刺
網
類

旋
刺
網
類

投
網
類

提
灯
綱
類

大
赦
綱
頼

大
謀
網
類

曵
廻
網
類

曵
寄
網
類

如
粁
棚
類

四
般
張
網
類

叉
手
綱
類

棒
受
網
類

八
手
網
類

浮
曵
網
類

底
曵
網
類

打
瀬
網
類

桁
網
類

珊
瑚
網
類

第6表　魚網の種類（注7による）
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註

（1）和田晴吾「弥生・古墳時代の漁具」『考古学論考　小林行雄博士古希記念論文集』1982

（2）高瀬増男『網漁具―資料一般―』1977を基にした。

（3）渋澤敬三『日本水産捕採誌』農商務省水産局1910の復刻版1983による。

（4）金田禎之『日本漁具・漁法図説』1977

（5）形態Cについては管玉を模したものという見解（辰巳　均『下滝遺跡』浜松市遺跡調査会1985）もあ

り、祭岡の場で使用された可能性も十分あるが、使用痕があるものが多いことや、漁網の一単位を思わす

129点の形態Cの土錘を同一土坑より出土した例（島根県教育委員会『前立山遺跡』）　もあり、基本的には

網錘でよいと思う。

（6）杉浦裕幸「豊田市梅坪遺跡出土管状土錘の分類」『三河考古　第3号』1990

（7）投網については、日本学士員日本科学史刊行会『明治前日本漁業技術史』では江戸中期以降の比較的新

しい漁法とされている。

（8）澄田正一ほか『新編一宮市史　資料編四』1974

（9）小澤一弘氏の御教示によると、17世紀から19世紀にかけての名古屋城三の丸遺跡（財愛知県埋蔵文化財

センター『名古屋城三の丸遺跡　Ⅰ』1990）においては形態のBのものがみられる。

16　財愛知県埋蔵文化財センター『志貴野遺跡・小島遺跡』1990

小澤一弘「木曽川中流域のマス漁とウナギ漁」『民具マンスリー』第17巻9号1984

12（7）の文献によると旋網は比較的沖合いの漁労であるとされている。
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第7表土鍾計測表
（遺構番号は旧番のままである。単位は皿血・グ）

番号 調 査 区 遺　　　　　 構 長 さ 径 孔 径 重 量 焼 成 形 態 端 面 調　 整 図版 番号

1 58 T P 4

S E O l

（63．0）

37．5

5．9

（22．3） 土 師 質 A

ナ デ

ユ ビ押 圧

74－12 9

2 58 T P 4 （24．0） （5．4） 土 師 質 C ユ ビ押 圧

3 58 T P 5 6 7．0 16．7 （75．0） 土 師 質 A ユ ビ押 圧

4 58 T P 5 6 6．8 3 4．2 1 5．8 （50．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧

5 58 T P 5 8 0．0 3 3．4 1 5．4 7 1．1 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧

6 58 T P 6 7 0．2 3 5．8 1 6．8 8 1．9 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 74－13 0

7 58 T P 6 S E O l 6 3．8 3 9．8 1 5．7 10 4．4 土 師 質 A 切 り エ ビ押 圧 7 1－　 6

8 58 T P 6 S E O l 8 2．0 4 0．7 1 3．7 10 9．0 土 師 質 A ナ デ エ ビ押 圧 74－13 9

9 58 T P 6 S E O l （47．0） 22．2 7．1 （20．6 ） 須 恵 質 C 切 り ナ デ 75－18 0

1 0 58 T P 6 S E O l 7 0．7 3 2．9 1 8．1 6 5．9 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 7 ト　 7

11 58 T P 6 S E O l 6 3．5 3 5．3 1 6．8 6 2．4 土 師質 A ナデ ユ ビ押 庄 72－　58

1 2 58 T P 6 S E O l 5 4．7 1 9．8 6．4 2 0．1 須 恵 質 C 切 り ナ デ 75－18 1

1 3 58 T P 6 S E O l 5 9．7 3 4．8 1 5．8 6 0．0 土 師質 A 切 り ユ ビ押圧 7 1－　 8

14 58 T P 6 S E O l 5 2．8 3 1．0

3 5．9

1 4．8

1 5．5

（41．7） 土 師質 A ナデ エ ビ押 圧 72 －　47

1 5 58 T P6 S E O l 5 7．3 （43．7） 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 7 1－　 1

16 5 8T P6 S E O l 6 1．4 8 3．1 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 71－　 9

17 5 8T P6 S E O l 5 9．9 3 3．0 1 6．5 （41．7） 土 師質 A ナデ ユ ビ押 圧 72－　59

1 8 5 8T P 6 S E O l 6 7．7 3 2．8 1 5．5 6 5．2 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　60

1 9 5 8T P 6 S E O l 66．9 3 5．3 1 7．0 （62．4） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 71－ 10

2 0 5 8T P 6 S E O l

Ⅳ E 4 0　 S K O 9

（21．5） 9．3 3．7 （ 1．3） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 75－22 3

2 1 5 8T P 6 （70．0） 33．6 1 5．6 （45．9） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　61

7 5－20 2

7 5－17 9

2 2 5 8 T P 7 7 2．3 3 2．6 1 6．7 6 6．4 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧

23 5 8 T P l O （38．3） 18．3 6．8 （9．8） 土 師 質 C ナ デ

切 り

ユ ビ押 圧

ユ ビ押 圧

24 5 8 T P l O （39．3） 27．3 8．8 （13．6） 土 師 質 B

25 5 8 T P 1 2 7 2．0 2 4．5 6．4 3 5．5 土 師 質 C

26 5 8 T P 1 2 4 6．4 3 2．9 13．2 3 9．9 土 師 質 B 無 ユ ビ押 圧 75－16 5

2 7 5 9 A （62．9） 38．4 16．9 （60．4） 土 師 質 A ナ デ エ ビ押 圧 72－ 62

2 8 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 1 4 （58．7） 35．0 15．3 （48．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　63

2 9 5 9 A Ⅳ E 3 p ・q　S K 1 6 7 0．1 3 8．0 18．1 7 2．3 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　64

3 0 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 7 3．0 3 5．0 13．6 8 6．5 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　65

3 1 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 7．1 3 0．7 18．6 （48．7） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 66

3 2 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （53．6） 36．0 17．7 （46．2） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 67

3 3 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 6 1．0 3 4．7 16．8 （56．8） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 68

3 4 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （56．8） 37．4 1 6．9 （53．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　69

3 5 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 7 6．8 3 4．0 1 6．1 （60．7） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 70

36 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 5 4．9 3 6．0 1 5．6 5 0．5 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 48

37 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （60．8） 40．1 1 7．6 （57．3） 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧 74－14 5

3 8 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （63．5） 34．0 1 3．4 （44．6） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　71

3 9 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （50．2） 33．3 1 4．1 （36．9 ） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 49

4 0 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （49．1） 36．0 1 5．4 （4 0．0 ） 土 師質 A ．無 ユ ビ押 圧 74－14 6

4 1 5 9A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （69．2） 36．0 1 5．4 （51．0 ） 土 師質 A ナ デ エ ビ押圧 72－　72

4 2 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （55．4） 32．3 1 4．8 （38．5） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押庄 72－　73

4 3 5 9A Ⅳ E 4 m　 S K 19 7 3．3 4 0．0 1 6．0

1 5．5

1 6．7

（75．8） 土 師質 A 無 ユ ビ押圧 74 －14 7

4 4 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 3．0 3 8．1 （48．4） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押圧 7 2－　74

4 5 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 9．0 3 5．1

3 5．6

（4 2．2） 土 師質 A ナ デ

切 り

エ ビ押 圧 7 2－　75

7 1－ 11

4 6 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 1 9 （6 0．4 ） （27．7） 土 師質 A エ ビ押 圧

47 5 9 A Ⅳ E 6 n　 S K 2 6 7 1．6 （61．7） 土 師質 A エ ビ押 圧

48 5 9 A Ⅳ E 6 m　 検 出 56．4 15．4 5．4 （ 9．0） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 7 5－20 3

4 9 5 9 A Ⅳ E 5 h　 検 出 （33．7） 15．0 6．9 （ 5．0） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 75－22 4

7 4－14 8

7 4－14 9

5 0 5 9 A Ⅳ E 3 p　 検 出 64．8 3 9．8 16．0 9 2．0 土 師質 A ナ デ エ ビ押 圧

5 1 5 9 A Ⅳ E 4 0　 検 出 68．4 3 5．5 13．8 7 2．9 土 師質 A 無 ユ ビ押 圧

52 5 9 A L Ⅳ E 5 0　 検 出 63．0 3 5．6 15．8 （64．2） 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧

5 3 5 9 A L Ⅳ E 2 0　 検 出 65．2 3 6．9 16．3 6 0．3 土 師 質 A 無 エ ビ押 圧

54 5 9 A L Ⅳ E 3 0　 検 出 55．6 3 3．7 14．9 4 7．6 土 師 質 A 無 ユ ビ押 庄

55 5 9 A Ⅳ E 9 m　 検 出 57．6 2 0．9 7．0 2 3．3 須 恵 質 C 切 り ナ デ
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ ▼ 孔径 ・ 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

56 59 8 検 出 58．8 35．0 16．4 （5 1．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

75－18957 598 検 出 42．9 17．6 6．8 （10．0） 土師質 C 無 ユビ押圧

58 598 Ⅳ E 18 j　S E O2 66．0 34．2

20．5

15．7 65．0 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－76

59 598 Ⅳ E 18 j　S E O2 （2 1．0） 9．4 （6．6） 土師質 B 切 り ナデ 75－161

60 598 検 出 47．8 6．4 15．4 須恵質 C 無 ナデ 75－190

7 1－　 2

61 59 8 検 出 （65．1） 37．1 16．2 （4 1．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧

62 598 Ⅳ E 17 1 検出 57．1） 33．2 15．5 56．6 土師質 A 切 り ユビ押圧

63 59B Ⅳ E 17 1 検出 38．7 15．1 6．0 8．4） 土師質 C 無 ナデ 75－191

64 598 Ⅳ E 18k　S K 37 68．5 3 6．0 15．0 75．8 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　77

65 598 Ⅳ E 18k　S K Ol 67．0 3 6．6

36．1

17．3 75．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　78

66 598 Ⅳ E 18k　S K Ol （54．0） 18．0 （36．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－　79

67 598 Ⅳ E 17k　S K Ol中 （52．4） 16．0 （55．9） 土師質 A 切 り ユビ押圧 7 1－12

68 598 Ⅳ E 17k　S K Ol中 78．3 32．7 13．6 69．7 土師質 A ナデ エ ビ押圧 74－13 1

69 598 Ⅳ E 16k　S K 45 （4 5．7） 34．7 15．8 （43．6） 土師質 A ナデ ナデ 75－　80

70 598 Ⅳ E 17k　S K Ol枠 52．2 16．9 3．4 1 1．4 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－204

7 1 59C 検出 71．7 40．7

38．4

19．0

16．2

109．1 土師質 A ナデ

切 り

ユビ押圧 74－140

71－13

7 2 59C 検出 68．5 （5 1．8） 土師質 A ユ ビ押圧

73 59C 検出 71．7 104．8 土師質 A ユ ビ押圧

74 59C V E 3i　 S K 14 4 8．3 30．0 12．5 37．9 土師質 B 無

ナデ

ユビ押圧 75－166

72－　81

75 59C V E 3 i　 S K 21 （51．5） 32．3 13．2 （33．0） 土師質 A ユ ビ押圧

76 59I） V E 9f　 S K ll 71．8 40．0 15．0 103．0 土師質 A ユ ビ押圧

77 59E 南サブ トレ （29．4） 9．4 4．3 （1．4） 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－225

78 59F 表土 56．5 42．9 15．0 102．8 土師質 A 切 り エ ビ押圧 71－　 3

79 59F 検 出 4 0．1 14．5

35．0

4．6

14．9

（6．8） 土師質 C 無

切 り

ユ ビ押圧 75－205

71－25

80 59F 検 出 （26．0） （7．4） 土師質 ？ ユ ビ押圧

81 59G S K O8 7 7．9 95．4 土師質 A ユ ビ押圧

82 59G 検 出 84．1 35．4 15．3 110．9 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－26

83 59G 検 出 7 6．6 36．2 15．5 （95．4） 土師質 A 切 り パケ・ナデ 71－　33

84 59G 検 出 65．3 34．5 17．5 68．0） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－82

85 59G 検 出 63．8 38．1

22．4

3 1．8

12．9

6．3

12．9

87．2 土師質 A 切 り エ ビ押圧 71－14

75－167

86 59G 検 出 （6 1．0） （30．6） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

87 59G 検 出 （5 1．0） （30．1） 土師質 A 無 ユビ押圧

88 5 9G 検 出 （39．2） （16．6） 須恵質 C 切 り ナデ

89 5 9G 検 出 （34．3） （14．1） 土師質 A ナデ ユビ押圧

90 5 9G 表土 （50．9） （9．5） 土師質 A ナデ エビ押庄

91 5 9G 検 出 52．6 43．3 土師質 B 無 ユビ押圧

92 6 0A l Ⅱ E 18j　S K 152 93．5 38．6 19．4 112．9 土師質 A ナデ ナデ 71－　39

93 6 0A l Ⅱ E 16K　S K 166 70．8 36．7 17．4 88．1 土師質 A ナデ T 後ナデ 71－　35

94 60A l ⅡE 19 j　S K 167 （77．0） 41．2 17．0 （80．2） 土師質 A 無 ユビ押圧 74－159

95 60A l ⅡE 18 K　S K 173 59．8 36．6

38．3

17．5

12．3

63．7 土師質 A 切 り ユビ押圧 73－　83

96 60A l ⅡE 17 i S K 368 （56．4） （26．0） 土師質 A ナデ T 後ナデ 71－　36

97 60A2 Ⅳ E 2 i　 S E O7 （6 1．5） （73．9） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　84

98 60A2 Ⅳ E 6k　 S K O3 92．9 46．6 16．6

17．0

20 1．9 土 師質 A 無

無

ユビ押圧 74－160

74－150

99 608 1 ⅡE 18 1 S D O2 （68．6） 38．0 （4 4．9） 土師質 A ユ ビ押圧

100 608 1 S D O3下層 64．5 35．4 （58．9） 土師質 A ユ ビ押圧

101 608 1 ⅡE 16 1 S K 7 1 （50．9） 31．0 14．3 （42．3） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　85

102 6082 ⅡE 20m　S K O7 （38．6） （39．6） （17．4） （2 5．7） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　8 6

103 60C2 Ⅳ E 9 1　 S D O l 74．9 36．6 17．3 8 5．9 土 師質 A 切 り エビ押圧 71－　2 7

104 60C2 Ⅳ E 5H　 S D 13 52．6 18．3 6．7 15．1 須恵質 C 無 ユビ押圧 75－19 3

105 60C2 S E O l 76．9 33．5 11．7 7 8．6 土 師質 A ナデ エビ押圧 74－132

106 60C2 Ⅳ E 4h　 S K Ol上 （72．3） 35．6 18．5 （4 6．8） 土師質 A ナデ

ナデ

ユビ押圧 73－　87

107 60C2 Ⅳ E 2h　 S K 264 （9．3） 5．9 1．4 （0．8） 土師質 C ユビ押圧 75－226

108 60C2 Ⅳ E 7g　 S D 16 （74．2） 38．2 16．9 （87．7） 土師質 A ユ ビ押圧 74－14 1

75－2 10

109 60C3 Ⅳ E 6h　 S B O2 56．3 ． 17．8 5．4 17．3 土 師質 C 無 エビ押圧

110 60D 南壁サブ トレ 46．2 16．8 6．0 10．4 須恵質 C 無 ユビ押圧

111 60D 検 出 82．9 40．3 13．0 162．5 土 師質 A ナデ ユビ押圧 74－142

112 60D 検 出 （38．3） （8．4） 土師質 ユビ押圧 ’
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ 径 孔径 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

113

114

115

60D

60D

60D

検出

検出

検出

（60．8）

59．4

36．1 12．7

（16．2）

（47．6）

土師質

土師質

A

A

無

切 り

無

エ ビ押圧

ユ ビ押圧

74－15 1

116 60D Ⅳ E 9e　 S D O l上 （44．3） （12．7） 土師質 A ユ ビ押圧

117 60D Ⅳ E 9c　 S D O l上 78．2 （54．8） 土師質 A ユ ビ押庄

118 60D Ⅳ E 9c　 S D O l上 57．1 15．3 4．5 （9．8） 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－206

119 60D S D Ol上層 40．3 11．4 4．2 4．9 土 師質 C 無 エ ビ押圧 75－207

120 60D Ⅳ E 9e　 S D Ol上 52．3 31．5 9．3 3 9．5 土 師質 B 無 ユ ビ押圧 75－168

121 60D ⅣE lO e　S D Ol下 56．1 20．6

32．0

4．9 2 5．3 須 恵質 C 切 り ヘラ削り 75－183

122 6 0D Ⅳ E lOe　S D Ol下 （5 1．8） 14．3 （19．2） 土師質 A 無 エ ビ押圧 74－152

123 60D Ⅳ E 9e　 S D Ol下 78．6 12．6 6 9．5 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－133

124 60D Ⅳ E 6c　 S D O2 69．0 31．5 14．8 6 8．4 土 師質 A ナデ エ ビ押圧 73－　88

125 60D Ⅳ E 5d　 S D O2上 78．7 32．3

11．6

17．8 （5 0．1） 土師質 A 切 り パケ 71－　34

126 60D S K O5 （21．5） 4．2

3．9

（2．9） 土師質 C 無

無

ナデ

ユ ビ押圧 75－208

75－209

127 60D S K O7 （35．4） （13．1） 土師質 A ユ ビ押圧

1ゼ8 60D S K O7 （25．2） （6．0） 土師質 A ユ ビ押圧

129 60D P 13柱痕 38．4 5．1 土 師質 C ユ ビ押圧

130 60D P 20掘 り方 67．3 35．3 9．7 10 1．5 土 師質 A ユ ビ押圧 73－　89

75－169

13 1 60D P 20掘 り方 71．0 35．0 11．8 94．3 土 師質 A 切 り エビ押圧

132 60D 表土 62．0 33．0 10．6 （45．1） 土師質 B 無 ユビ押圧

133 60D 表土 44．5 17．0 5．8 （12．0） 土師質 C 無 エビ押圧 75●195

134 60E Ⅳ D 14 b 検出 （32．2） 13．4

26．0

4．0

6．3

（4．9） 須恵質 C 無 エビ押圧 75－211

75－170

135 60E Ⅳ D 16a 検出 （60．7） （27．3） 土師質 A ナデ エビ押圧

136 60E Ⅳ D 16b 検出 （54．4） （26．6） 土師質 C 切 り ユビ押圧

137 60E Ⅳ D 16h 検出 （35．6） 17．9

32．3

3．8

12．5

（6．2） 土師質 C 無 ユビ押圧

138 60E Ⅳ D 16h 検出 （37．1） （10．8） 土師質 A 切 り ユビ押圧

139 60E Ⅳ D 17a 検出 （47．2） （14．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

140 60E Ⅳ D 15b．C 検出 58．9 9．8 67．0 土 師質 B 無 ユビ押圧

141 60E S E O3上層 69．4 30．9 10．5 60．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－　99

142 60E S D Ol上 57．1 9．3 2．6 4．1 土師質 C 無 ユビ押圧 75－227

143 60E S D Ol上 61．6 25．9 7．8 （3 1．9） 土師質 B 無 エビ押圧 75－17 1

144 60fi S D Ol上 67．2 32．5 13．7 82．9 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－　29

145 60E Ⅳ D 15h　S D Ol 76．2 37．0 13．6 （80．8） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　9 0

146 60E S D Ol下層 57．5 37．4 13．7 （62．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　9 2

147 60E S D Ol下層 7 2．3 33．1 15．3 59．0 土師質 A 無 ユビ押庄 74－15 3

148 60E SDO2サブ トレ内 65．7 32．8 12．7 70．3 土師質 A ナデ エビ押圧 7 3－　9 3

149 60E SDO2サブ トレ内 70．0 34．6 16．6 77．7 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－134

150 60E S D O2 69．6 37．8 18．2 87．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 4－13 5

151 60E SDO2サブ トレ内 7 1．9 4 1．0 2 1．5 96．3 土師質 A ナデ エビ押圧 74－136

152 60E S D O2下層 6 6．9 35．4 17．0 73．7 土師質 A ナデ エビ押圧 7 3－　94

153 60E S D O3 6 8．7 40．4 19．4 86．6 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－　95

154 60E ⅣD 19t　S D O3 62．7 36．3 16．0 59．4 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－　96

155 6 0E S D O3上層 （55．8） 33．2

35．6

16二1 （41．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　97

156 60E 17a　S K 48 5・0．8 11．6 （34．7） 土師質 A 切 り エビ押圧 7 1－　4

157 60E S X O I C 群 58．3 14．7 68．7 土師質 A ナデ エビ押圧 73－100

158 60 E S X O I C 群 62．0 35．1 16．2 63．6 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－10 1

159 60E S X O I C 群 57．9 33．0 14．7 58．4 土師質 A ナデ エビ押圧 73－102

160 60E S X O I C 群 64．3 34．7 15．1 68．3 土師質 A 無 ユビ押圧 74－154

16 1 60E S X O I D 群 67．0 33．7 14．8 71．8 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－103

75－228

16 2 60E Ⅳ E 17a 検出 65．4 35．2 12．5 85．0 土 師質 A ナデ エ ビ押圧

16 3 60E Ⅳ E 17a 検出 61．7 9．7 2．4 5．0 土 師質 C 無 エ ビ押庄

164 60E Ⅳ E 17a 検出 63．3 11．2 2．4 7．5 土 師質 C 無 ユ ビ押圧 75－229

75－196

165 60E Ⅳ E 18 t 検出 56．5 30．3 15．2 44．4 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

166 60E Ⅳ E 18a 検出 65．3 31．2 12．7 57．5 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

167 60E Ⅳ E 18a 検出 58．8 38．2 16．5 75．0 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

168 60E Ⅳ E 19b 検出 50．5 19．2 5．7 17．2 土 師質 C 無 エ ビ押圧

169 60だ 表土 63．5 35．1 13．1 75．0 土 師質 A ナデ エ ビ押圧
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ 径 孔径 ‘ 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

170 60F Ⅳ E 14 j　S D lO 68．7 29．7 10．7 （57．0） 土師質 A ナデ

切り

ユビ押圧 7 3－105

171 60F S E Ol 51．2 12．9 5．3 （14．0） 須恵質 C ナデ？ 7 5－2 12

172 60F Ⅳ E 16h　S D Ol下 59．0 2 1．4 5．0 28．3 須恵質 C ユ ビ押圧 75－184

173 60F Ⅳ E 16h　S D Ol下 7 1．2 36．0 19．6 101．1 土 師質 A 切 り T 後ナデ 711 37

174 60F Ⅳ E 14d　S K 25 6 7．5 36．8 14．5 81．0 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－106

17 5 60F Ⅳ E 14d　S K 27 70．2 33．3 14．9 64．7 土 師質 A 無 ユビ押圧 74－156

176 60F Ⅳ E 14d　S K 28 （30．8） （39．0） 13．1 （35．1） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－107

177 60F Ⅳ E 13．4f　S K 4 5 45．5 13．7 4．6 8．9 土 師質 C 切 り エビ押圧 75－18 5

178 60F S K 83 74．7 38．7 14．4 123．3 土 師質 A 無 ユビ押圧 74－157

179 60F P 16 （6 1．7） 27．1

35．0

13．3

15．0

（36．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－108′

180 60F P 325 （5 1．2） （17．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－10 9

18 1 60F P 704 6 1．0 66．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 2－　5 3

182 60F 検 出 65．4 32．1 17．7 62．0 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－110

183 60F 検 出 53．1 19．2 5．4 16．1 土 師質 C 切 り ユビ押圧 75－186

72－　46

7 1－　5

7 5－213

184 6 0F 検 出 75．9 39．5 15．8 110．6 土 師質 A 無 ユビ押圧

185 6 0F Ⅳ D 14 d 検 出 46．4 22．0 8．1 27．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧

186 60F ⅣD 16 g 検 出 （49．4） 33．1 12．9 （36．2） 土師質 A ナデ エビ押圧

187 60F ⅣD 16h 検 出 56．1 35．6 13．0 69．0 土 師質 A 切 り ユビ押庄

188 60F ⅣD 17g 検 出 50．4 21．7 6．7 20．0 須 恵質 C 切 り ユビ押圧

189 60F ⅣD 17g 検 出 50．0 19．0 5．8 15．8 須恵質 C 無 ユビ押圧

190 60F Ⅳ D 17g 検 出 68．6 33．8 16．8 55．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－111

7 3－112

71－　38

191 60F Ⅳ D 18g 検 出 39．9 19．4 4．5 （15．6） 土師質 C 無 ユビ押圧

192 60F Ⅳ D 14 d 検 出 6 1．3 35．9 15．8 7 9．7 土 師質 A ナデ ユビ押圧

193 60F Ⅳ D 14 e 検 出 65．7 35．1 16．1 （60．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧

194 60F Ⅳ D 14 f 検 出 （46．1） 37．7 17．4 （54．0） 土師質 A 切 り T 後ナデ

195 60F ⅣD 17 C 検 出 （3 1．7） 19．4 4．0 （7．6） 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－4 1

196 60F ⅣD 17d 検 出 38．2 16．3 5．0 9．7 土 師質 A 無 ユビ押圧 72－198

7ト　2 8

7 3－113

197 60F ⅣD 18f 検 出 50．5 18．3 5．7 12．7 須恵質 C 切 り ユビ押圧

198 60F Ⅳ D 19e 検 出 75．4 41．3 14．9 118．5 土 師質 A 無

切り

ナデ

ユビ押圧

199 60F 表土 （88．2） （35．1） （13．2） （58．3） 土師質 A ユ ビ押圧

200 60F 表土 （42．2） 35．0 14．2 （4 2．4） 土師質 A ユ ビ押圧

201 60F 表土 （36．7） 34．6 15．9 （3 1．1） 土師質 A ユ ビ押圧

202 60F 表土 66．5 35．1 15．9 8 1．3 土 師質 A エ ビ押圧

203 60F 表土 （44．6） 14．8 5．3 （8．6） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－214

7 5－215

204 60F 表土 57．8 19．5 6．0 18．9 須恵質 C 切 り ユビ押圧

205 60F 表土 49．8 15．9 5．6 10．3 土師質 C 無 エビ押庄

206 60F 表土 52．0 20．8

32．4

6．0

14．3

20．4 須恵質 C 無 ユビ押圧 7 5－199

73－114

74－143

7 1－15

207 60F 表土 （57．5） （3 0．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧

208 60F 表土 （57．1） （18．5） 土師質 A ナデ エビ押圧

209 60F 表土 （29．9） （3．6） 土師質 C 無

ナデ

ユビ押圧

210 60F 表土 （39．7） （17．4） 土師質 A ユ ビ押圧

211 60F 表土 （62．0） 16．8 （38．7） 土師質 A ユ ビ押圧

212 60F 表土 69．7 13．9 （80．0） 土師質 A ナデ ユビ押圧

213 60G V D lr　検 出 （54．3） 41．4 16．1 （82．8） 土師質 A 無 ユビ押圧

214 60G V D 3 t　検 出 61．9 34．7 15．2 62．5 土師質 A ナデ ユビ押圧

215 60G V D 2a　 検 出 82．1 41．8

37．2

15．4

14．8

140．0 土師質 A ナデ

切り

ユビ押圧

216 60G 表土 （46．0） （15．8） 土師質 A ユ ビ押圧

217 60G V D lt　 S D Ol 64．5 （69．4） 土師質 A ユ ビ押圧

218 60G V D 4 s　 S D O5下 41．9 17．1 4．・2 13．5 須恵質 C 切 り ユビ押圧 75－187

72－42

219 60G V D 4q　 検 出 68．5 23．3 7．1 28．2 土師質 A 無 ユビ押圧

220 60G V D 3 r　検 出 （27．2） 14．8 4．6 （5．7） 土師質 A 無 エビ押圧

221 60G 表土 59．8 35．8 15．9 72．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　54

222 6 0G 表土 74．1 33．2 16．1 82．6 土師質 A ．切り ユビ押圧 7 1－　30

74－158

223 60G 表土 83．9 34．9 13．3 92．1 土師質 A 無 ユビ押圧

224 6 0G 表土 （68．4） 33．6 14．6 （58．1） 土師質 A ナデ エビ押圧

225 60 I S K O3 （60．5） 47．1 17．6 （103．3） 土師質 A 無 エビ押圧

226 6 0I 南壁 トレンチ 59．2 25．1 9・l l 29・6 土師質 B 無 ユ ビ押圧 75－172
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227 60I

V D 8r検 出

（54．2） 32．6 14．3 （48．5） 土師質 A ナデ ユビ押圧

7 1－ 18228 60I 64．7 36．0 16．0 80．9 土師質 A 切 り ユビ押圧

229 60I 56．0 34．7 ‘11．7 54．1 土師質 B 無 ユビ押圧 75－173

230 60I 59．7 34．5 15．9 65．0 土師質 A 切 り ユビ押圧 7 11 19

231 60I 表土 （53．9） 20．6 8．6 （19．9） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－20 1

232 60J V E　 S D Ol 5 1．6 25．8 9．9 29．6 土 師質 B 無 ユビ押圧 7 5－174

233 60J S D ll 63．8 38．4 12．9 94．1 土 師質 A ナデ エビ押圧 7 3－125

234 60J S D 17 （32．2） 15．5 3．5 （6．7） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－2 19

235 60J S D 19 55．1 33．6

16．1

19．5

5．3

68．7 土 師質 A 切 り

無

ユビ押圧 7 1－　20

7 5－220

236 60J S K O8上層 （30．2） （10．3） 土師質 A ユ ビ押圧

237 60J S K 26 （32．9） （8．5） 土師質 C ユ ビ押圧

238 60J S K 36 （42．8） 32．3 11．1 （45．0） 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－126

239 60J S K 4 5 69．3 33．6

34．1

14．4

15．6

65．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－127

73－128

240 60J S K 51 55．3 （25．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

241 60J V E 6C　検 出 69．5 64．9 土師質 A ナデ ユビ押圧

242 60J V E lOd 検出 53．8 29．9 10．2 42．4 土師質 B 無 ユビ押圧 7 5－175

243 60J 西 トレンチ 4 1．3 28．7

13．9

11．5

3．3

31．1 土師質 B 無 ユビ押圧 7 5－176

75－2 18

71－　21

244 60J 検出 （49．1） （25．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧

245 60J 検出 4 6．6 7．3 土師質 C 無 エビ押圧

246 60J 検出 （59．3） 36．8 14．8 （62．5） 土師質 A ナデ エビ押庄

247 60J 表土 58．9 34．0 14．6 （53．7） 土師質 A 切 り エビ押圧

248 60J 表土 56．8 32．0 15．9 61．0 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－22

75－221

249 60J 検出 （61．9） 34．0 18．1 （58．8） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

250 60J 検出 53．2 18．2 6．3 15．0 須恵質 C 切 り ユ ビ押圧

251 60K 検出 64．3 33．7 11．9 72．0 土師質 A 切 り ユ ビ押圧

252 60K V D 13q　S D Ol 65．9 29．8 9．0 62．4 土師質 B 切 り ユ ビ押圧 75－162

253 60K V D l r　S D Ol （41．2） （20．5） 4．3 （12．1） 土師質 C 切 り ユ ビ押圧 75－188

75－163

254 60K V D 14q　S K 56 45．3 16．0 5．2 9．6 土師質 C 無 ユ ビ押圧

255 60K Ⅱ期直上 46．1 25．1 10．6 （19．6） 土師質 B 切 り ユ ビ押圧

256 60K VD12r 北壁 トレンチ 75．5 33．3 14．1 76．1 土師質 A ナデ エ ビ押圧 74－138

257 60K VD12q 北壁 トレンチ 60．0 34．0 14．6 70．2 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－　23

258 60K 表土 65．8 37．6 17．8 90．0 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－　24

259 60K V D 15s　S K 16 64．4 3 0．5 11．0 62．4 土師質 B 切 り ユビ押圧 75－164

260 60L V D 13a　S D O4埋土 48．7 2 9．4 11．3 36．4 土師質 B 無

切 り

ユビ押圧 75－177

75－178

26 1 60L V E 16C 検出 （48．8） 2 0．6

2 6．2

6．0

8．2

（18．1） 須恵質 C エ ビ押圧

262 60L 検出 （38．4） （8．6） 土師質 C ユ ビ押圧

263 60L V E 12 ・13C 検出 50．7 29．9 土師質 B 無 ユ ビ押圧

264 60E Ⅳ E 14b　S D Ol （49．3） 3 7．3 15．3 （5 1．7） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－　91

265 60E S D O4上層 57．3 31．9 13．5 57．6 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－　98

266 60E S D O4 55．5 22．3 4．7 23．2 土師質 C 無 ユビ押圧 75－194

267 60H S D Ol下層 （49．8） 35．4 15．9 （26．9） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－115

26 8 60H S D Ol 66．3 35．6 16．0 （65．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－116

26 9 60H S D ll 70．4 34．2 14．1 （5 1．4） 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－16

27 0 60H S D 30 1 60．3 3 1．4 14．5 5 1．7 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　55

271 60H S D 30 1 40．2 16．1 4．4 11．7 土師質 A 切 り ユビ押圧 72－　40

272 60H S D 305 70．3 34．6 15．0 62．4 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－17

273 60H V D 2c SE303下面 63．5 30．8 11．8 59．5 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－56

274 60H V E lf　 S E 30 1 （45．3） 33．1 13．1 （28．5） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－117

275 60H V E 3b　 S K 13 60．5 30．4 13．0 46．4 土師質 A ナデ ユビ押庄 72－　57

276 6 0H V E 3b　 S K 13 （66．2） 37．4 16．1 （75．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－118

277 6 0H V E 3b　 S K 13 50．2 （34．3） 16．6 48．3 土師質 A ナデ エビ押圧 72－　50

278 6 0H S K 30 1 67．9 37．5

37．9

19．9

13．2

86．1 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－31

73－119

279 6 0H S K 30 1 （38．6） （11．4） 土師質 A 切 り

ナデ

ユビ押圧

280 60H S K 30 1 （59．5） （37．2） 土師質 A エ ビ押圧

281 60H V D 2c SE3 03下面 67．6 35．7 15．2 （67．3） 土師質 A ユ ビ押圧

282 60H S K 30 5 62．8 35．0 17．5 72．7 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－120

283 60H V E 4e　 S K 306 54．4 35．7 14．1 7 5．9 土 師質 A ナデ ユビ押圧 72－　51
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ 径 孔径’ 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

284 60H V E 4e　 S K 320 69．4 35．5 14．4 83．2 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－137

285 60H V E 4e　 S K 320 76．8 42．1 14．7 149．4 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－144

286 60H V D 3d　 P 387 43．5 14．5 3．5 7．7 土師質 C 無 ユビ押圧 75－216

28 7 60H V E 4d　 P 400 （48．4） 32．1 15．2 （41．5） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－121

288 60H V E 4d　 P 448 67．4 35．0 14．8 74．3 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－122

72－44

289 60H 検出 （68．6） 38．0 16．4 （70．1） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

290 60H 検出 72．8 34．0 16．3 66．6 土師質 A 無 ユ ビ押圧

29 1 60H 検出 58．0 33．6 14．4 （60．6） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

292 60H Ⅳ E 3e　 検出 61．4 34．9 16．3 51．9 土師質 A ナデ

無

切り

ユ ビ押圧

293 60H V E la　 検出 39．3 16．0 4．7 9．4 土師質 A ユ ビ押圧

294 60H V E 4C　 検出 35．3 16．6 5．6 7．5 土師質 A ユ ビ押圧 72－　45

75－217

71－　32

75－200

295 60H 2e　検 出 （75．2） （37．9） （13．4） （50．9） 土師質 A ユ ビ押圧

296 60H 2e　検 出 4 1．4 16．3 5．6 13．9 須恵質 C ユ ビ押圧

297 60H V E 4 C　検 出 （54．5） 37．8

（37．2）

14．0

（13．8）

（65．2） 土師質 A ナデ

無

エビ押圧

298 60H 3t　検 出 （5 1．2） （22．0） 土師質 A ユ ビ押圧

299 60H 3e　検 出 （34．1） （18．6） 土師質 A エ ビ押圧

300 60H 3e　検 出 4 1．4 13．9 3．7 7．4 土師質 C ユ ビ押圧

301 60H 4 t　検 出 52．6 36．4 15．3 62．8 土師質 A ナデ ユビ押圧

302 60H 検 出 66．7 33．2 12．8 （40．9） 土師質 A ナデ ユビ押圧

303 60H 検 出 73．8 40．0 15．5 117．6 土 師質 A 切 り ユビ押圧

304 60H 表土 43．8 17．4 4．3 12．1 土 師套 C 切 り ユビ押圧

305 60H 表土 （40．5） 19．1 5．7 （13．4） 土師質 C 無 ユビ押圧

306 60H 表土 52．1 10；2 2．2 5．0 須恵質 C 切 り ユビ押圧 75－222

307 60H 表土 66．6 32．6

35．8

14．7

15．1

62．4 土師質 A ナデ

ナデ

ユビ押圧 74－123

74－124

74－155

308 60H 表土 （45．9） （18．3） 土師質 B ユ ビ押圧

309 60H 表土 66．7 73．7 土師質 C ユ ビ押圧

310 60H 表土 57．4 27．7

34．1

10．1

14．8

42．5 土 師質 C 無

無

ユビ押圧

311 60H 表土 （37．9） （9．9） 土師質 B ユ ビ押圧

312 60E S X O I C 群 63．6 57．0 土 師質 A ユ ビ押圧

313 60E S X O I C 群 64．5 33．7 13．4 66．7 土 師質 A ナデ エビ押圧 73－104

314 60A l ⅡE 18k　S D O3 56．5 29．3 8．4 48．9 土 師質 A ナデ

切り

ユビ押圧 72－52

315 60A2 Ⅳ E 3 j　 S D O4 （36．5） 19．8 8．3 （13．1） 土師質 C ユ ビ押圧 75－192

316 6082 Ⅳ E 4m　 S E O l 56．8 22．3 4．4 27．9 須恵質 C エ ビ押圧 75－182

75－197

317 6082 Ⅳ E 4m　 S E O l （48．7） （23．2） 5．6 （16．3） 土師質 B 切 り ユビ押圧

318 60F S E O3 46．3 17．9 4．9 16．4 土 師質 C ユ ビ押圧
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1．大渕遺跡出土須恵器の蛍光X線分析

奈良教育大学　三辻　利一

1．はじめに

名古屋市内には古墳時代の初めから平安時代に至るまで古代全時代を通して須恵器を生産した猿投

窯跡群がある。したがって、名古屋市周辺のほとんどの遺跡には猿投窯跡群産の須恵器が供給されて

いた可能性は強い。この点で、大阪陶邑窯群とその周辺の遺跡との関係に類似している。しかし、大

阪陶邑窯群周辺では最近、小阪遺跡や大庭寺遺跡の須恵器に比べて、若干、胎土が異なる須恵器が伏

尾遺跡で検出された。勿論、両者ともRb－Sr分布図上で大阪陶邑領域に分布するのであるが、そ

の分布位置が少し偏在しており、このことから胎土が異なることが見つけられた。これらが、それぞ

れ、どの窯の製品に対応するのか、目下、検索中である。同様にして、猿投窯群周辺の遺跡出土須恵

器の胎土にも、若干、質の異なる須恵器が見つかるかもしれない。このような観点から、大渕遺跡出

土須恵器の蛍光X線分析が行われた。

2．分析方法

須恵器片はすべて表面を研磨して付着物を除去し、所謂、胎土を取り出してタングステンカーバイ

ト製乳鉢（硬度9．5）の中で、200メッシュ程度に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製リングを枠

にして約15トンの圧力を加えてプレスし、直径2皿、厚さ3－5mmの錠剤試料を作成した。このよう

な処理方法をとるのは粉末試料をできるだけ均質化することと、蛍光X線分析の測定は相対測定であ

るので、測定試料のX線源、検出器に対する幾何学的条件を一定にするためである。定量分析の標準

試料には岩石標準試料JT－1（群馬県産の花崗岩類）を使用した。そのため、分析値はJG―1に

よる標準比値で表示した。この方法をとると、この研究では多くのメリットがある。蛍光X線強度の

測定には2次ターゲット方式のエネルギー分散型蛍光X線分析装置を使用した。Tiを2次ターゲッ

トにして真空中でK、Caを、また、Moを2次ターゲットにして空気中でFe、Rb、Srを測定した。

3．分析結果

全資料の分析値は表にまとめてある。この表から、例外なく、全試料にはCa、Sr量が少ないこと

がわかる。これは猿投窯群の須恵器の化学特性の一つである。したがって、これら2因子は試料の分

類にはほとんど役に立たないことがわかる。しかし、K、Rb、Fe因子にはある程度のばらつきが表

から認められる。そこで、須恵器の地域差をよく表示することで知られるRb―Sr分布図上で今回分

析した試料の分類ができるかどうかを調べてみるとことにした。各年代ごとに分けてRb―Sr分布図

を作成した。

第76図には6C後～7C前と推定される須恵器のRb－Sr分布図を示す。全時代を通してRb－Sr
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第76図　6C後～7C前の須恵器のRb―Sr分布図

第77図　7C前の須恵器のRb―Sr分布図

第78図　7C後の須恵器のRb－Sr分布図

分布図を眺めてと、Rb量によってはぼ、2

郡に分類できそうなので、Rb量の少ないグ

ループをA群、逆に、多いグループをB群と

してみた。そして、A群とみられる須恵器を

すべて包含するようにしてA群領域を、ま

た、同様にして、B群領域を設定した。勿

論、これらの領域は定性的な意味しかもたな

いが、定性的にでも分類できるかどうかを直

截的にみる上に役に立っ。そこで、第76図を

みると、大部分のものはA群領域に分布する

ことがわかる。No36、47の2点のみはK、Rb

量が多く、他の須恵器とは胎土が異なる。第

77図には7C前と推定される須恵器のRb－

Sr分布図を示す。ほとんどすべてがA群領

域に分布し、第76図と比較すると、これらは

6C後～7C前の多くの須恵器と同じ胎土を

もつことがわかる。第78図には7C後と推定

される須恵器のRb－Sr分布図を示す。No62

を除いて他はすべてA群である。このよう

に、6C後から7C後に至るまでの須恵器は

ほとんどが同じ胎土をもっており、同じ窯の

製品であることを示唆している。

これに対し、8C後～9C初と推定される

須恵器のRb－Sr分布図を第79図に示す。7

C代までのものとは違い、すべてがRb量が

比較的多く、B群領域に分布することがわか

る。ただ、No12、15、16、19、30などはA、

B両群が重なる重複領域に分布し、どちらに

帰属するか判断し難い。ただ、全体として眺

めると、よくまとまってB群領域に分布する

ことがわ牢、る。第80図には10C代の須恵器の

Rb―Sr分布図を示す。10C代のものもすべ

て、まとまってB群領域に分布する。第81図

には11C代の須恵器のRb―Sr分布図を示

す。11C代のものもすべてB群領域に分布す

る。なお、K、Ca、Rb、Sr因子を使ってク
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ラスター分析を行ったが、最短距離法を使っ

ても、最長距離法を使っても、Rb－Sr分布

図上での分類ほどきれいには分かれなかっ

た。そのため、デンドログラムは省略した。

Rb―Sr分布図上での分類がうまくできたの

は、年代ごとに区切って分布図を作成したこ

とによると思われる。

以上の結果から、大渕遺跡の古い須恵器の

ほとんどがA群領域に分布し、9C以後の新

しい時期の須恵器はB群領域に分布し、須恵

器の供給源（窯）が時代によって変わったこ

とが判明した。これらを一括してK－Rb相

関図上にプロットしたのが第82図である。K

因子とRb因子の間には正の相関性があるこ

とがわかる。そして、一部は重複領域に分布

するものの、6C後～7C後の須恵器は左下

半分のK、Rb量がより少ない領域に分析

し、また、9C以後の新しい須恵器は右上半

分のK、Rb量がより多い領域に分布するこ

とがわかる。A、B群とも猿投窯群的性格を

もっているので、その産地は猿投窯群内にあ

ると筆者は考えている。このことは逆に、猿

投窯群は2群に分割できる可能性があること

を示す。

Fe因子にも年代的にみて変化がみられ

る。第83図にFe因子を比較してある。6C

後～7C後の須恵器では、K、Rb因子同

様、Fe因子でも差違は認められない。とこ

ろが、9C代から、10、11C代へと年代が下

がるにつれて次第にFe量が少なくなってい

ることがわかる。このことは若しかしたら、

灰紬陶器が出現することと関係があるのかも

しれない。胎土にFe量が少なく、白い素地

になると美しく施紬できる。灰紬陶器にはこ

とごくFe量が少ないことがこれまでの分析

データからわかっている。したがって、猿投

第79図　8C後～9C初の須恵器のRb－Sr分布図

第80図10C前の須恵器のRb―Sr分布図

第81図11C中の須恵器のRb―Sr分布図
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群内でも年代が下がるにつれて、Fe量の少ない白い粘土を選択的に求めていったことを第83図は示

しているのかもしれない。このことはいずれ、猿投窯群内の須恵器の分析データを年代ごとに分けて

整理していけば明らかになることと思う。

以上の結果、大阪陶邑群の場合と同様、周辺の遺跡出土須恵器の分析データの比較から、猿投群の

中でも、胎土からみて須恵器を分類できる可能性が出て来た。

●　6C後の7C後

・8C後－11C中

第32図　大渕遺跡出土須恵器のK－Rb相関図

6C後～7C前

7C前

7C後

8C後～9C初

10C前

11C中

第83図　Fe因子の比較
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時代 Nn 器種 K C a F e R b S r 時代 Nn 器種 K C a F e R b S r

8
年

9
品

6
年

7
C
前

1 杯 0．40 2 0．13 5 0．65 4 0．684 0 ．3 1 1 4 2 杯 0．40 5 0．04 7 1．47 0．48 7 0．2 14

2 ／／ 0．50 3 0．11 0 1．92 0．623 0．30 3 4 3 蛮 0．43 2 0．06 0 1．73 0．48 1 0．2 1 1

3 ／／ 0．55 3 0．09 7 1．69 0．708 0．3 17 4 4 〝 0．42 3 0．0 56 3．11 0．45 4 0．17 1

4 ／／ 0．57 4 0．05 0 1．39 0．76 5 0．24 7 4 5 〝 0．49 2 0．06 9 2．24 0．52 0 0．2 17

5 〝 0．58 8 0．08 0 1．82 0．80 2 0．29 0 4 6 〝 0．46 0 0．09 2 1．78 0．57 1 0．2 30

6 〝 0．51 9 0．08 8 1．90 0．73 7 0．3 1 1 4 7 〝 0．57 5 0．12 0 3．97 0．71 9 0．22 7

7 〝 0．56 1 0．039 1．36 0．76 4 0．24 7 4 8 ／／ 0．45 7 0．06 0 1・49 0．48 7 0．2 26

8 ／／ 0．52 5 0．0 90 2．23 0．64 5 0．25 6 7
£

削

49 蓋 0．42 2 0．06 0 1．40 0．48 7 0．22 6

9 〝 0．53 7 0．0 67 1．85 0．66 9 0．26 2 5 0 〝 0．44 3 0．06 6 1．49 0．48 7 0．24 0

10 〝 0．40 8 0．0 72 1．8 1 0．57 1 0．24 8 5 1 杯 0．39 9 0．12 3 2．78 0．55 1 0．27 5

11 〝 0．43 6 0．115 2．5 1 0．57 1 0．27 6 5 2 〝 0．4 04 0．05 2 1．93 0．4 9 3 0．194

1 2 ／／ 0．4 6 6 0．06 9 1．70 0．50 1 0．20 2 5 3 〝 0．332 0．05 2 3．42 0．3 3 1 0．16 4

1 3 〝 0．4 77 0．07 1 1．69 0．63 5 0．26 4 5 4 窺 0．4 12 0．05 5 1．55 0．4 97 0．2 12

1 4 〝 0．4 36 0．03 2 2．09 0．6 16 0．19 2 5 5 〝 0．3 84 0．10 6 1．95 0．46 0 0．25 3

1 5 〝 0．44 1 0．06 8 2．29 0．58 1 0．21 4 5 6 台※ 0．4 28 0．09 4 3．14 0 ．46 0 0．23 2

1 6 褒 0 ．4 36 0．05 1 1．55 0．51 9 0．22 2 5 7 喪 0 ．4 85 0．1 15 2．98 0 ．55 4 0．27 7

1 7 ／／ 0．5 93 0．07 9 1．39 0．75 0 0．26 9 孟 58 杯 0 ．39 8 0．04 1 1．96 0 ．55 1 0．18 5

1 8 〝 0．5 07 0．10 7 1．57 0．68 1 0．27 7 5 9 〝 0．46 3 0．08 4 2．38 0 ．53 9 0．23 6

1 9 〝 0．46 9 0．07 2 2．02 0．53 0 0．22 1 6 0 〝 0．4 12 0．06 8 2．98 0 ．38 7 0．17 0

2 0 〝 0．6 1 1 0．07 6 1．37 0．80 7 0．29 6 6 1 虚空 0．4 10 0．07 6 1．93 0 ．58 2 0．2 13

2 1 〝 0．5 56 0．08 1 1．51 0．76 3 0．28 7 6 2 〝 0．44 9 0．12 4 1．4 8 0．69 8 0．30 1

2 2 〝 0．49 1 0．10 4 1．12 0．66 5 0．32 3 6 3 褒 0．44 7 0．04 5 1．84 0．49 7 0．20 1

2 3 〝 0．45 0 0．08 2 1．07 0．67 0 0．29 0 10
£

削

11
C

6 4 〝 0．53 4 0．08 1 0 ．64 3 0．73 3 0．27 9

24 〝 0．45 1 0．09 7 2．43 0．62 3 0．276 65 〝 0．45 4 0．06 2 0．67 8 0．77 3 0．23 6

25 〝 0．42 4 0．09 2 2．29 0．57 8 0．266 66 〝 0．5 10 0．06 2 0．7 58 0．77 3 0．24 8

26 蓋 0．48 1 0．09 8 1．43 0．66 0 0．310 67 〝 0．50 1 0．09 7 1．7 5 0．59 7 0．25 2

27 〝 0．44 5 0．08 8 1．51 0．59 7 0．2 76 6 8 虚※ 0．45 5 0．18 8 1．2 1 0．54 2 0．30 3

2 8 〝 0．5 13 0．06 6 1．27 0．71 7 0．2 78 6 9 褒 0．52 4 0．16 2 1．0 1 0．65 9 0．39 6

29 〝 0．42 7 0．12 1 2．06 0．68 7 0．3 02 7 0 〝 0．47 7 0．12 2 1．30 0．57 8 0．27 1

3 0 〝 0．44 8 0．09 4 2．48 0．53 5 0 ．2 52 7 1 杯 0．44 2 0．153 0．77 5 0．64 7 0．32 2

3 1 〝 0．60 3 0．11 8 1．99 0．754 0．3 36 7 2 〝 0．53 9 0．14 2 1．68 0．63 9 0．35 4

3 2 〝 0．52 6 0．16 5 1．73 0．703 0．33 9 7 3 〝 0．51 2 0．102 1．79 0．52 3 0．24 2

3 3 〝 0．45 0 0．04 5 2．07 0．5 26 0．18 5 7 4 褒 0．56 5 0 ．07 8 0．99 1 0．58 2 0．27 5

34 〝 0．46 5 0．04 8 2．10 0．52 3 0．19 9 7 5 杯 0．53 0 0 ．08 9 0．5 10 0．56 9 0．18 2

35 〝 0．39 8 0．05 3 1．98 0．5 55 0．20 2 7 6 〝 0．48 3 0 ．07 4 0：77 0 0．60 3 0．214

3 6 〝 0．5 13 0．05 3 1．56 0．9 59 0．25 0 7 7 〝 0．62 8 0．18 4 0．74 7 0．73 8 0．3 35

3 7 杯 0．42 4 0．06 0 1．4 5 0．5 09 0．24 8 7 8 〝 0．67 8 0．06 8 0．76 8 0．83 8 0．30 8

3 8 〝 0．42 1 0．10 4 3．31 0．4 25 0．22 5 7 9 〝 0．63 5 0．25 7 0．89 6 0．81 5 0．40 2

3 9 〝 0．38 5 0．04 5 1．30 0．4 90 0．18 3 8 0 〝 0．574 0．15 9 0．77 3 0．75 0 0．32 1

4 0

4 1

／／

〝

0．42 8

0．37 4

0．04 1

0．04 1

1．36

1．9 3

0．4 1 1

0．45 1

0．16 4

0．17 5

8 1 褒 0．37 5 0．05 7 1．46 0．57 7 0．23 1

第8表　大渕遺跡出土須恵器蛍光X線分析データ
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2．大測遺跡から検出された珪藻遺骸について

1．はじめに

1984・1985年度に実施された愛知県海部郡甚目寺町大渕遺跡の発掘調査に際して、一辺5～6mの

方形区画（弥生時代中期～古墳時代中期）の溝、および方形区画の基盤層中より採取された試料の珪

藻分析を実施し、遺構の性格や遺跡基盤層の堆積過程などについて知見を得ることができたので、そ

の概要をここに報告する。

2．試料の採取と処理

大渕遺跡は、濃尾平野の中央部からやや東よりの氾濫平野南端部に位置する標高0～1mの低湿性

遺跡ということができる。出土した遺物や遺構などによって、弥生時代中期、および古墳時代～室町

時代にわたる複合遺跡であることが明らかになった。

分析を行ったのは、60F区の方形区画をめぐる溝中より3試料（試料1～3）、60F区方形区画下

位の地層中より4試料（試料4～7）および古代の包含層中より1試料（試料8）の計8試料であ

る。採取した試料の標高は、試料1～3については－0．13～－0．34m、試料4～7については－0．10

～－0．14m、試料8は＋0．30mである。試料の採取位置図は第84図に示した。

第84図　試料採取位置図
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試料の分析にあたって、乾燥重量1 gをトールビーカー(300ml)にとり、過酸化水素水(35%)

を加えて約5分間煮沸し、有機物の分解と漂白を行った。つぎに岩片を除去し、水洗を4-5回くり

返しながら同時に比重選別を行った。このようにして得られた試料をピペットでとり、カバーグラス

上に広げて乾燥させた。次に封入剤(和光純薬製マウントメディア)をスライドグラスに滴下したの

ち、試料を塗布したカバーグラスをかぶせ、加熱後、永久プレパラートとした。プレパラートはそれ

ぞれの試料について5枚ずつ作成した。

検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用し、各試料とも200個の珪藻殻を同定するよう努めたが、試料中

に含まれる珪藻殻が少ない場合には、200個に達しなくても検鏡を打ち切った。

珪藻の分類と生態的特性などは、 Hustedt (1930, 1927―1966), Krammer and Lange―Berta

lot (1986・1988), Hendey (1964), Patrick and Reimer (1966, 1975)などによった。

3.分析結果

試料中より出現した珪藻遺骸24属81種(2変種を含む)計800個体のリストを第9表に示した。出

現した珪藻は、いずれの試料においても淡水生種のみで海～汽水生種はまったく認められなかった。

pHについては好アルカリ～不定性種、水流性についてはそのほとんどが不定性種で占められた。ま

た、珪藻の生態性については付着生種(61%)で大半が占められ、底生種(38%)がそれについだ。

浮遊生の種群の出現率は1 %にも満たなかった。

試料中に含有される珪藻殻数は全体に少なく、兄いだされた珪藻殻も破損したものが多かった。種

組成では、全体を通して好アルカリ・水流不定性で付着生種のSynedra ulna (15%)、同じく好ア

ルカリ・水流不定性で付着生種のCocconeis placentula var. euglypta (9. 8%、基本種を含む)、

Gomphonema clevei (6.5%)や、好アルカリ・水流不定性で好気性珪藻として知られるHantzs

chia amphioxys (7. 6%)、 pH不定・真止水性で好気性種のPinnularia subcapitata ( 6 %)など

が目だった。

属組成では、全体に底生のPinnularia属(18. 1%)、付着生のSynedra属(16. 4%)・Cymbella

属(8.9%)・Gomphonema属(13.5%)などが多く出現した。

試料別にみると、試料1～3ではPinnularia属やNavicula属　Neidium属などの底生の種群(51

%)が、試料4～7ではSynedra ulnaをはじめとしたSynedra属、 Cymbella属　Gomphonema

属などの付着生の種群(71%)が多く出現している。試料8は珪藻遺骸の出現率がもっとも低く、と

くに目だつ種も認められなかった。

4．考　　察

珪藻の分析結果に加えて試料の土色・粒径などの諸性質から、大渕遺跡における弥生時代中期～古

墳時代中期の頃（考古遺物による）の方形区画の成因やその埋積過程等について検討を加える。

方形区画をめぐる溝中の試料（試料1～3）と、方形区画基盤層（試料4～7）および古代の包含
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層中の試料（試料8）をくらべてみると、1－8のすべての試料とも「暗～淡灰褐色砂質シルト層」

というべきものにあたり、土質のうえでは両者にはとくに明瞭な差異は認められなかった。これら砂

質シルトは、甚目寺町周辺の沖積低地一帯では、後背湿地や小河川の河道内部・沼沢地などにしばし

ば見られ、現在では水田土壌としても盛んに利用されているものにあたっている。

珪藻の分析結果では、溝中の試料では底生種の出現率（51％）が付着生種（49％）をいくぷん上

回ったのに対して、基盤層中の試料では底生種の出現率はわずか29％に過ぎずその大部分が付着生種

（71％）で占められた。また、溝中の試料では水の干上がった地表面などをはじめ、水流の影響を直

接受けないところでも生活することができる「陸生珪藻」が21％も出現している。その結果、試料1

～3が真に溝に堆積した地層中から採取されたものであるとすれば、この溝の堆積環境としては次の

ようなものである可能性が考えられる。

（1）底生の種群が付着生の種群より多いことから、溝の水深は浅くて、流速も小さい。そして、溝の

周囲や溝側面には挺水植物や沈水植物などの水生植物がほとんど繁殖していなかったことが考えら

れる。

（2）溝中から兄いだされた珪藻遺骸のなかに、富栄養水域や水質汚濁に耐性があるとされる種群の出

現率が比較的少ないことから、方形区画における土地利用は短期間かつ小規模なものであったと考

えられるが、それがどのような利用形態であったのか推定することは現状では難しい。

（3）陸生珪藻の出現率が比較的高いこと、および珪藻の含有殻数がきわめて少ないことから、その溝

には水は年間を通じて短い期間しか存在しなかったか、さもなくばこの溝の機能した期間が短かっ

たことが推定される。

（4）珪藻殻片に完形殻が少なく破壊殻片が多数を占めることから、これら溝中の堆積物そのものも方

形区画の基盤層と同様、他所から移動して運び込まれた二次化石であるか、あるいはそれらが混入

している可能性が考えられるが、このことは土層の堆積状況等を詳細に観察し総合的に判断する必

要があり、分析試料のみから判断することは困難である。

なお、方形区画基盤層の試料4－7では、珪藻の含有殻数が乏しく破壊殻片が全体の57％にも達す

ること、一般に流水の影響下に生息する付着生種群の出現率が73％もみられたこと、また陸生珪藻が

わずかに13％しか認められなかったことなどから、試料中の珪藻殻は明らかに異地性の珪藻遺骸と考

えられ、遺跡の基盤層を構成する砂質シルト層は、弥生時代中期を溯る河川性の水流によって運ばれ

た堆積物であろうと推定される。

古代の包含層である試料8では、珪藻の含有殻数が著しく少ないうえに、付着生のCymbella属の

種群がまったく認められないことから、流水の影響の乏しい環境下で堆積した地層であると考えてよ

い。

しかし、これらの推定はいずれも珪藻分析等を利用した乏しい情報をもとに考察したものであり、

今後、大渕遺跡周辺の遺跡基盤層や遺構埋土などを詳細に観察し分析することによって、正しい古環

境復元に努めていきたい。

（森　勇一・前田弘子）

－120－



第9表　大渕遺跡から産出した珪藻遺骸のリスト
（）内は破壊された珪藻殻片数

血 ecie s p H C u r r． E co l． 1 2 3 4 5 6 7 8 T O T A L

A ch 抑 血 離 山 萌 購 A gard h ．
A cんncれlんes k n ceO b 紬 B re b is so n

A c伽 脚融肌用血W 壷 W ．Sm ith

A lp h 9 E p ip l （1 ） 2 （2 ） 2 （2 ） l （1 ） l （1） 丁 （＝

A lp h I n d E p ip l 1 2

In d In d E 示ip l 1 （l ） 2 （l ）

A m 九0和 0腑‘is v 8r．抽 γcc （E hr．1C l帥e A lp h In d B e n t 1 3 （1 ） 3 1 2 2 12 （3 ）

（短 0乃ゼi誼 ¢ci血m （Gru n．）C lev e

Q l∫0朋壷 創乱川血 （Ehr．）Clev e

A lp h In d B e n t 3 3 （1 ） 1 1 l 3 （2 ） 12 （3 ）

A cp h In d B e n t 1 1
C bc co融壷 d細山用地 PantO cSe k

伽cco加 勘血 服 血 血 （Ehren b er g）
Cbc co爾isp b c川血血詳肝．川融和血 （E hr．）Cleve

A lb i In d E p ip 1 （1 ） l （l ）

A lp h In d E p iP 1 （l） 2 1 （1 ） 5 （3 ） 9 （5 ）

A lp h In d E p ip 2 （2 ） 3 10 （9 ） 15 （8 ） 8 （3 ） 9 （7 ） 17 （11） 5 （5 ） 69 （45）
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生態値凡例
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Albi：Alkalibionticforms

（真アルカリ性種）

Alph：Alkaliphilousforms
（好アルカリ性種）

Ind　：Indifferentforms

（不定性種）

Acph：Acidophilousforms
（好酸性種）

Acbi：Acidobiontic forms

（真酸性種）
？　：Unknown

（不明種）

水流性（Currentspectra）
Libi　：Limnobiontic forms

（真止水性種）

Liph：Limnophilousforms
（好止水性種）

Ind　：Indifferentforms

（不定性種）

R－Ph：Rheophilousforms
（好流水性種）

R－bi：Rheobionticforms
（真流水性種）

？　　：Unknown

（不明種）
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生態性（Ecology）
Bent：Benthonicforms

（底生種）

Epip：Epiphyticforms
（付着生種）

Plan：Planktonicforms

（浮遊生種）
？　：Unknown

（不明種）
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大渕遺跡産の珪藻遺骸の顕微鏡写真

1. Navicula cuspidata (Kutz. ) Kutzing

2. Pinnularia stomatophora Grounow

3. Pinnularia viridis (Nitz. ) Ehrenberg

4. Stephanodiscus astraea (Ehr. ) Grunow

5. Cocconeisplacentula var. euglypta (Ehr. ) Gleve

6. Nitzschia ignorata Krasske

7. Pinnularia interrupta W. Smith

8. Pinnularia acrosphaeria Rabenhorst

9. Pinnularia hemiptera (Kutz. ) Rabenhorst
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第85図　大渕遺跡出土珪藻遺骸写真
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Ⅶ．まとめ

弥生時代

時期

集落

Ⅳ．遺物のところでも触れていたが、大渕遺跡の弥生時代の主要な時期は凹線紋系土器

の展開とはぼ重なっている。この凹線紋系の時期は、上・下層に分かれて遺物の出土した

SE01資料を基準として1・2期に分けることができ、さらに2期が新・古に分かれる。

また、Ⅰ～Ⅴ系統の中で中心となるものは、Ⅰ系（朝日式・貝田町式系）とⅣ系（凹線紋

系）であり、2期以降にⅢ系・Ⅴ系がはいるようになる。特にⅢ系の混入頻度は高く、ほ

とんどが搬入品と考えられることからみても、Ⅲ系分布圏である三河・知多との交流が活

発であったことが窺われる。Ⅱ系については、出土数が極めて少ない。さらに、Ⅰ系の変

化の仕方についても、貝田町式の影響を残したまま凹線紋系土器群を受け入れている阿弥

陀寺遺跡とは異なり、大渕遺跡の土器群は凹線紋系の強い影響のもとに成立している。こ

のことが、拠点集落と短期集落の差にあるのか、若干の時間のズレにあるのかは今後の問

題となろう。

凹線紋系土器の時期には52軒の竪穴住居・3基の井戸・50基を上回る土坑が検出されて

おり、遺構は遺跡北側の標高の高い部分に集中して作られている。竪穴住居は、単独で検

出されたものもあるが、通常建て替えも含めて3回程度の切り合いが確認されており、特

に60A1区と60C2区付近に幾度も作られている。また第86図にあるようにまったく住居が

建てられない部分が少なくとも3～4ヶ所あり、その無住居地域の周囲を弧を描くような

住居が占地する傾向がみられる。この無住居地域の中の、Aエリアには穿孔土製円盤を出

土した大型土坑SK10、Dエリアには円形に近い隅丸方形という当遺跡内では特殊な形態

を示すSB35や円窓付土器を出土したSE03、さらにSK53もSK10と同様のものである

可能性があり、特異な空間であった可能性が高い。

次に集落としての性格を考える場合、谷地形を挟んで北接する阿弥陀寺遺跡の存在が大

きく関わってくる。阿弥陀寺遺跡は貝田町式期前半には環濠をもった集落として成立する

が、高蔵式期には衰退し、山中式期に再び環濠が掘削されている。また、北東に位置する拠

点集落である朝日遺跡では、高蔵式期には環濠が掘削されず、生活域が不明瞭になり、方形

周溝墓の構築規範もこの時期に大きく変化することがわかっている。大渕遺跡はこれらの大

規模な〈囲郭集落〉が衰退・混乱する時期である高蔵式期に成立し、若干は次期にまで続く

ものの、生活空欄としての役割はその一時期で終わってしまうようである。一方、阿弥陀寺

遺跡の北西に位置する森南遺跡は阿弥陀寺遺跡とほぼ同期間にわたって遺跡が存続するが、

環濠は有さず、調査面積の関係で確実なことは言えないが、高蔵式期における明瞭な衰退は

みられないようである。遺跡のタイプとしては明らかにこの森南遺跡に類似しており、近隣
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第86図　弥生時代遺構図

方形区画

の〈囲郭集落〉が凸線紋系土器の波及という変化に遭遇し混乱した時期に、それらの拠点的

な集落と密接な関係をもって成立し、その平常化とともに遺跡が営まれなくなるのであろ

う。尾張部の遺跡をみても、高蔵式期に始まる遺跡が多数あり、特に平野部においては短期

間しか存続しない例が多くみられ、この時期に広い地域で大きな変革があったことが想定さ

れる。

60F区・59B区にかけて検出された溝で仕切られた方形区画遺構は、港内出土の遺物が小

片でかつ少なく、時期を決定するにいたらなかったが、周囲より貝田町式期以前の遺物が出

土しないことと溝が古墳時代後期の遺構に切られることから、弥生時代中期～古墳時代中期

に属するものである・と考えられる。性格についての考察は、自然科学的分析を十分に行わな

かったこともあってさらに難しく、唯一実施したⅥ－2．の珪藻分析では、溝は浅くて水流

が乏しく、短期間しか水流がないか利用されていない、二次堆積物が埋土となっている可能

性があるという結果が述べられており、土層の観察からも水が流れていたとは思えなかっ

た。このことは、これらの溝が灌漑や排水のために掘削されたものではないことを示してい

る。区画の規模や低い位置に作られていることからみても、当然水田跡という推定がなされ

るであろうし、近年宮城県富沢遺跡の調査などで、このような溝で区切られた直線的な区画

を水田跡の可能性があるものとされている。また、溝が畦畔をっくるためのものであるなら

ば、珪藻分析で言われる二次堆積物があってしかるべきである。このようなことから、この

方形区画は水田の床土や畦畔が総て削平された状態のものであると推定したい。
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中期以降 弥生時代中期の居住域を横切るように、北西から南東にかけて走るSD01は掘削時期につ

いての確実な資料は得られなかった。ただ、切り合い関係にある全ての竪穴住居よりも新し

くなること、中・上層の砂層より弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が出土していることか

らみて、弥生時代中期でも新しい時期か後期に掘削され、古墳時代前期にかけて埋没するも

のと思われる。また、後期以降の土器は古代～中世の遺物に混じって出土することが多く、

その分布は60A1区・60B1区に集中している。このことから、古墳時代後期以降の削平で消

失してしまったが、調査区北側に該当期の遺構があったことが想定でき、SD01が何らかの

役割を果たしているものと考えられる。

古墳時代後期以降

執筆の都合上、遺構・遺物とも古墳時代後期～平安時代中期、平安時代後期～室町時代という分け

かたで記述してきたが、遺跡の連続性を考えると、両者を同時に述べるはうが混乱が少ないと考え、

以後第9表時期区分に従い説明をしていきたい。また、主要遺構との対応関係も同表に示した。

時期区分　　大渕遺跡の古墳時代後期以降を土器によって区分すると大きくⅠ～Ⅳ期に分けられる。

I期　煮炊具である土師器甕A1・A2類が用いられている時期。煮炊具が全器種の40％

以上を占める。食器は古墳時代から続く須恵器杯A・Bが主なものとなる。

1煮炊具ははとんがが土師器甕Aで、口縁端部をナデ上げるA1類・A2類で占めら

れる。食器は須恵器杯Aと蓋Aの組み合わせとなる。

2　煮炊具の土師器甕AはA2類が主体となり、土師器甕C1・C2類・Eが新たにみ

られる。食器の須恵器杯Aと蓋Aは以前として残るが、蓋Bと杯Eの割合が増加す

る。

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

1 2 3 4 1 2 1 2

S E
0 6 ・ 0 9
2 3 ・ 3 1
3 2 ・ 3 3

1 3 ・ 1 4
2 2 ・ 2 8

2 5 ・ 2 6 ・ 2 9 0 1 1 0 ・ 2 4 1 1 ・ 1 6
1 7

0 4 ・ 1 2
1 5 ・ 2 0

S K
1 2 5 2 0

1 1 8
4 0 1 0 8 0 6 ・ 9 0 0 5 ・ 7 4 1 9 ・ 7 7

7 8 ・ 1 4 4
1 7 1

S D
9 4 6 0 4 1 7 2 4 8 ・ 4 9

9 7
0 5 ・ 1 5
4 3 ・ 5 0
5 9 ・ 6 3

S X
0 1

第10表　古墳時代後期以降時期別主要遺構
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第87図　土師器甕細分類（1／6）

Ⅱ期　煮炊具である土師器甕A3類・Bが用いられている時期。食器は須恵器杯A・蓋A

の組み合わせがみられなくなり、須恵器杯E・蓋B・Cが主流となる。

1　煮炊具の土師器甕AはA3類が主体となる。食器は蓋B・Cと杯Eが主なものとな

る。

2　煮炊具は土師器甕A3類が少なくなり甕Bが多くなる。食器は須恵器蓋とBが杯E

が主体となり、杯Fもみられる。

Ⅲ期　煮炊具である土師器甕G・Hが用いられる時期。煮炊具が全器種の10％以下とな

る。食器は蓋Dが主流となり、盤Aに代表される盤や金属器写しの器種が現れる。

1　煮炊具は土師器甕F・HとG1類がみられる。食器は定型化した須恵器蓋Dと器高

の深い盤A・直線的にのびる体部をもつ杯D・Fが主流となる。

2　煮炊具は土師器甕G2類となる。食器は器高の浅い杯Dとやや内弯して椀状を呈す

る杯Dとなる。

Ⅳ期　煮炊具は土師器甕G3類となり、全器種に占める割合は5％以下となる。食器には

灰釉陶器が加わり、灰釉陶器椀Aや皿A・Bがみられる。

Ⅴ期　灰釉系陶器が使われ始める時期。灰釉系陶器椀A～D、小椀、「足高高台」杯、土

師器椀などの多様な器種がみられる。
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第89国　グループ別掘立柱建物

Ⅵ期　灰釉系陶器のいわゆる「山茶碗」が用いられる時期。灰釉系陶器椀D～I、小皿A

～Cが主流となる時期。

Ⅶ期　大窯で生産された施釉陶器がみられる時期。

この各時期を生産地の窯様式をもとに年代を与えると、Ⅰ期―H―44～H―50（6世紀

末～7世紀前半）、Ⅱ期－I－17～I－41（7世紀後半）、Ⅲ期－O－10－IG－78（8

世紀後半～9世紀初）。Ⅳ期―K―90～0―53（10世紀前半）、Ⅴ期一百代寺窯式（11世紀

中頃）、Ⅵ期―13世紀、Ⅶ―15世紀となる。

集落 大渕遺跡のⅠ期からⅦ期末は約900年という長期間にわたっており、集落も当然幾度か

の建て替えがあったはずであるが、この時期の住居形態である掘立柱建物では時期の決定

や切り合い関係を把握することは難しく、変遷を追うことは困難を伴う。ただ、多くの当
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Ⅰ・Ⅱ期

該期の集落の事例では、掘立柱建物だけで構成される建物群は、おおむね軸線を合わせな

がら作られていくという傾向が認められており、これにより大渕遺跡の掘立柱建物・柵・

溝の軸線をみると、第88図のようになる。この中で最もはっきりとしたまとまりがみられ

るのが掘立柱建物で（第89図）、切り合い関係を考慮すると、A～Fの6グループに分か

れる。溝も掘立柱建物ほどではないが、4グループ程度に分かれ、それぞれB・C、D、

E、Fグループに対応する。柵についても、いくつかのグルーピングが可能であるが、掘

立柱建物のそれとはうまく対応しない。

さらにこの掘立柱建物と溝のグループがどのような順序でつくられていったかというこ

とであるが、まず①調査区南側を何度も掘り返されながら走る溝群は、自然地形の制約を

受けるためか、各溝ともほぼ同方向をむき、Ⅰ期からⅢ期までの遺物が出土することから

みて、この軸線方向の溝が長期間にわたって使用されていたことが考えられる。逆にいえ

ば、最も古い軸線方向がこの方向である可能性がある。②Cグループ→Dグループという

切り合いがみられる。③EグループにはいるSB37の柱穴内よりⅢ期の杯Eが出土してい

る。④Ⅲ期の井戸SE01と隣接するSB01と関連するような場所に位置する。⑤Fグルー

プの掘立柱建物は包含層上面で検出が可能である。⑥SB23はSD43に切られている、の

条件をもとにA～Fの順序を想定してみると、第90図のようになる。これをまとめると下

記のようになる。

1．南側の溝群の軸線方向にあわせるように、Dグループが作られる。掘立柱建物は北・

中・南の3グループに分かれ、北と中のグループには総柱建物がみられる。その居住域

を区切るように、西にSD58、南にSD82、東にSD94が走る。

2．南SD53を基準にCグループが作られる。1と同じく北・中・南の3グループに分か

れるが、通常の掘立柱建物はSD53の東側、総柱建物は西側という配置になる。

3．2を踏襲するように、Bグループが作られ、SD53の西側にも通常の掘立柱建物がみ

られる。

4．Eグループが作られるが、建物の軸線方位に大きな変化がみられる。1と同じく北・

中・南の3グループに分かれるが、総柱建物はみられない。

5．Aグループが作られる。掘立柱建物と総柱建物という組み合わせで、中央部に集中

し、北に一棟総柱建物がみられる。

6．ほぼ南北方向を向くFグループが南・北の2グループに作られ、それを囲むように南

北・東西の軸線方位をもつ溝が走る。

これを土器からみた時期区分にあてはめると、Ⅰ期－Dグループ、Ⅱ期―C・B期グ

ループ、Ⅲ期―Eグループ、Ⅳ・Ⅴ期－Aグループ、Ⅵ期―Fグループと考えられ、Ⅱ期

とⅢ期、Ⅳ・Ⅴ期．とⅥ期の間に大きな画期があることがわかる。

大渕遺跡の性格を考える場合、官衙や寺院といった大規模な計画的な建物群としてとら

えることは難しい。かといって清洲城下町遺跡や名古屋城三の丸遺跡でみられた竪穴住居

と掘立柱建物で構成される自然集落的な様相とも違っており、Ⅰ期の6世紀未より建物は
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第90図　主要遺構変遷図
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Ⅲ・Ⅵ期

Ⅴ・Ⅵ期

掘立柱建物しかみられない。このようなありかたは明らかに畿内的な様相を強くもってい

ると言え、「ナデ上ゲ」を特徴とした甕Aが分布する範囲は畿内、伊勢、尾張、中・西美

濃地域であり、特に長胴甕との折衷型が多くみられるのは、近江以東である。つまり大渕

遺跡の成立は畿内と強い結び付きをもって現れ、その主体は、阿部義平氏が（『官衙』1989

ニューサイエンス杜）述べられている「地方の在地豪族総が大化改新時に評進になど任命さ

れるまで、自らの由来や職掌を各自が主張したことがみえ、国造や評造以外にも有力者が

在地におったことは確実である」中の「有力者」がそれにあたるであろう。また、一定の

規格をもった土錘を用いた計画的な漁労の存在も、遺跡が官衙的な性格でなく、地域に密

着していることを窺わせる。そして、7世紀後半の甚目寺や法性寺等の古代寺院の建立後

にⅡ期とⅢ期の画期がみられるが、これはその「有力者」官編成に組み入れられ、寺を中

心として居住体形に変化したためではないかと思われる。次に遺跡が営まれるⅢ期の8世

紀後半は、全国的に私有地を伴う新田開発が盛んに行われる時期であり、遺跡の居住者は

新たな開発を行うため、再び旧地に居住地を求めたことになる。ただ、遺構配置等をみる

と、これらの進出も計画的に行われたものである可能性が高い。また、Ⅲ期以降は土錘が

全くみられなくなり、村落の生活構造がⅠ・Ⅱ期とは変わってきていることが指摘でき

る。さらに、そのⅢ・Ⅳ期にみられる、荒いハケを施す甕Gの分布は、尾張、三河、遠

江、南・中信となっており、生産地である尾張を中心とした灰釉陶器の流通ルートと深く

関わっているものと考えられる。

Ⅴ期の遺跡の様相については、井戸が3基検出されているだけで、居住地域の検出はで

きなかった。

Ⅵ期は、13世紀前後に濃尾平野全域にみられる、溝を用いて居住域や基域を区画する集

落形態を示す。この中世集落には、溝方位がほぼ南北を向く土田遺跡や阿弥陀寺遺跡のよ

うなタイプと自然地形に合わせたように不整方向に来る森南遺跡のようなタイプがみられ

る。大渕遺跡は明らかに前者のタイプで、東西方向の溝間の距離が北から62m、68m、

62m、南北方向の港間の距離が36mで、前者のタイプの30～40mを測る溝間距離とも一致

する。ただ、居住域と基域を不整方向の溝や柵列で区切る例は他には無く、新たな知見を

加えたといえよう。また、方形土坑に切り合いがあることや軸線に二方向あること、溝出

土の遺物に時間巾があることからみて、Ⅵ期はさらに二時期に分かれる可能性がある。
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60B2　SXO1

60BI SKO4

60BI SK125

60BI SK72

60BI SK130

60BI SKlO8

60CI SK29

60CI SK24

60CI SK42

60CI SK41

60CI SK16

59F SKO2

59F SDO1

59F SKO3

60A2　SK350

60A2　SK383

60A2　SK351

60Az SK354

60A2　SK363

60A2　SK364

60A2　SK368

60A2　SK374

60A2　SK376

60A2　SK378

60B2　SK302

60B2　SK363

60B2　SK305

60B2　SK317

60B2　SK307

59A SK28

59A SK15－4

59A SK15－3

59A SK15－2

59A SK15－1

59A SK15

59A SK32

60C2　SK285



新番号 長雪。m ） 短雪肌 ）底面レ芯　 旧 番 号

47 1 64　　　 138　　　 －51　　　 60C 2　SK 2 90・352

48 1 18　　　 94　　　 －19　　　　　　 60C 2　SK 3 17

49 18 0　　　 152　　　 －42　　　　　　 60C 2　SK 3 30

50 19 6　　　 106　　　 －22　　　　　　 60C 2　SK 3 22

51 12 0　　　 88　　　 －12　　　　　　 60C 2　SK 3 53

5 2 19 4　　　 112　　　　 0　　　　　 60C 2　SK 3 68

5 3 －24　　　　　　　 60D　 S K l l

新番号 長讐。。） 短雪。m ）底面レ芯　 旧 番 号

01

02

19 0～300　 －59 －－41　　 60A I SD ll・60A 2 SD 303
㊥払 SD測1・59A Sm 3

1 10－140　 －9－－3　　　　 60A 2　SD 3 0 1

03 10 0－140　 －15－－5　　　 60C 2・C 3　S D 18

04 7 5－17 0　 －14－－5　　　 60C 2・C 3　S D 19

SB　掘立柱建物

規　　模（cm）　　　　　　方　向

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37a

37b

5間　630　　（2間　250）　　　N－59〇一E

2間　450　　　　2間　350　　　　N－2〇一E

（5間？840）　（3間　501）　　　N－590－E

3間　400　　　　2間　300　　　　N－34〇一E

3間　720　　　1間？610　　　　N－250－E

2間　520　　　1間　350　　　　N－810－E

3間？610　　　3間　430　　　　N－350－E

3間　660　　　1間　450　　　　N－86〇一E

3間？770　　　2間？510　　　　N－880－E

3間？510　　　2間　490　　　　N－630－E

2間　310　　　　2間　300　　　　N－88㌧E

3間　600　　（1間　380）　　　N－55〇一E

2間　330　　　1間　280　　　　N－360－E

（3間？350）　（2間？350）　　　N－24e－E

2間？600　　　1間　220　　　　N－550－E

3間？600　　　2間　380　　　　N－530－E

4間　650　　　　2間　480　　　　N－23㌧E

3間　640　　　　2間　420　　　　N－21㌧E
500

（2間　350）　　1間？400　　　　N－48㌧E

（1間　230）　　2間　430　　　　N－10〇一E

4間　760　　　　2間　350　　　　N－11〇一E

3間　520　　　1間　400　　　　N－100－E

3間　520　　　　3間　450　　　　N－60－E

3聞　500　　　2間？420　　　　N－15〇一E

2間？530　　　2間　500　　　　N－16〇一E

l間　215　　　1間190　　　　N－490－E

2間　360　　　　2間　300　　　　N－26〇一E

3間　420　　（2間　300）　　　N－2e－E

（2間？440）　　1間　400　　　　N－430－E

3間　725　　　1間　275　　　　N－900－E

l間　280　　　1間　235　　　　N－90〇一E

2間？440　　　2間　375　　　　N－90〇一E

5間1200　　　2間？520　　　　N－3e－E

2間　430　　　　2間　360　　　　N－420－E

4間　800　　　　2間　440　　　　N－67〇一E

3間　660　　　　2聞　440　　　　N－310－E

4間　770　　　　2間　440　　　　N－58〇一E

2間　370　　　1間　200　　　　N－55〇一E

遺構番号 規　　 模 （cm ）　　　　　　 方　 向

38 3 間　 550　　　　 3 間？420　　　　 N －600－E

39 （3 間　 680）　　　 3 間　 480　　　　 N －390－E

40 （2 間　 360）　　　 3間　 450　　　　 N －37〇一E

41 3 間　 335　　　　 2間　 325　　　　 N －37㌧E

42 3 間　 500　　　　 2間　 360　　　　 N －23〇一E

43 3 間　 640　　　　 2間　 500　　　　 N －13〇一E

44 3 間　 500　　 （2間　 300）　　　 N －250－E

45 5 間？760　　　 4間？720　　　 N －34〇一E

46 3 間　 500　　　　 2間　 480　　　　 N －340－E

47 3 間　 620　　　 1間　 370　　　　 N －24㌧E

48 3 間　 550　　　 1間　 300　　　　 N －170－E

－134－



規　模（cm）　　　　　　方　向

11間　820

（6間　410）

2間125

（4間　285）

（4間？275）

（3間　250）

？1120

？980

13間？1030

12間　960

9間　640

8間　570

4間　280

7間　480

（5間　350）

（6間？400）

（？300＋180＋180
660）

2間　360

2間　480

4間　660

J

長径　　　短径　底面レベル
（cm）　　（cm）　　（cm）

SK　土坑

N－35〇一E

N－44㌧E

N－70－E

N－4㌧E

N－1㌧E

N－45㌧E

？
°

N－2●－E

N－2〇一E

Nニ86〇一E

N－44㌧E

N－380－E

N－70〇一E

N－46㌧E

N－30〇一E

N－10－E

N－89〇一E

N－210－E

N－21〇一E

N－1〇一E

旧　番　号

01

02

03

04

05

06

07

8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
0
0
　
9
　
0
　
1
　
2

0
　
0
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2
1

3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
3

3
1
　
3
2
3
3
　
3
4

2
2
。
讐
芸
這
一
票
蒜
一
竺
1
7
5
聖
霊
蒜
一
m
M
m
用
2
9
6
霊
2
9
8
1
2
。
票
244

1
5
6
1
3
2
1
7
2
9
8
1
2
6
1
7
4
9
8
1
1
0
1
7
0
1
4
0
1
6
0
1
2
0
1
6
0
8
0
1
2
0
9
0
1
0
5
3
8
0
2
3
6
1
9
4
1
0
6
1
8
0
1
7
0
8
0
9
0
8
2
1
4
0
1
0
0
1
6
0
8
8

3

9

1

5

1

4

4

6

4

1

2

9

1

6

3

8

1

6

1

0

3

5

5

1

7

6

－

2

6

1

7

1

6

8

5

2

9

1

2

2

7

1

6

2

8

2

8

5

●

1

5

2

1

2

1

2

0

1

7

1

3

60AI SK51

60AI SK141

60AI SK305

60AI SK58

60AI SK59

60AI SK96

60AI SKlO9

60AI SKllO

60AI SK315

60AI SK323

60AI SK158

60BI SK71

60BI SK14

60BI SKO1

60BI SK68

60BI SK45

60BI SK39

60BI SK28

60A2　SK23

60A2　SK13

60A2　SK78

60A2　SK39

60A2　SK79

60A2　SK88

60A2　SK76

60A2　SK72

60A2　SK97

60A2　SK217

60A2　SK230

60A2　SK231

60A2　SK249

60B2　SK181

60B2　SK31
・131

186　　　130　　－32／一13　　　　　60B2　SK69

新番号長径　　　短径　底面レベル
（cm）　　（cm）　　（cm）

35 118　　　　－19

36 212　　　140　　　　－20

37 85　　　　64　　　　　9

38 （480）　（300）　　33

39 210　　　130　　　　26

40 145　　　140　　　　20．5

41 215　　　　25

42 152　　　　31

43 195　　19／23

44 245　　　　　　　　　　 －15

45 186　　　168　　　　　7

46 10

47 170　　　135　　　　11

48 168　　　130　　　　8

49 325　　　125　　　－42．5

50 （174）　　100　　　－27

51 （160）　　　70　　　　－34

52 107　　　　52　　　　－25

53 216　　　160　　　　－82

54 140　　　　92　　　　－13

55 180　　　　　　　　　　 8

56 173　　　　68　　　　　6

57 213　　　　71　　　－34

58 135　　　　94　　　　－25

59 140　　　　－7

60 －9

61 200　　　　　　　　　　 －23

62 （142）　　　　　　　　 －30

63 130　　　111　　　－39

64 130　　　　86　　　　－28

65 －33

66 116　　　110　　　　－53

67 156　　　108　　　　－32

68 168　　　　－31

69 （220）　　　　　　　　 －43

70 100　　　　－15

71 100　　　　70　　　　－23

72 144　　　　84　　　　－18

73 152　　　　84　　　　－21

74 1000　　　240　　　　－48

75 212　　　　75　　　　－51

76 244　　　194　　　　－32

77 145　　　120　　　　－58

78 680　　　170　　　　－10

79 130　　　100　　　　－19

80 164　　　125　　　　－12

81 110　　　　92　　　　－27

82 170　　　122　　　　－7

83 108　　　100　　　　－71

84 110　　　　92　　　　－37

85 162　　　116　　　　－31

86 180　　　124　　　　－16

87 388　　　　98　　　　－22

88 95　　　　－15

89 212　　　　　　　　　　 －61

90 362　　　100　　　　－51

91 132　　　　97　　　　－22

92 136　　　　94　　　　－25

93 108　　　　98　　　　－17

－135－

旧　番　号

60B2　SDO1

60B2　SKl18

60B2　SKl17

59A SKO3

59A SK12

59A SK16

59A SK17

59A SK13

59A SK19

59A SK27

59A SK22

59A SK21

59A SK23

59A SK20

59A SK35

59A SK36

60C2　SK241

60C3　SK49

60C2　SK38

60C2　SK45・46

60C3　SK13

60C3　SK76

60C3　SK89・87

60C3　SK93

60C3　SK146

60D SKO3

60D SKO1

60D SKO9

59G SKO1

59G SKO2

59G SKO5

59G SKlO

59G SK14

59G SK15

58T P．3　SKO1

60E SK33

60E SK40

60E SK46

60E SK48

60E SDO4

60E SK78

60F SK95

60F SK24

60F SDO1

60F SKO5

60F SK33

60F SKO2

60F SKO9

60F SK19

60F SK13

60F SK55

60F SK44

60F SK39

60F SK73

60F SK69

60F SDl1

60F SK83

60F SK88

60F SK85



長径　　　短径　底面レベル
（cm）　　　（m）　　　（cm）

旧　番　号

445　　　240　　－101／－59　　　　　59B SK62
58T．P4　SKO4

長径　　　短径　底面レベル
（cm）　　　（cm）　　　（cm）

旧　番　号

9
5
9
6
9
7
9
8
9
9
1
0
0
1
0
1
1
0
2
1
0
3
1
0
4
1
0
5
1
0
6
1
0
7
1
0
8
1
0
9
1
1
0
m
l
1
2
1
1
3
1
1
4
1
1
5
1
1
6
1
1
7
1
1
8
1
1
9
1
2
0
1
2
1
1
2
2
1
2
3
1
2
4
1
2
5
1
2
6
1
2
7
1
2
8
1
2
9
1
3
0
1
3
1
1
3
2
1
3
3
1
3
4
1
3
5
1
3
6
1
3
7
1
3
8
1
3
9
1
4
0
1
4
1
1
4
2
1
4
3
1
4
4
1
－
5
1
4
6
1
4
7
1
4
8
1
4
9
1
5
0
1
5
1

一
豊
錮
…
1
7
。
豊
8
7
一
1
。
。
窓
用
…
1
。
。
竺
1
7
。
㈱
霊
一
票
脱
…
7
。
芸
一
m
賞
1
3
。
用
∝
1
8
9
1
2
。
2
5
。
1
1
。
4
1
。
票
〓
㍑
∽
3
7
。
票
9
4
8
2
紀
冊
6
6
票

崇
豊
1
1
。
竺
Ⅲ
用
言
1
5
5
3
2
5
1
5
。
1
6
。
2
2
。
票
2
。
。
紺
…
m
m
　
竺
誓
鑓
川
鍋
憫
1
1
。
1
7
5
竺
空
2
5
。
掴
川
m
m
竺
誓
5
4
。
竺
豊
竺
1
4
。
竺

16　　　　　　　59B SK42

一20　　　　　　　59B SK38

－22　　　　　　　59B SK37

12　　　　　　　59B SK22

－29　　　　　　　60G SKO5

－78　　　　　　　60G SK13

－46　　　　58T．P5　SKO5

－54　　　　58T．P5　SKO1

－52　　　　58T．P5　SKO2

－61　　　　　　60G SK32

－32　　　　　　　60G SK54

－26　　　　　　　60G SK58

－46　　　　　　　60G SK74

－40　　　　　　60H SK313

－37　　　　　　60H SK301

16　　　　　　60H SKO5

ー49　　　　　　60H SKO3

－55　　　　　　　60H SKO4

－64　　　　　　　60H SKO6

－64　　　　　　　60H SKO7

－35　　　　　　60H SK308

－38　　　　　　60H SK306

－32　　　　　　60H SK320

－35　　　　　　60H SK305

－51　　　　　60H SK304

－39　　　　　　60H SK307
8
　
－ 1．7　　　　　　59C SKO2

17　　　　　　　59C SKO5

－54　　　　　　　59C SKO4

5
5
7
　
　
5

4

8

2

4

．

3

5

5

．

2

5

2

4

6

8

8

3

5

3

●

7

1

1

0

4

瀾

6

5

欄

1

1

4

－

7

6

4

0

5

7

8

0

4

6

2

5

5

7

4

1

湖

1

0

8

●

2

7

6

　

・

・

l

　

1

4

　

●

5

　

1

2

－

－

6

　

1

　

1

－

－

●

　

　

　

l

　

　

　

●

　

　

－

　

　

●

　

●

　

l

　

1

－

1

　

1

　

　

　

●

59C SK11

59C SK20

59C SK18

59C SKO1

59C SK13

59C SK21

59C SK16

59C SK14

59C SK22

60I SKO1

60I SKO2

60I SKO3

60I SKO7

60I SK39

60I SK27

60I SKO4

60I SK28

60I SK34

60I SK14

60I SK35

60J SK48

60J SK13

60J SK59

60J SK49

60J SK15

60J SK26

60J SKO7

60J SK17

2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2

5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
7
　
8
　
8
　
8

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

SE　井戸

144　　　118　　　－37　　　　　　60J SK19

178　　　　96　　　　－53　　　　　　60J SKO5

（230）　（122）　　一44　　　　　　60J SKO2

192　　　162　　　－42　　　　　　60J SK28

118　　　80　　－49／－53　　　　　60J SK32

243　　　140　　　－80　　　　　　60J SK43

－89　　　　　　　59D SKO5

）

5

　

0

　

0

　

0

　

5

　

0

6

　

7

　

8

　

0

　

0

　

0

3

　

4

　

1

　

1

　

2

　

3

（

1
5
。
竺
芸
㈱
票
1
4
。
捌
…
Ⅲ
…
2
6
2

1

2

5

9

8

1

9

0

1

7

5

1

1

0

7

3

7

6

2

2

6

1

6

4

2

3

0

2

4

0

1

4

8

6

7

一

7

9

2

1

0

1

9

6

7

0

2

3

0

2

7

8

1

5

0

一75　　　　　　　59D SKO1

－67　　　　　　　59D SKO2

－60　　　　　　　59D SK16

－31　　　　　　59D SK15

－72．5　　　　　　59D SKO4

－70　　　　　　　59D SKO3

－33．5　　　　　　59D SKO8

－54　　　　58T．PlO SKO1

－52　　　　　　　60K SK77

－66　　　　　　　60K SD13

－106　　　　　　60K SK78

35　　　　　　　60K SK60

－65　　　　　　　60K SK46

－16　　　　　　　60K SK71

－33　　　　　　60L SK413

－16　　　　　　　60L SKO6

－40　　　　　　　　　　　60L

－40　　　　　　60L SK404

－79　　　　　　　60L SKl1

－61　　　　　　60L SK402

－89　　　　　　　60L SK12

－53　　　　　　　60L SK13

－39　　　　　　　59E SKO1

－45　　　　　　　　　　　　59E

短径　底面レベル
（cm）　　　（cm） 旧　番　号

458　　　　424　　　－157．2

320　　　　250

3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
1
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2

－136－
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4
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。
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9
5
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2
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竺
2
5
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盈
霊
豊
霊
霊
豊
1
6
1
1
2
4
3
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1
2
7
誓
芸
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1

●
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1
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60AI SEO2
（SK95）

60AI SK167
（SEOl）

60BI SEO1

60BI SEO2

59F SKO4

60A2　SEO7

60A2　SEO1

60A2　SEO2

60A2　SEO3

60B2　SEO1

59A SEO3

59A SEO4

60C2　SEO1

60D SEO1

60E SEO2

60E SEO1

60F SEO5

60F SEO1

60F SEO2

60F SEO3

59B SK57

59B SEOl



長径　　　短径　底面レベル
（cm）　　　（qm）　　　（cm）

旧　番　号
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4
　
　
　
5
　
6
　
7
　
8
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1
　
2
　
3

2
1
　
2
　
　
　
2
　
2
1
　
2
　
2
　
　
　
2
　
3
　
3
　
3
　
3

185　　　158　　　　－128　　　　　　　59B SEO2

190　　　172　　　　－90　　　　　　　60G SK80
60H SE304

154　　　142　　　　－107　　　　　　60H SE303

95　　　　91　　　－61　　　　　　60H SEO1

232　　　　202　　　－119　　　　　　60H SE302

222　　　　　　　（－120）　　　58T．P6　SEOI
SKO4

9

　

4

　

9

　

1

　

7

3

　

4

　

0

　

8
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1

　

1

　

1
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1
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】

　

　

－

　

一

　

　

1

一
票
豊

0　2　5　0　0

3　0　5　3　4

4　2　2　3　1

60H SE301

60I SEO1

59D SEO2

59D SEO1

59E SEOl

幅（cm）底面レ霊　主方向　旧　番　号
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3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
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1
2
　
1
3
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0
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1
　
1
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2
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2
　
2
　
　
　
2
1
　
2
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2
　
3
　
3
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3

4
0

5
2
5
0
1
0
0
8
2
2
4
8
5
5
5
8
0
4
　
3
1
5
　
4
2
8
5
8
0
1
7
0

6
0

1
6
5
4
8
5
5
　
3
5
2
5
－
3
1
2
0
9
0
　
5
0
8
5
6
0
　
4
7
4
0
3
0
4
0
5
1
　
8
0
　
5
0

E025N4
4
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1

2

9

6

4

7

3

3

3

8

3

7

　

～

2
0

43　　　　N－00－E

4
　
　
0

4

5

H

●

4
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●

E寸N6

2

3

2

9

4

9

5
　
3
　
0
　
8
　
0
　
　
　
9
　
2
　
7
　
　
　
　
　
2
　
6
　
5
　
9
　
9

2
1
　
2
　
3
　
1
　
2
1
　
　
　
1
　
2
　
1
　
　
　
　
　
2
　
1
　
1
　
1
　
1

71
　
　
　
　
　
　
　
1

か

　

H

60AI SDO2
SKO4

〝　SD12

〝　SD13

〝　SD14

〝　SK429

〝　SDlO

〝　SD12

〝　SDO6

〝　SDO7

60AI SDO5・8・11
60BI SDO1

60AI SK173
60BI SDlO

〝　SDO3？

60BI SDO2

59F SDO2

60A2　SD15
60C2　SD13
60C3　SDO6
60D SDO4

60Az SDO2

〝　SDO3

散
疇
鴫
〝

SDO4
SD16
SD12

SDO5

SDO7

〝　SDO8

N－9e－E　　　60A2　SDO9

N－35㌧E

N

N

E

 

E

l

 

l

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

4

　

　

8

8

〝　SD13

SD15

〝　SDll

〝　SDlO

60A2　SD12
59A SDO1

60C2　SDO6・SDO9

60C2　SD14

〝　SDll

〝　SD17

〝　SDO4

60C2　SDO3
60C3　SDO9

60C2　SDO1

60C3　SDO8
60D SDlO

60C3　SDOl

幅（cm）底面レベル（m）主方向

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83
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60　　　　2－19

60　　　－25－－6

75　　　　－10

80　　　1－11

60　　　－29－－6

50　　　－4～12

35　　　　－22

100　　－47－－36　　N－15㌧E

50　　　　－23　　　N－14㌧E

250　　－52－－45　　N－150－E

－24

150　　　　－33

－24

－41－－23　　N－20〇一E

34－74　　－18－－9

100－180　－57－－22　　N－240－E

250　　－71－－45　　N－0㌧E

55　　　－11－－5

40　　　　－23

35　　　－35－－27

55　　　　－23

80－160　－18－一12　　N－88〇一E

40－62　　　－16

68－150　　－25－8

92－140　－40－－19　　N－210－E

250　　－47－－37　　N－80－E

60－130　－67－－29

45　　　－36－－23

40　　　－37－－29

220　　－109－－91　N－00－E

90　　　－18－－9

70　　　－18－－11

80　　　－10－－5

50－90　　－22－－9

10－80　　－25－－6

55　　　　－14

70　　　　－18

40－110　－45－－13

100　　－46－－39

35　　　－21－－11

80　　　　－29

85－128　－40－－21

35　　　　－24

46　　　　－23

－78

26－50　－547－－29

50　　　　－35

50　　　－24一一13

〝　SDO4

〝　SDO5

〝　SDO3

〝　SDO2

〝　SDlO

60C3　SDl1
60C2　SD15

60D SDO5

〝　SDO2

〝　SDO6

60D SDO1

59G SDOI

SDO2

SDO3

60E SDO6
SDO2

〝　SDO5

60E SDO4，03
60G SDO2

60E SDO1
60H SDO1

60E SDO9

〝　SDO7

60F SDO6

〝　SDO4

60F SDlO
59B SDO1
59C SDO1

59B SDO2

60G SDO7

〝　SDO6

〝　SDOl

〝　SDO5

60H SD310

〝　SD309

60H SDlO

60J SD16

60H SDll

〝　SD18

〝　SKO4

〝　SDO3

60H SDO5・07・08・09

60J SD20

60H SDO6

〝　SD301

60H SD302・305・306
60J SD20

〝　SD304

60J SK21
SK47，SD19

59C SDO2

SDO7

SDO3

SDO4

SDO5

60I SDlO

N－18e－E　60J SD14，13，02
59D SDO2

60J SD15

〝　SDll

60　　　－39－－26　　N－32e－E

70　　　－49－－32

60I SDO5

60J SDO3
58T．P7　SDO2

60I SDO7



幅（cm）底面レベル（cm）主方向

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

60－130　－36－－28

40　　　　－61

－68

40　　　－80－－64

45　　　－34－－23

30　　　－37－－28

40　　　－36－－29

30　　　－29－－23

45－90　－41－－29

40－82　　－46．5

105　　　　－39

ク
　
の
　
〃
　
〃
　
〃
　
O
J

6
　
　
　
　
　
　
　
　
6

N－290－E　　　58TP8

N－36〇一E　　58TPlO

59E
60L
59D

60－150　－49－－44　N－38e－E　　　　60I
60K

lO0　　－37－－21　N－27㌧E　　　　60K

140　　－32－－24　　N－44〇一E　　　　　〝

120－220　－91－－70　　N－370－E

l20　　－30－－20

210～400　－114－－68

55～75　－44－－24　　N－90〇一E

40　　　－33－一17

－33－－21　N－880－E

55－145　－39－－16　N－900－E

l20－150　－84－－67　　N－900－E

30－60　－41－－21　N－860－E

80　　　－48－－36

50－80　－47－－38

50－80　－40－－33

25－70　－28－－18

90－140　－24－一16

50　　　－41～－31

45－80　－44－－37

60－155　－63－－54

65－100　－42－－29

（730）　　　　　　　N－31〇一E

200　　－33－－23

〝
　
〝
〝
鑑
札
豊
豊
豊
肌
糀
鵬
〝

60L

〝

〝

〝

〝

錐

〝

麗

6

0

I

5

訓
郡
m
m
m
訓
訓
S
D
。
1
伽
S
D
。
1
鑑
訓
S
D
。
1
㌶
騨
S
D
。
1
訓
慧
蒜
況
聖
㌶
鑑
S
D
l
。
蒜
薫
還
恵
蒜
　
慧
遠
S
D
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遺

登録番号　券種　口径最大径底径　器高　出土地点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

60Al－E－1太頚壷

60Al－E－2　　寮

60A．－E－3　高杯

60Al－E－4　　婆

60Al－E－5　　蛮

60Al－E－6　細頚壷

60Al－E－7　細頚壷

60Al－E－8　細頚壷

60A．－E－9　　蚕

60Al－E－10　　寮

60Al－E－11　喪

2

　

0

　

7

　

3

　

0

　

0

　

5

　

2

°

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

0

　

2

　

5

　

1

　

3

　

0

　

0

　

4

2

　

2

　

1

　

2

　

2

1

　

1

　

1

　

1

60A．一E－12　太頚壷　25．8

7

　

7

　

5

°

　

　

　

　

　

　

　

°

5

　

6

　

7

l
 
l
 
l
　
　
1

0
　
0
　
0
　
0

B

 

B

 

B

 

B

S

 

S

 

S

 

S

下

　

下

　

下

　

下

1
　
　
2
　
　
2
1
　
　
2

0
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

S

 

S

 

S

 

S

下
　
下
　
下
　
下

2
　
　
2
1

0
　
　
0B

 

B

S

 

S

下
　
下

下SBO2

下SBO3

60Al－E－13　　聾　18．8　21．6　5．6　25．1下SBO3

60Al－E－14　　喪

60Al－E－15　　番

60Al－E－16　　痙

60A．－E－17　　鉢　　37．2

60Al－E－18　太頚壷　－

60Al－E－19　太頚壷　－

60Al－E－20　太頚壷19．7

60Al－E－18　細頚壷11．2

60Al－E－22　高杯　15．8

60Al－E－23　　蛮

60Al－E－24　　委

60A．一E－25　　聾

60Al－E－26　　聾

60Al－E－27　　聾

60Al－E－28　　喪

60Al－E－29　　寮

60A．－E－30　高杯　25．7

60Al－E－31　高杯　27．6

60A．－E－32　太頚壷19．6

60Al－E－33　　寮　（30．8）

60Al－E－34　　鉢　13．0

60A．－E－35　太頭重16．0

60A．－E－36　　聾

60A．－E－37　　婆

60A．－E一光　高杯　－

60Al－E－39　　蛮

7．6　－　下SBO3

7．6　－　下SBO3

5．7　－　下SBO3

19．121．1　下SBO3

48．4　－　下SBO5

（40．0）－　下SBO5

－　－　下SBO5

0

　

0

　

4

　

6

　

5

　

8

　

0
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°

7

　

7

　

8

　

7

　

8

　

6

　

9

5
　
　
5
　
　
5

0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

S

 

S

 

S

下
　
下
　
下

5
　
　
5
　
5
　
　
5
　
　
5
　
　
5

0
　
　
0
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下

MS下

－　－　下SBO5

－　－　下SBO6

－　－　下SBO6

7．4　－　下SBO6

10．7　－　下SBO6

12．5　－　下SBO6

8．5　－　下SBO6

60Al－E－40　細頚壷　25．3　－　－　－　下SBO6

60Al－E－41　轟　　25．2　28．8　－　－　下SBO6

60Al－E－42　　賓

60Al－E－43　　賓

60Al－E－44　　聾

60A．－E－45　　整

60A．一E－46　　聾

6
　
4
　
0
　
1

6
　
8
　
7
　
6

60Al－E－47　　喪　　34．2　36．4

60Al－E－48　高杯　17．6　－

60Al－E－49　　鉢

60A．－E－50　　轟　（17．3）－

60A．－E－51細頚壷　7．2　－

60A．－E－52　　聾　　29．1－

60A．－E－53　　蛮　19．5　－

60Al－E－54　　聾　　6．6　－

下SBO6

下SBO6

6
　
　
6

0
　
　
0B

 

B

S

 

S

下
　
下

下SBO6

下SBO6

－　－　下SBO6

10．0　－　下SBO6

－　－　下SBO6

－　－　下SBO8

6．7　－　下SBO8

登録番号　器瞳　口径最大径底径　器高　出土地点

55
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57

58

59
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61

62

63

64

65

66

67

68

69
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71

72

73

74

75

76

77
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79
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82
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85

86

87
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91
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93
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95
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97
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99

100

101
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103

104

105

106

107

108

109

110
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60Bl－E－1　喪　　21．0

郎Bl－E－2　細頚壷　9．6

60Bl－E－3　細頚壷17．0

60Bl－E－4　高杯　－　－14．6　－　下SBlO

60Bl－E－5　ミニチュア　4．0　8．0　4．5　7．2　下SBlO

60Bl－E－6　太頚壷　－　36．4　－　－　下SBlO

60B．一E－7　　襲　　－　－　72．－　下SBlO

60Bl－E－8　　喪　15．6　－　－　－　下SBlO

60Bl－E－9　太頚壷　－　－　8．4　－　下SBl1

60Bl－E－10　　壷　　－　30．4　7．0　－　下SBll

60Bl－E－11　聾

60Bl－E－12　ミニチュア

鵬
鵬
票
帥
肺
壷
…
襲
喪

60Bl－E－13

60Bl－E－14　細

60Bl－E－15

60Bl車E－16

60Bl－E－17

60Bl－E－18

60Bl－E－19

60Bl－E－20

60Bl－E－21

60Bl－E－22

60Bl－E－23

60Bl－E－24

，

2

　

1

　

2

　

1

　

．

4

　

0

　

．

2

　

8

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

1

5

3

．

2

5

1

0

1

7

5

．

3

1

2

0

0

　

6

　

7

　

6

°
　
　
　
　
　
　
　
　
°

2

　

0

　

0

　

8

2

　

2

　

2

　

1

－　－　－　下SBl1

5．0　2．9　7．2　下SBl1

－　－　－　下SB12

下SB12

下SB12

6081－E－25　　婆　17．6　－　－　－　下SB14

60Bl－E－26　細頚壷　9．8

60B．－E－27　　壷

60Bl－E－28　　喪

60Bl－E－29

60Bl－E－30

60A2－E－1

60ArE－2

1
5
・
8
1
2
・
4
聖

者
「
蚕

審
二
頚
頚
重

大
短

60A2－E－3　　聾　　28．1

下SB14
4
　
　
4
　
　
4

1
　
　
1
　
　
1

B

 

B

 

B

S

 

S

 

S

下
　
下
　
下

〓
2
1
・
6

5
　
6
　
2

°

　

　

　

　

　

　

　

°

9

　

7

　

5

5．9　－　下SB20

－　－　下SB20

60A2－E－4　　轟　　21．6　－　－　－　下SB20

60A2－E－5　　婆　　－　－　6．0　－　下SB20

60A2－E－6　特殊壷　－　8．8　－　－　下SB21

60A2－E－7　　喪

60A2－E－8　　蛮

60A2－E－9　　蛮

60A2－E－10　　賓

60A2－E－11　喪

60A2－E－12　　襲

60A2－E－13　　賓

60A2－E－14　　轟

60A2－El15　　襲

60A2－E－16

60A2－E－17

60A2－E－18

60A2－E－19

60A2－E－20

22．0　－　－　－　下SB21

24．6　－　－　－　下SB21
4

　

7

　

7

　

8

°
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
°

7

　

6

　

8

　

6

下SB21

下SB21

下SB21

下SB21

22．6　－　－　－　下SB21

－　－　8．3　－　下SB21

－　－°10．1－　下SB21

1
4
・
。
1
9
・
。
2
5
・
。
警

鉢
聾
謹
〓
驚
察

60A2－E－21細頚壷　9．4

6．5　6．7　下SB21

9．4　－　下SB21

－　－　下SB21

60A2－E－22　太頚壷　30．4　－　6．4　－　下SB21

60A2－E－23　　喪

60A2－E－24　　賓

60A2－E－25　　喪

60ArE－26　　賓

－　－　－　－　下SB21

24．0　－　－　－　下SB21

20．2　－　－　－　下SB21

32．4　－　－　－　下SB21



登録番号　器瞳　口径最大径底径　器高　出土地点

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

60A2－E－27

60A2－E－28

60A2－E－29

60A2－E－30

60A2－E－31

60A2－E－32

60A2－E－33

60A2－E－34

60A2－E－35

60A2－E－36

60A2－E－37

60A2－E－38

60B2－E－1

60B2－E－2

60B2－E－3

60B2－E－4

60B2－E－5

60B2－E－6

60B2－E－7

60B2－E－8

60B2－E－9

60B2－E－10

60B2－E－11

60B2－E－12

60B2－E－13

60B2－E－14

60Bl－E－31

59A－E－125

59A－E－119

59A－E－124

59A－E－130

59A－E－117

59A－E－186

59A－E－128

59A－E－120

59A－E－131

59A－E－129

59A－E－123

59A－E－122

59A－E－11

59A－E－127

59A－E－116

59A－E－132

59A－E－115

59A－E－126

60C2－E－1

60B2－E－15

60Bl－E－32

60Al－E－55

60Al後E－56

60Al●E－57

60Al－E－58

60Al－E－59

60Al－E●60

60Al－E－61

60Bl－E－33

60Bl－E一朗

60Bl－E－35

60Bl－E－36

賓

聾

班

折

聾

賓

聾

蛮

蛮

頚

聾

聾

鉢

蛮

頚

頚

聾

鉢

鉢

蛮

聾

聾

聾

饗

聾

聾

製

頚

頚

頚

聾

賓

蛮

蛮

蛮

蛮

聾

聾

聾

頚

頚

聾

聾

賓

聾

聾

聾

蛮

頚

頚

聾

蛮

頚

聾

賓

頚

頚

賓

頚

壷
　
　
　
　
　
　
壷
壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
壷
壷
壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
壷
　
　
　
壷
　
　
　
壷
壷
　
　
壷

短
　
　
　
　
　
　
細
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
細
細
細
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
短
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
太
　
　
　
太
　
　
　
細
大
　
　
太

1
7
・
0
竺
2
9
・
。

－　5．3　－　下SB21

－　－　－　下SB21

17．6　5．2　18．4　下SB22

－　－　－　下SB22

－　－　－　下SB22

－　6．9　－　下SB22

－　6．2　－　下SB22

－　－　－　下SB220

　

6

　

0

　

2

　

4

　

0

　

6

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

°

7

　

6

　

1

　

6

　

6

　

1

　

8

1

　

2

　

1

　

1

　

1

　

3

　

2

0
　
9
　
0
　
4
　
3
　
1
　
0
　
7
　
6
　
7
　
2

7
　
7
　
3
　
7
　
3
　
8
　
1
　
2
　
2
　
6
　
9

1
　
2
　
2
　
2
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2
　
1
　
1

6
・
8
竺
2
0
・
7
2
1
・
0
1
5
・
9

2

　

0

　

0

　

．

6

　

6

　

5

　

9

　

4

　

9

　

0

　

0

　

6

　

6

　

0

　

0

°

2

6

3

4

1

7

1

6

8

．

1

2

1

9

3

1

1

6

2

2

2

2

2

2

2

4

1

9

1

1

23．2　6．8　－　下SB35

23．2　6．6（28．4）下SB35

－　－　－　下SB35

9．0　－　下SB35

6．2　－　下SB35

6．8（32．7）下SB35

682
0

下SB35

下SB35

下SB35

下SB35

0（17．0）下SB35

－　－　下SB35

10．8　－　下SB35

19．2　－　下SB35

－　－　下SB35

27．5　－　下SK47

－　－　下SK35

8．3（36．0）下SK12

－　－　下SKO3

－　－　下SKO3

7．0　－　下SKO3

9．7　－　下SKO3

－　－　下SKO3

7．2　－　下SKO3

6．2　－　下SKO3

4．0　21．6　下SK13

－　－　下SK13

7．6　－　下SK13

－　－　下SK13

聖
二

5
・
5
聖
1
9
・
6

登録番号　器種　口径最大径底径　器高　出土地点

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

－140－

60Bl－E－37　細頚壷

60Bl－E－討　　聾

60Bl－E－39　　鉢

60B．－E－40　　鉢

60B．－E－41　鉢

60Bl－E－42　　蛮

60A2－E－39　　聾

60A2－E－40　　鉢

60A2－E－41　聾

2

　

2

　

8

　

2

　

5

　

8

　

0

　

4

°

　

　

　

°

　

　

　

°

　

　

　

　

°

0

　

2

　

2

　

6

　

4

　

8

　

7

　

9

1

　

2

　

2

　

2

　

4

　

1

　

1

　

2

0

　

2°

9

　

6

－　－　下SEO3

－　－　下SEO3

－　－　下SEO3

－　－　下SEO3

－　－　下SEO3

14．5　－　下SEO3

15．0　－　下SEO3

12．8　－　下SEO3

－　－　下SEO3

60A2－E－42　　聾

60C2－E－2　短頚壷　9．3　20．0

60CrE－3　高杯　32．0　－

60G－E－4　　聾　19．6　－

60C2－E－5　　蛮　18．0　－

59A－E－24　細頚壷10．6　－

59A－E－36　円窓付壷11．2　24．6

59A－E－17　　蛮　18．5　－

59A－E－26　　聾　　20．8　－

59A－E－262　　蛮　17．8　－

59A－E－25　　蛮　18．4　－

59A－E－28　高杯　27．6　－

59A－E－30　高杯　－　－

59A－E－29　高杯　－　－

59A－E－23　高杯　－　－

59A－E－15　把手　－　－

59A－E－49　　鉢　　29．0　31．2　6．2　21．2　下SEO3

59A－E－48　太頭重18．4　－　－　－　下SEO3

59A－E－34　細頚壷　8．6　－　－　－　下SEO3

59A－E－108　細頭重　－14．4　3．6　－　下SEO3

59A■E－52　太頭重　－　38．2　－　－　下SEO3

59A－E－51細頭重　－　25．6　5．2　－　下SEO3

59A－E－20　細頭重10．0　－　－　－　下SEO3

59A－E－50　円窓付壷11．518．8　6．3　24．4　下SEO3

59A－E－55　　聾　　22．2　－　7．4　25．6　下SEO3

59A－E－35　　蛮　14．5　－　6．5　22．1下SEO3

59A－E－37　　賓　　－　－　6．7　－　下SEO3

59A－E－18　　賓　　－　－11．4　－　下SEO3

59A－E－39　　蛮　　23．8　－　－　－　下SEO3

59A－E－54　　聾　　－　－　8．1－　下SEO3

59A－E－31　聾

59A－E－27　　賓

59A－E－38　　聾

59A－E－43　細頭重

0

　

8

　

．

4

　

8

°

2

3

2

2

2

3

8

．

20．0　6．2　20．6　下SEO3

59A－E－41細頚壷　－19．8　7．0　－　下SEO3

59A－E－19　短頭重10．0　－　－　－　下SEO3

59A－E－33　細頭重10．0　－　－　－　下SEO3

59A－E－42　細頚壷　－18．6　4．0　－　下SEO3

59A－E－32　　°婆

59A－E－56　　聾

59A－E－53　　婆

59A－E－14　　鉢

59A－E－16　太頚壷

59A－E－40　　賓

60B2－E－16　高杯

59A－E－65　高杯

0

0

　

0

　

0

　

4

　

0

　

6

　

6

　

7

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

9

　

．

4

一

9

　

0

　

7

　

7

　

7

　

3

1

　

2

　

1

　

1

　

1

　

1

　

3

　

2

59A－E－62　　蛮

59A－E－63　細頚壷　9．6

60Al－E－62　　壷

60Al－E－63　　壷

－　－　下SEO3

－　－　下SEO3

6．2　24．2　下SEO3

5．0　5．8　下SEO3

－　－　下SEO3

4．2　20．2　下SEO3

－　－　下SDO1

－　－　下SDOl

lO．8　－　下SDO1

－　－　下SDOl

下SBOl

下SBOl



登録番号　器種　口径最大径底径　器高　出土地点　　　番号

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

60Al－E－64　　壷

60Al－E－65　　壷

60Al－E－66　　聾

60Al－E－28

60Al－E●68

60Al－E－69

60Al－E－70

60Al－E－71

60Al－E－72

60Al－E－73

春
「
蚕
　
　
壷
　
　
壷

頚

頚

鉢

頭

重

頚

壷

太
細
　
　
細
　
　
大

60Al－E－74　　聾

60Al－E－75　　壷

60A．一E－76　　聾

60Al－E－77　　聾

60Al－E－78　　蛮

60Al－E－79　　蛮

60Al－E－80　　蛮

60Al－E－81　婆

60Al－E－82　　聾

60Al－E－83　　聾

60Al－E－84

60Al－E－85

60Al－E－86

60Al－E－87

60Al－E－88

60Al－E－89

60Al－E－90

60Al－E－91

60Al－E－92

60Al－E－93

60Al－E－94

60Al－E－95

60Al－E－96

60Al－E－97

60Al－E－98

60Al－E－99

60Al－E－100

60Al－E－101

60Al－E－102

60Al－E－103

60Al－E－104

60Al－E－105

60Al－E－106

60Al－E－107

60Al－E－108

60Al－E－109

60Al－E－110

60Al－E－111

壷
　
　
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷

鉢

頚

聾

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

頚

重

大
　
　
太
太
太
太
太
太
太
細
細
細
大
太
太

壷

壷

壷頚細

壷
壷
壷
壷
壷

頚
頚
頚
頚
頚

細
細
細
細
細

壷頚細

壷頚細

壷頚細

60A．－E－112　高杯

60Al－E－113　　賓

60A．－E－114　　聾

60Al－E－115

60Al－E－116

60Al－E－117

60Al－E－118

60Al－E－119

60Al－E－120

60Al－E－121

60Al－E－122

壷
　
　
壷
壷
壷
　
　
壷

蛮

頚

壷

頚

頚

頚

壷

頚

太
　
　
太
太
細
　
　
大

14．5　－

8

　

3

　

3

　

8

°

8

　

8

　

8

　

7

4

　

3

　

1

°
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
°

6

　

6

　

6

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下
　
下

l

 

l

　

　

1

　

2

　

2

1

　

2

　

2

　

2

　

2

　

2

　

3

　

3

　

3

　

3

　

5

　

5

　

5

　

5

　

5

　

5

　

5

　

5

　

5

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

6
　
　
6
　
　
6
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
7
　
　
7

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

 

B

登録番号 器種 口径最大径底径　器高　出土地点

288

289
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295
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307
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309
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311

312

313

314

315

316

317

318

319
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321

322

323

324

325

326
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328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345
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－141－

60Al－E－123

60Al－E－124

60Al－E－125

60Al－E－126

60Al－E－127

60Al－E－128

60Al－E－129

60Al－E－130

60Bl－E－43

60Bl－E－44

60Bl－E－45

60Bl－E－46

60Bl－E－47

60Bl－E－48

60Bl－E－49

60Bl－E－50

60Bl－E－51

60Bl－E－521

60Bl－E－53

60Bl－E－54

60Bl－E－55

60Bl－E－56

60Bl－E－57

60Bl－E－58

60Cl－E－1

60G－E－1

60A2－E－43

60A2－E－44

細
　
　
細
大

太
太
太
太
細
大
太
太
太
太
太
太
太
　
　
太
　
　
細

太

頚
聾
頚
頚
鉢
啓
二
斐
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
賓
頚
聾
頚
壷
壷
頚

壷
　
　
壷
壷

壷
壷
壷
宥
「
寄
「
寄
「
蚕
壷
壷
壷
壷
壷
壷
　
　
壷
　
　
壷
　
　
　
壷

杯高

60A2－E－45　　聾

60A2－E－46　　聾

60A2－E■47

60A2－E－48

60A2－E－49

60A2－E－50

60A2－E－51

60A2－E－52

60A2－E－53

60B2－E－17

60B2－E－18

60Al－E－131

60A2－E－54

60A2－E－55

60Al－E－132

60Al－E－133

60Al－E－134

60Al－E－135

壷

壷

頚

壷

壷

壷

壷

重

大

者
「
者
「
者
「
壱
「
壱

頚

頚

頚

頚

頭

重

細

細

大

太

太

壷
壷
壷

60Al－E－136　　壷

6．8 下SBO7

－　－　－　－　下SBO8

12．0　－　－　－　下SBO8

－　－　－　－　下SBO8

下SBO8

下SBO8

下SBO8

下SBO8

下SBll

下SBll

下SBll

下SBll

下SB12

下SB12

下SB12

下SB12

下SB12

下SB12

下SB12

下SB13

27．0　－　－　－　下SB13

60Bl－E－59　細頚壷18．0

60Bl－E－60　細頚壷

60A2－E－56　高杯

60B2－E－19　細頭重　34．0

60A2－E－57　短頚壷　－

60A2－E－58　　壷

60A2－E－59

60A2－E－60

60A2－E－61

60A2－E－62

60A2－E－63

60A2－E－64

〓
一
票
4
・
7

〓
〓
4
・
。
3
・
6

〓
〓
1
2
・
4
1
2
・
6

〓
1
。
・
7
1
1
・
5
1
。
・
6
1
。
・
。

壷

壷

蓋

蓋

杯

杯

下SB13

下SB13

下SB14

下SB15

下SB50

下SB20

下SB20

下SB20

下SB20

下SB20

下SB21

下SB21

下SB21

下SB21

下SB22

下SB22

下SB26

下SB26

下SKOl

下SB24

下SB24

下SKO3

下SKO3

下SKO3

下SKO3

下SKO3

下SK13

下SK13

下SK36

下SK26

60A2検出

60A2検出

60A2検出

60A2検出

上SEO9

上SEO9

上SEO9

上SEO9
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348

349

350

351

352
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363
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371
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375

376

377
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380

381

382
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384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

60A2－E－65

60A2－E－66

60A2－E－67

60A2－E－68

60A2－E－69

60A2－E－70

60A2－E－71

60A2－E－72

60A2－E－73

60A2－E－74

60A2－E－75

60A2－E－76

60A2－E－77

60A2－E－78

60A2－E－79

60A2－E－80

60A2－E－81

60A2－E－82

60A2－E－99

㊥A2－E－83

㈱A2－E－84

60A2－E－86

60A2－E－87

㈱A2－E－88

60ArE－89

58－E－109

58－E－114

58－E－112

58－E－108

58－E－119

58－E－111

58－E－116

58－E－110

58－E－132

58－E－123

58－E－128

58－E－117

58－E－118

58－E－115

58－E－113

58－E－120

58－E－129

58－E－122

59D－E－29

59D－E－27

59D－E－19

59D－E－22

59D－E－23

59D－E－21

59D－E－26

59D－E－24

59D－E－25

59D－E－28

59D－E－20

59D－E－15

59D－E－11

59D－E－14

59D－E－12

杯
杯
杯
杯
蓋
杯
帥
欄
帥
師
帥
肺
肺
甜
菜
飯
癖
班
納
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壷
蚕
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杯
杯
肺
葉
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寮
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－142－

59D－E－13

59D－E－9

59D－E－16

59D－E－18

59D－E－17

59D－E－10

59C－E－18

59C－E－15

5紀－E－16

59C－E－17

59C－E－20

杯
聾
聾
産
〓
鷲
妻
蓋
杯
杯
杯
壷

5紀－E－19　　杯

5鑑－E－21　婆

5紀一E－23　　聾

5鑑－E－22　　聾

5鑑－E－26　　飯

59C－E－25

59B－E－46

59B－E－24

59B－E－25

60G－E－6

60G－E－7

60G－E－8

60G－E－9

60C2－E－10

60C2－E－11

嚢
襲
聾
聾
蓋
杯
杯
杯
帥
察

60C2－E－12　　察

60C2－E－13　　聾

60C2－E－14　　蛮

60C2－E－15　　轟

60A2－E－90　　轟

59B－E－35　　杯

59B－E－50　　杯

59B－E－49　　杯

59B－E－29　　壷
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一
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9
＝
‥
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霊
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1
2
・
2
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・
3
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9
竺

上SE32

上SE32

上SE32

上SE32

上SE32

上SK135

上SK135

上SK135

上SK135

上SK135

10．4　12．6　－　－　上SK135

15．6　－　－　－　上SK135

20．0　－　－　－　上SK135

16．8　－　－　－　上SKl35

24．5　32．012．6　30．0　上SK135

20．0　－　－　－　上SK135
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－　8．5

17．8　－

15．8　－

2．0　上SE13

3．2　上SE13

3．5　上SE13

2．8　上SE13

7．7　上SE13

18．3　上SE13

16．4　上SE13

40．2　－　－　上SEO6

13．2　6．7（3．5）上SE22

－　7．1　2．7　上SE22

－11．6　－　上SE22

－13．7　－　上SE22

59B－E－41　鉢　14．7　－　－　－　上SE22

59B－E－5　　高杯　－　－　9．2　－　上SE23

59B－E－26　　線

59B－E－51　婆

59D－E－7　　蓋

59D－E－8　　杯

58－E－205　　杯

59E－E－1　杯

60E－E－1　　蓋

60E－E－2　　蓋

60E－E－3　　杯

60E－E－4　　高杯

60E－E－5　　鉢

60E－E－6　　杯

60E－E－7　　蓋

60E－E－8

60E－E－9

60E－E－10
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－　－　上SXO1
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蛮
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蓋
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60D－E－3　　杯

60D－E－4　　杯

4

　

0

　

0

　

9

°

7

　

6

　

8

　

0

1

　

1

　

1

　

2

0

　

0

　

0

°
　
　
　
　
　
　
　
°

2

　

3

　

1

2

　

1

　

1

60D－E－5　　杯

60D－E－6　　蛮　　25．8　－

60D－E－7　　聾　　59．4　－

60D－E－8　　蛮　13．4　－

60D－E－9　　聾　（13．6）－

60D－E－10　　蛮　（14．7）－

59A－E－74　　蓋　（15．6）－

59A－E－76　　聾　　20．2　－

59A－E－77　　蛮　　20．7　－

60G－E－1　杯　12．0　－

60G－E－2　　賓　18．9　－

60G－E－3　　飯　　29．7　－

60G－E－4　　蛮　　26．3　35．0

60A2－E－91　蓋　　9．6　－

60A2－E－92　　杯　（10．3）（12．4）

60A2－E－93　　杯　　9．7　11．4

60A2－E－94　高杯　14．2

60A2－E－95

60A2－E－96

60A2－E－97

60A2－E－98

60H－E－1

60H－E－2

60H－E－3

60H－E－4

60H－E－5

60H－E－6

60H－E－7

60H－E－8

60H－E－9

60H－E－10

60H－E－11

60H－E－12

60H－E－13

60H－E－14

60H－E－15

60H－E－16

60H－E－17

60H－E－18

60H－E－19

60H－E－20

60H－E－21

60H－E－22

60H－E－23

60H－E－24

60D－E－11

60D－E－12

60D－E－13

60D－E－14

60D－E－15

60D－E－16

60D－E－17

壷

餅
聾
蛮
蛮
杯
杯
鉢
壷
蓋
蓋
杯
飯
賓
賓
蛮
蛮
蓋
蓋
杯
杯
杯
頚
蛮
蛮
壷
壷

短

5

　

0

　

9

　

0

　

2

1

　

2

°

4

　

2

　

9

　

1

　

2

　

5

1

　

2

　

2

　

1

　

1

　

1

）

2

　

5°

3

　

4

（

7

・

4

一

1313

5．7

5

　

2

　

8

　

4

　

6

　

4

　

0

　

0

　

5

　

2

　

0

　

6

．

6

　

0

　

7

　

4

°

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

°

1

5

1

5

1

5

3

1

2

1

2

2

1

6

1

7

1

6

1

7

1

5

1

5

1

1

8

．

2

0

2

9

2

　

8

　

8

　

8

　

2

　

5

　

．

3

　

7

　

2

°

　

　

　

°

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

°

2

9

3

0

1

6

1

4

1

7

1

4

1

6

8

．

1

4

番
〓
斐
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
杯
杯

4
・
2
4
・
。
3
・
6
聖
〓
一

周

，

4

．

6

．

1

一

一

．

0

．

2

5
　
0
　
3
　
4

3
　
3
　
4
　
3

1
0
　
1
1
　
5
　
7〓

一
1
4
・
2

3

　

0

3

　

4

5

　

6

°

2

　

9

竺

登録番号 器種 口径最大径底径　器高　出土地点

上SXO1　　　　523

上SXO1　　　　524

上SXO1　　　　525

上SXO1　　　　526

上SE14　　　　　527

上SE14　　　　　528

上SE14　　　　　529

霊
霊
霊
霊
恵
薫
軍
票
霊
霊
霊
霊
薫
蒸
軍
票
霊
霊
霊
恵
薫
軍
票
霊
豊
豊
豊
慈

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

－143－

60D－E－18

60D－E－19

60D－E－20

60D－E－21

60D－E－22

60D－E－23

60D－E－24

60D－E－25

60D－E－26

1
5
・
8
1
5
・
2
1
6
・
2
1
2
・
8
9
・
8
1
2
・
。
1
2
・
。
聖

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

11．6　4．4　上SD41

10．7　4．1　上SD41

11．7　3．8　上SD41

6．8　3．9　上SD41

6．2　2．9　上SD41

5．5　4．4　上SD41

5．4（4．8）上SD41

4．0　4．3　上SD41

7．8　－　上SD41

60D－E－27　　線　　－　9．0　－　－　上SD41

60D－E－28　　杯　15．5　－10．8　－　上SD41

60D－E－29　高杯

60D－E－30

60D－E－31

60D－E－32

60D－E－33

60D－E一朗

60D－E－35

60D－E－36

60D－E－37

60D－E－38

60H－E－25

60H－E－26

60H－E－27

60H－E－28

60H－E－29

60H－E－30

．

3

　

6

　

4

　

4

　

2

　

4

　

9

　

7

　

3

　

6

　

7

　

0

　

6

　

8

　

4

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

°

1

8

5

．

3

2

1

8

1

5

2

1

2

5

2

5

2

4

1

8

1

6

2

6

1

5

1

9

1

3

壷

聾
頚
鉢
杯
蛮
麗
容
∵
婆
〓
聾
蓋
杯
甑
杯
杯
蓋

短

60H－E－31　杯

60H－E－32　提瓶

60H－E－33　　蓋

60H－E－34　　蓋

60H－E－35　　賓

60K－E－1　　蓋

6

　

2

　

1

　

4

°

1

　

5

　

8

　

8

1

　

1

　

1

　

2

－

9．9　－　上SD41

11．0　－

－　－　3．45

60K－E－2　　蓋　18．8　－　－　－

60K－E－3　長頚壷　7．0　－　－　－

60K－E－4　　盤

60K－E－5　　蛮　　21．8　－　－　－

60K－E－6　　蛮　17．0　－　－　－

60K－E－7　　瓦　　－　8．4　－　2．6

60K－E－8

60K－E－9

60E－E－20

60E－E－21

60E－E－22

60E－E－23

60E－E－24

60E－E－25

60E－E－26

60E－E－27

60E－E－28

60E－E－29

60E－E－30

60E－E－31

60E－E－32

60Al－E－137

60Al－E－138

60Al－E－139

60Al－E－140

60Al－E－141

60Al－E－142

壷
壷
頚

頚

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

甑

長
長

長
　
　
短

壷頭
重

壷頚

蛮
蓋
杯
杯
杯
杯
杯

0

　

7

　

7

　

5

　

0

　

0

．

6

　

0

．

2

°

　

　

　

’

　

　

　

°

1

2

1

2

1

4

1

2

1

0

1

7

2

0

9

．

3

2

〓

3

・

7

3

・

7

4

・

0

4

・

4

3

・

9

5

・

3

4

・

0

8

　

0

　

9

　

5

　

0

　

4

　

0

　

．

0

　

8

°

　

　

　

　

　

　

　

　

°

9

8

4

6

7

4

8

．

1

0

1

5

竺
〓
二
二

6　1　6　5　4　0　6　3
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°

4

　

3

　

7

　

2

　

3

　

2

　

2

　

2

1

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

．

9

　

2

　

9

　

2

　

9

　

7

　

4

1

1

5

2

4

2

2

4

5

・

5

一

5

・

5

7

・

0

6

・

8

7

・

6

6

・

8

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

1

　

6

　

6

　

6

　

9

　

0

－

　

9

　

9

　

q

－

　

2

1

　

2

1

　

2

　

7

　

7

　

7

　

7

　

7

　

7

　

7

　

7

　

7

　

9

　

9

　

9

　

9

　

9

　

0

）

　

0

－

　

〇

一

　

q

）

　

q

）

　

9

　

q

－

　

q

－

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

聖
警
警
警
黒
雲
慧
芸
芸
芸
器
器
器
蒜
蒜
蒜
㌫
鋤
鍋
鋤
鍋
鋤
鍋
錮
餌
肋
加
納
餌
肋
飢
飢
飢
聖
禦
警
讐
　
S
K
O
S
m
S
m
S
K
O
S
K
O
S
K
O

上
上
　
上
上
上
上
上
上
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
上
　
上
　
上
上
上
上
上
上
　
上
　
上
上
上
　
上
　
上
　
上
上
上
上
　
上
　
上
　
上
　
上
上



登録番号　器種　口径最大径底径　器高　出土地点

票
器
飢
聖
慧
蒜
即
聖
慧
蒜
馳
聖
霊
蒜
伽
聖
霊
蒜
肋
警
芸

上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上

4
　
2
1
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

0
　
1
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
1
　
　
1
　
1
　
2
　
2
1
　
2
1
　
2
1
　
2
1

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

 

E

S
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S
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S

 

S
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S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

 

S

上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上
　
上

10．3　－

14．9　－　7．2　5．4

15．2　－　－　－

0

0

　

9

　

0

°

　

　

　

　

　

　

　

°

6

　

4

　

5

l

　

1

　

6
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1
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°

5

　

5

　

2
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5
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1
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°
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6

　

4

　

7

　

7

4
・
5
。
5
・
0
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1
・
8
1
・
。
1
・
。
5
・
1
4
・
6
5
・
3
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7
　
2

2
　
1
　
5

5

　

6

　

7
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7
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5

　

6

　

7
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3
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7
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4

0

　

．
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4

　

．

1

　

7

　

1

°

1

6

1

6

8

．

1

5

1

5

1

7

18．6　－

14．4　－
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9
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7

8
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9
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3
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7
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4

7

　

．

2

　

3

7

．

1

1

7

°

22．9　－　－　－

慧
蒜
那
聖
霊
蒜
錮
讐
器

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

2
・
8
1
・
8
1
・
8
〓
　
〓
　
1
・
5
〓
一

5D
I
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．

4

一

5
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6
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9

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°
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°

5

5

．

1

0

5

5

8

5

5

7

6

7

6

16．0　－

杯
杯
杯
蛮
椀
椀
椀
椀
印
…
…
聾
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
皿
皿
皿
皿
椀
椀
椀
椀
椀
皿
皿
椀
椀
皿
皿
皿
椀
椀
皿
鍋
聾
讐
皿
壷
椀
椀
椀
椀
皿
椀
椀
椀
椀

60E－E－41

60E－E－42

60E－E－43

60E－E－44

60E－E－45

60E－E－46

60E－E－47

60E－E－48

60E－E－49

60E－E－50

60E－E－51

60E－E－52

60E－E－53

60Al－E－161

60Al－E－162

60Al－E－163

60E－E－54

60E－E－55

60E－E－56

60E－E－57

60E－E－58

60E－E－59

60Bl－E－59

60Bl－E－60

60Bl－E－61

60Bl－E－62

60Bl－E－63

60Bl－E－64

59A－E－61

60E－E－105

60E－E－106

60E－E－107

60E－E－108

60E－E－109

60E－E－110

60E－E－111

60F－E－9

60F－E－10

60F－E－11

60F－E－12

60F－E－13

60F－E－14

60F－E－15

60F－E－16

60F－E－17

60F－E－18

60A2－E－100

60F－E－19

60F－E－20

60F－E－21

60F－E－22

60F－E－23

60J－E－1

60J－E－2

60J－E－3

60Al－E－164

60Al－E－165

60Al－E－166

60C2－E－16

642

643

644

645

646

647

648

649

650

651

652

653

654

655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669

670

671

672

673

674

675

676

677

678

679

680

681

682

683

684

685

686

687

688

689

690
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693

694

695

696

697

698

699
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登録番号　器種　口径最大径底径　器高出土地点

票
蒜
錮
聖
霊
蒜
加
讐
器
訓
聖
霊
蒜
鋤
警
器
S
E
。
1
S
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。
1
S
E
。
1
m
m
S
E
。
1
m
S
E
。
1
S
E
。
1
S
E
。
1
m
S
E
。
1
S
E
。
1
S
E
l
。
S
E
l
。
警
慧
器
蒜
m
m
甜
讐
慧
器
S
E
l
l
S
E
l
l
S
E
l
l
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760 60J－E－6　　 椀　 12．8　－　 4．0　 5．3　 上SD63

761 60J－E－7　　 椀　 14．4　－　 －　 －　 上SD63

762 60J－E－8　　 卸皿　 17．7　－ 14．8　 3．6　 上Sm 3

763 60G－E－5　　 椀　　 －　 －　 8．2　 －　 上SD59
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765 60K－E－18　 天日　 13．0　－　 －　 －　 上SK 171

766 60K－E－19　　 皿　　 9．8　 －　 4．8　 2．5　上SK 171

855 60K－E－20　　 窺　　 －　 5．6　 －　 －　 上SD lOO
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椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

鉢

皿

皿

皿

皿

皿

鍋

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

皿

皿

鉢

壷

壷

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

皿

皿

皿

皿

皿

蓋

蓋

鉢

鉢

壷

壷

杯

細

皿

鍋

鍋

釜

椀

椀

6叱rE－17

60C2－E－18

60C2－E－19

60C2－E－20

60G－E－21

60C才一E－22

6叱2－E－23

6叱才一E－24

60G－E－25

60G－E－26

60G－E－27

60G－E－28

60G－E－29

60C2－E－30

60C2－E－31

60G－E－32

60D－E－39

60D－E－40

60D－E－41

60D－E－42

60D－E－43

60D－E－44

60D－E－45

60D－E－46

60D－E－47

60D－E－48

60D－E－49

60D－E－50

60E－E－60

60E－E－61

60E－E－62

60E－E－63

60E－E－64

60E－E－65

60E－E－66

60E－E－67

60E－E－68

60E－E－69

60E－E－70

60E－E－71

60E－E－72

60E－E－73

60E－E－74

60E－E－75

60E－E－76

60E－E－77

60E－E－78

60E－E－79

60E－E－80

60E－E－81

60E－E－82

60E－E－83

60E－E－84

60E－E－85

60E－E－86

60E－E－87

60E－E－88

60J－E－4

60J－E－5

701

702

703

704

705

706

707

708

709

710

711

712

713

714

715

716

717

718

719

720

721

722

723

724

725

726

727

728

729

730

731

732

733

734

735

736

737

738

739

740

741

742

743

744

745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

757

758

759



登録番号　長径　短径　重量　出土地点

60D－E－57　3．47　3．06　10．4　60D検出
60G－E－10　3．17　3．12　10．4　60G検出

60G－E－11　3．40　2．76　14．4　60G検出
60G－E－12　3．49　3．17　10．6　60G検出

60G－E－13　5．67　4．04　26．0　60G検出

60G－E－14　5．53　　4．0　24．160G検出

登録番号　長径　短径　重量　出土地点
818

819

820

821

822

823

824

825

826

827

828

829

830

831

832

833

834

835

836

837

838

839

840

841

842

843

844

845

846

847

848

849

850

851

852

853

854

60Al－S－1　5．48　1．29　3．23　60Al検出
60Bl－S－1　3．44　1．61　2．68　SK13

60Bl－S－2　3．44　1．66　2．80　60Bl検出

60Bl－S－3　3．57　1．40　2．20　60Bl検出
60f一一S－1（3．09）1．42　2．28　60F検出

60Al－S－2（2．69）1．09　1．80　60Al検出

60A2－S－1　3．27　1．15　2．14　60A2検出
60B，－S－1（2．31）1．30　0．92　60B2検出

60Al－S－3　2．30　1．57　1．50　60AISKlO
60Al－S－4　2．82　1．61　2．11下SKlO

60B．－S－4　3．47　1．24　1．82　下SB13
59C－S－2　　3．14　1．37　1．46　59C検出
59A－S－2　　3．41　1．28　　2．41　59ASKO2

59Bl－S－2（3．80）1．15　2．36　59B検出
60Al－S－5　4．60　1．54　3．2160Al検出
60Al－S－6（3．54）1．77　2．04　下SBO5
60C2－S－1（1．81）（1．66）1．29　下SK46
60Al－S一丁（2．67）1．94　2．99　60Al検出

60Al－S－8（2．03）　0．24　0．18　60Al検出

60Al－S－9　1．99　　0．68　1．60　60Al検出
60A2－S－2　0．43　0．27　0．08　上SD18

60Bl－S－5（12．87）　6．27　　644　60Bl検出
59A－S－5　14．43　6．72　　566　59A検出

60K－S－111．08　3．20　60．14　上SDlOO
60Bl－S－6　3．77　2．73　13．8　60Bl検出

60B2－S－2　4．34　3．62　28．6　60B2検出

60Bl－S－7　4．63　3．26　25．2　60Bl検出

60Al－S－10　5．08　2．74　25．4　下SBO4
59A－S－3　　6．70　（3．00）

60A2－S－311．33　　5．44

60Al－S－1110．17　　4．62

60A2－S－4　9．07　　4．63

60E－S－1　　8．30　　3．30

60Bl－S－811．20　4．61

60Bl－S－9　7．10　5．42

60Al－S－12　7．97　4．13

60Bl－S－1016．15　9．95

製塩土器

41．0　59ASKO2

346　下SB22

236　60Al検出

2848　上SEO9

107　上SD50

190　上SK13

218　下SB13

128　60Al検出

1135　SB12

番号 登録番号　 タテ（c血）ヨコ（cm）　 遺構番号

867 60B 2－E－22 （5．76） 1．59　　 SE lO

868 59B－E－52　 （3．48）　 1．66　　 SE 22

869 59B－E－33　 （3．47）　 1．19　　　 〝

870 59A －E－262　（4．12）　 1．87　　 SK 49

87 1 60C 3－E－34 （3．4 9） 1．60　　 SK 57

872 58－P－68　 （4．73） 1．64　　 58T ．P ．検出

873 60ト E－29　 （3．34）　 0．88　　 60 F oS D ll

874 60A 2－E－100 （3．56） 1．45　　 SE O9

番号 登録番号 タテ（皿）ヨコ（cm ）　 遺構番号

875 59A－E－263 4．83 1．49　　 59A P 113

876 59A－E－211 7．40 1．25　　 59A 検出

877 59A－E－216 （5．38） 1．55　　 59 A 検出

878 59A －E－212 6．98 1．59　　 59 A 検出

879 59A －E－219 （6．46） 1．68　　 59A L 検出

880 60C 3－ET 2 （5．59） 1．63　　 60 C 3 3A D 13

881 59B－E－8 5．84 1．61　 59 B 検出

882 60G－E－15 （7．13） 1．94　　 SD 59

883 60G －E－15 － 〝

884 60E－E－112 （3．19） 1．19　　 60 E o表土

885 59B－E－45 （3．4 6） 1．26　　 59 B oS K 53

886 58－P－158 （3．4 8） （1．22）　 58B T ．P 6検出

887 60H －E－52 （3．47） 1．16　　 60B H O検出 I

888 60F－E－29 （3．40） 1．14　　 SD 55

889 60J－E－8 3．65 1．19　　 60 J 検出

番号 登録番号　 タテ（cm ）ヨコ（C皿）厚さ（g ）遺構番号

889 59D－W －2　 （21．65） 11．27　　 3．63　 S E 31

890 60A 2－W －2 （18．10） （8．10）　 3．70　 S E O9

891 60A 2－W －3　 18．25　　 8．81　 1．88　 S E O9

892 59D－W －4　　 34．90　 1．81　 1．4 1　 S E 32

893 59D －W －3　　 21．82　　 0．58　　 0．47　 S E 32

894 60A 2－W －1 14．15　　 6．35　　 2．25　 S E O7

895 60K －W －1　 21．80　 1．75　　 0．66　 S D 98

896 60Ⅱ－W －1　　 54．60　 42．20　　 5．60　 S E 24

番号 登録番号　 器種　 口径最大径底径 器高 出土地点

59－1 60A l－E－167　 高杯　 23．2　－　　　 －　 上S】）10

－2 60A l－E－168　 褒　 13．2　－　　　 －　 上SI）10

－3 60B 2－E－23　 ヒサゴ壷　 8．6　 －　　　 －　 下SDOl

－4 60B l－E－65　 高杯 12．8　一　　　 一　 下SEO3

－5 60B ．－E－66　　 壷　　　　　　　　 一　 上SEO3

－6 60A l－E－169　 喪　 13．0　－　　　 －　 上SDOl

－7 60A l－E－170　 褒　 18．4　－　　　 －　 上SDO9

62－1 60C 2－E－34　　 建　　　　　　　　 一　 上Sm 5

特殊遺物・その他

番 号 登 録 番号　 器 種　 口径 最大径 底径 器高 出土地点

855 6 0K －E －29　　 褒　　　　　　　　 一　 上SD lOO

856 6 0D －E －74　　 椀　　　　 － （礼2） －　 60D 検出

857 60 K －W －2　　 木 簡　 － 1．8　 －　 2 2．5 上S D 98

858 6 0H －S－1　 紡 鐘 車　 －　 8．1 －　 3．0　 60Ⅱ検出

859 6 0F －S－1　 紡 錘 車　 －　 6．8　 － 1．6　 60F 検出

860 60 H －S－2　　 紡 錘車　 一　　　　　 一　 上S K lO8

861 59 B －S－2　　 勾 玉　 －　 3．9　 －　 －　 上S B 42

8 62 60E －E－25　　 長 頸壷　 4．4　 7．2　4．6 10 ．2 上S K 37

86 3 60E －E－144　　　 椀　　　　 － 1 1．0　 －　 60 P 検出

864 60G －E－22　　 平 瓶　 5．4　 9．2　 －　 9．2　 上SD 60

865 59A －E －255　　　 祝　 仇 3） 一　　　　 一　 59A 検出

－146－



土　建

番 号 登 録 番 号

71 － 1 58－ P － 142

－ 2 59 B － E － 7

－ 3 59 F － E － 1

－ 4 60 E － E －130

－ 5 60 F － E －45

－ 6 5fトP －134

－ 7 5fトP －137

－ 8 5fトP －140

－ 9 5fトP －143

－10 5fトP －146

－11 59 A － E －98

－12 59 B － E －30

－13 59 C － E － 13

－14 59 G － E － 5

－15 60 G － E －17

－16 60 H － E －55

－17 60 H － E －58

－18 60 I － E － 3

－19 60 I － E － 5

－20 60 J － E －18

－21 60 J － E －26

－22 60 J － E －27

－23 60 K － E －26

－24 60 K － E －27

－25 59 G － E － 1

－26 59 G － E － 2

－27 60 C 2－ E －35

－28 60 F － E －58

－29 60 E －E －118

－30 60 G － E －21

－31 60H － E －64

－32 60H － E －76

－33 59 G － E － 3

－34 60 D － E －68

－35 60 A l－ E －168

－36 60 A l－ E －171

－37 60 F － E －33

－38 60 F － E －49

－39 60 A l－ E － 167

72 －40 60 H － E －57

－4 1 60 F － E －50

－42 60 G － E －19

－4 3 58 － P －142

－44 60 H － E －73

－45 60 H － E －74

－46 60 F － E －44

－47 58 － P －141

－48 59A － E －86

－49 59A － E －89

－50 60H － E －63

－51 60H － E －67

－52 60 A l－E －172

－53 60 F － E －41

－54 60 G － E －20

－55 60 H － E －56

－56 60 H － E －59

－57 60 H － E －61

－58 58 － P －138

番 号 登 録 番 号

－59 58 － P －144

－60 58 － P －145

－61 58 － P －149

－62 59 A － E －68

－63 59 A － E －69

一月4 59 A － E －75

－65 59 A － E －80

－66 59 A － E －8 1

－67 59 A － E －82

－68 59 A － E －83

－69 59 A － E －84

－70 59 A － E －85

－71 59 A － E －88

－72 59 A － E －9 1

－73 59 A － E －92

－74 59A － E －94

－75 59A － E －95

－76 59 B － E － 3

－77 59 B － E －23

－78 59 B － E －27

－79 59 B － E －28

－80 59 B － E －39

－81 59D － E － 6

73 －82 59 G － E － 4

－83 60 A l－E －170

－84 60 A 2 －E －101

－85 60 B l－E －66

－86 60 B 2 －E －23

－87 60 C 2 － E －38

－88 60 D － E －67

－89 60 D － E －71

－90 60 E － E －119

－91 60 E － E －139

－92 60 E － E －120

－93 60 E － E －122

－94 60 E － E －126

－95 60 E － E －127

－96 60 E － E －128

－97 60 E － E －129

－98 60 E － E －140

－99 60 E － E －115

－100 60 E － E －131

－101 60 E － E －132

－102 60 E － E －133

－103 60 E － E －135

－104 60 E － E －143

－105 60 F － E －30

－106 60 F － E －34

－107 60 F －E －36

－108 60 F －E －39

－109 60 F － E －40

－110 60 F － E －42

－111 60 F － E －47

－112 60 F － E －48

－113 60 F － E －52

－114 60 F － E －56

－115 60 H － E －53

－ 116 60 H － E －54

番 号 登 録 番 号

－117 60H － E －60

－118 60H － E －62

－119 60H － E －65

－120 60H －E －66

74 －121 60H － E －71

－122 60H －E －72

－123 60H － E －79

－124 60H － E －80

－125 60 J － E －16

－126 60 J － E －20

－127 60 J － E －21

－128 60 J － E －22

－129 58 － P －86

－130 58 － P －133

－131 59 B － E －34

－132 60 C 2－ E －37

－133 60 D － E －66

－134 60 E － E －123

－135 60 E － E －124

－ 136 60 E － E － 125

－137 60 H － E －68

－138 60 K － E －25

－139 58 － P －135

－140 59 C － E － 5

－14 1 60 C 2－ E －40

－・142 60 D － E －59

－143 60 G － E －16

－144 60 H － E －69

－145 59A － E －87

－146 59A － E －90

－147 59A － E －93

－148 59A －E －221

－149 59A －E －223

－150 60 B l－ E －65

－151 60D －E －60

－152 60D －E －65

－153 60 E － E －121

－154 60 E － E －134

－155 60 E － E －142

－156 60 F － E －35

－157 60 F － E －38

－158 60 I － E － 1

－159 60 A l－ E －169

－160 60 A 2 － E －102

75 －161 59 B － E － 4

－162 60K － E －22

－163 60 K － E －24

－164 60 K － E －28

－165 58 － P －213

－166 59 C － E －28

－167 59 G － E － 11

－168 60 D － E ・－63

－169 60 D － E －72

－170 60 E － E －114

－17 1 60 E － E －117

－172 60 I － E － 2

－173 60 I － E － 4

－174 60 J － E －15

－147－

番号 登録番号

－175 60J －E －23

－176 60J －E －24

－177 60L －E －2

－178 60L －E －3

－179 58－P －212

－180 58－P －136

－181 58－P －139

－182 60B 2－E －24

－183 60D －E －64

－184 60F －E －32

－185 60F －E －37

－186 60F －E －43

－187 60G －E －18

－188 60K －E －23

－189 59B －E －2

－190 59B －E －7

－191 59B －E －17

－192 60A 2－E －103

－193 60C 2－E －36

－194 60E －E －141

－195 60D －E －73

－196 60E －E －138

－197 60F －E －57

－198 60F －E －51

－199 60F －E －55

－200 60H －E －77

－201 60I －E －6

－202 58－P －200

－203 59A －E －210

－204 59B －E －48

－205 59F －E －2

－206 60D －E －61

－207 60D －E －62

－208 60D －E －69

－209 60D －E －70

－210 60D －E －58

－211 60E －E －113

－212 60F －E －31

－213 60F －E －46

－214 60F －E －53

－215 60F －E －54

－216 60H －E －70

－217 60H －E －75

－218 60J －E －25

－219 60J －E －17

－220 60J －E －19

－221 60K －E －21

－222 60H －E －78

－223 58－P －147

－224 59A －E －218

－225 59E －E －2

－226 60C 2－E －39

－227 60E －E －116

－228 60E －E －136

－229 60E －E －137



写真番号対照表

写真 実測図 遺　　 構

1 861 上S B 42P it

2 837 60A l検 出

3 836 60A l検出

4 838 上S D 18

5 863 60 E 検出

6 － 上S K 94

7 －
60 E 検出

8 1 下S B O l

9 59 下S B lO

10 66 下S B ll

11 70 下S B 12

12 16 下S B O3

13 19 下S B O5

14 －
下S B lO

15 60 下S B lO

16 69 下S B 12

17 113 下S B 22

18 120 下S B 23

19 90 下S B 21

20 106 下S B 21

2 1 84 下S B 14

22 － 下S B 20

23 115 下S B 22

24 154 下S B 35

25 153 下S B 35

26 155 下S B 35

27 158 下S K 12

28 158 下S K 12

29 137 下S K lO

30 156 下S K 47

31 173 下S K 13

32 166 下S K 13

33 181 下S E O2

34 180 下S E O2

35 183 下S E O2

36 195 下S E O3

37 198 下S E O3

38 220 下S E O3

12 －－37 202 下S E O3

lH 8 196 下S E O3

39 2 11 下S E O3

40 208 下S E O3

4 1 2 18 下S E O3

42 2 17 下S E O3

43 212 下S E O3

44 216 下S E O3

45 222 下S E O3

46 604 上S E Ol

47 608 上S E Ol

48 610 上S E Ol

49 － 上S E Ol

50 611 上SE O l

51 348 上SE O9

52 346 上S E O9

53 349 上S E O9

54 350 上S E O9

55 －
上S E O7

56 6 17 上S E lO

写真 実測図 遺　　 構

57 618 上S E lO

58 369 上S E O9

59 365 上S E O9

60 428 上S E 13

61 429 上SE 13

62 431 上SE 13

63 430 上SE 13

64 384 上SE 28

65 424 上SE 2 1

66 423 上SE 2 1

67 442 上SE 23

68 620 上SE 24

69 619 上S E 24

70 391 上S E 31

71 392 上S E 31

72 393 上S E 31

73 395 上S E 31

74 399 上S E 31

75 398 上S E 31

76 403 上S E 32

77 407 上S E 32

78 406 上S E 32

79 4 13 上S E 125

80 4 12 上S E 125

8 1 420 上S E 125

82 421 上S E 125

83 484 上S K 20

84 486 上S K 20

85 488 上S K 20

86 － 上S K O8

87 － 上SK O6

88 577 上S K O6

89 578 上S K O6

90 584 上S K O6

91 － 60A l検 出

92 450 上S X O2

93 453 上S X O2

94 452 上S X O2

95 451 上S X O2

96 46 1 上S X O2

97 458 上S X O2

98 596 上S K 90

99 598 上S K 90

100 597 上S K 90

10 1 60 1 上S K 90

102 602 上S K 90

103 538 上S D 4 1

104 862 上S K 37

105 509 上S K O8

106 864 上S D 60

107 631 上S E ll

108 632 上S E ll

109 642 上S E 16

110 634 上S E 16

111 635 上SE 16

112 641 上SE 16

113 643 上SE 16

114 644 上SE 16

写真 実測図 遺　　 構

115 646 上S E 17

116 65 1 上S E 17

117 670 上S E 12

118 69 1 上S K 77

119 688 上S K 19

120 716 上S D 15

12 1 ° 717 上S D 43

122 718 上S D 43

123 720 上S D 43

124 729 上S D 50

125 730 上S D 50

126 733 上S D 50

127 735 上S D 50

128 738 上S D 50

129 743 上S D 50

130 745 上S D 50

131 －
上S D 50

132 766 上S K 171

133 767～784

134 785～791

135 810～817

136 792、801

137 8 18 60A l検 出

138 8 19 下S K 13

139 820 60 B l検 出

140 821 60 B ．検串

141 8‘22 60 F 検出

142 823 60A l検出

143 824 60A l検出

144 825 60 B 2検出

145 826 上S K O8

146 827 下S K lO

147 828 下S B 13

148 829 59 C 検出

149 830 59 A 検出

150 831 59 B 検出

151 832 60 A l検出

152 833 下S B O5

153 834 下S K 46

154 835 60 A ．検出

155 839 60 B l検出

156 840 59 A 検 出

157 842 60 B l検 出

158 843 60 B 2検 出

159 844 60 B l検 出

160 845 下S B O4

161 846 59A 検 出

162 848 60A l検 出

163 847 下S B 22

164 853 60A l検 出

165 852 下S B 13

166 854 下S B 12

167 － 上S D 49

168 － 下S B O5

169 － 上S D 50

170 －
上S K 27

17 1 855 上S D lOO

172 856 60 D 検出

一148－

写真実測図　遺　構

17362－1上SDO5

174 858　60H検出

175 859　60F検出

176 860　上SKlO8

177 857　上SD98

178 892　上SE32

179 893　上SE32

180 891　上SEO9

181 888　上SE31

182 894　下SBO7

183 160・142・27・－

184

185

186

25・9・8・6・24

・20・18・14

60・78・140・83・133

・100・56・137

148・150・153・157

187

188

189

190

48・46・43・40・

50・47・3・2

165・166・167・176

175・170・162・164

181・－・185・187・

－・197・196・215・

42・45・228・229

33・34；39・35・

36・37・38
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●　遺構図割付表 ※遺構図版の縮率は1：200
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左：上面SEOl（西から）

右：下面SEO3円窓付土器出土状態
（上　南東から、下　南西から）



左：60A2区上面南側（北東から）
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右：60C2・C3区上面（東から）
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下面　SEO3

左：上層土器出土状態（南から）‘

右：下層土器出土状態（西から）－ 1′　　‘一一も」．
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